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１ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｄ－１ 支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

のあり方
かた

について 

１）これまで支援
しえん

の狭間
はざま

にいた人
ひと

たち（例
たと

えば発 達
はったつ

障害
しょうがい

、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

、

難病
なんびょう

、軽度
けいど

知的
ちてき

障害
しょうがい

など）に必 要
ひつよう

な福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

とはどのようなものである

か？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の状況
じょうきょう

】 

○ 障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

４条
じょう

第
だい

１項
こう

において、「障害者
しょうがいしゃ

」は、 

① 身 体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

福祉法
ふくしほう

第
だい

４条
じょう

に規定
きてい

する身 体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

 

② 知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

福祉法
ふくしほう

にいう知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

 

③ 精 神
せいしん

保健
ほけん

及
およ

び精 神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

に関
かん

する法 律
ほうりつ

に規定
きてい

する精 神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

 

と規定
きてい

されている。 

 

○ 発 達
はったつ

障害
しょうがい

や高次
こうじ

能
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

については、精 神
せいしん

障害
しょうがい

の概 念
がいねん

に含
ふく

まれてお

り、障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基
もと

づく障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

を利用
りよう

することが可能
かのう

と

なっている。 

なお、発 達
はったつ

障害
しょうがい

については、発 達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
しえんほう

に定義
ていぎ

が置
お

かれている。 

 

○ 難病
なんびょう

の者
しゃ

については、法令上
ほうれいじょう

定義
ていぎ

はなく、症例数
しょうれいかず

が尐
すく

なく、原 因
げんいん

丌明
ふめい

で

治 療
ちりょう

方 法
ほうほう

も未確立
みかくりつ

であり、かつ、生 活 面
せいかつめん

で長 期
ちょうき

にわたる支 障
ししょう

がある疾 患
しっかん

（130疾 患
しっかん

）について、予 算 上
よさんじょう

、「難治性
なんじせい

疾 患
しっかん

克 服
こくふく

研究
けんきゅう

事 業
じぎょう

」として、研究
けんきゅう

班
はん

を設置
せっち

し、原 因
げんいん

の究明
きゅうめい

、治 療
ちりょう

方 法
ほうほう

の確 立
かくりつ

に向
む

けた研究
けんきゅう

が行
おこな

われている。

また、これらのうち、治 療
ちりょう

が極
きわ

めて困 難
こんなん

で、かつ医療費
いりょうひ

が高 額
こうがく

な疾 患
しっかん

（56

疾 患
しっかん

）について、医 療
いりょう

の確 立
かくりつ

、普 及
ふきゅう

を図
はか

るとともに、「特 定
とくてい

疾 患
しっかん

治 療
ちりょう

研究
けんきゅう

事 業
じぎょう

」として、患 者
かんじゃ

の医療費
いりょうひ

負担
ふたん

の軽 減
けいげん

を図
はか

っている。 

難病
なんびょう

の者
しゃ

については、難治性
なんじせい

疾 患
しっかん

克 服
こくふく

研究
けんきゅう

事 業
じぎょう

の対象
たいしょう

となっている

疾 患
しっかん

の患 者
かんじゃ

等
とう

については、「難病
なんびょう

患 者
かんじゃ

等
とう

居 宅
きょたく

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

」として、

ホームヘルプサービス
ほ ー む へ る ぷ さ ー び す

事 業
じぎょう

、短期
たんき

入所
にゅうしょ

事 業
じぎょう

、日常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

給 付
きゅうふ

事 業
じぎょう

が利用
りよう

できる。 
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【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

においては、同 法
どうほう

の施行前
しこうぜん

まで身 体
しんたい

障害
しょうがい

、知的
ちてき

障害
しょうがい

、

精 神
せいしん

障害
しょうがい

と障害
しょうがい

種 別
しゅべつ

ごとに分
わ

かれていた制度
せいど

を一元化
いちげんか

し、支援費
しえんひ

制度
せいど

の

対象外
たいしょうがい

となっていた精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

についても対象
たいしょう

としてサービス
さ ー び す

の充実
じゅうじつ

を図
はか

り、障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

が必 要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

を安 定 的
あんていてき

に利用
りよう

できるように見直
みなお

しを行
おこな

った

ものである。 
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【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｄ－１  支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

のあり方
かた

について 

２) 現 行
げんこう

の介護
かいご

給 付
きゅうふ

、訓 練
くんれん

等
とう

給 付
きゅうふ

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

という区分
くぶん

について

どう考
かんが

えるか？総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

での支援
しえん

体 系
たいけい

のあり方
かた

についてどう考
かんが

えるか？

障害
しょうがい

者
しゃ

の生 活
せいかつ

構 造
こうぞう

やニード
に ー ど

に基
もと

づいた支援
しえん

体 系
たいけい

はどうあるべきと考
かんが

える

か？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の状況
じょうきょう

】 

（介護
かいご

給付費
きゅうふひ

等
とう

について） 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

が、主
しゅ

として介護
かいご

を 提 供
ていきょう

する以下
い か

の障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

を利用
りよう

した

際
さい

に、市 町 村
しちょうそん

は介護
かいご

給付費
きゅうふひ

を支 給
しきゅう

することとされている。 

 ① 居 宅
きょたく

介護
かいご

 

 ② 重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

  

③ 行 動
こうどう

援護
えんご

  

④ 療養
りょうよう

介護
かいご

（医 療
いりょう

に係
かかわ

るものを除
のぞ

く。）  

⑤ 生 活
せいかつ

介護
かいご

  

⑥ 児童
じどう

デイサービス
で い さ ー び す

  

⑦ 短期
たんき

入所
にゅうしょ

  

⑧ 重 度
じゅうど

障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

包 括
ほうかつ

支援
しえん

  

⑨ 共同
きょうどう

生 活
せいかつ

介護
かいご

  

⑩ 施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

  

 なお、障害
しょうがい

者
しゃ

が介護
かいご

給付費
きゅうふひ

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

を受
う

ける場合
ばあい

には、障害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

の

認 定
にんてい

が必 要
ひつよう

となる。 

 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

が、主
しゅ

として訓 練
くんれん

等
とう

を 提 供
ていきょう

する以下
い か

の障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

を利用
りよう

し

た際
さい

に、市 町 村
しちょうそん

は訓 練
くんれん

等
とう

給付費
きゅうふひ

を支 給
しきゅう

することとしている。 

① 自立
じりつ

訓 練
くんれん

  

② 就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

  

③ 就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

  

④ 共同
きょうどう

生 活
せいかつ

援 助
えんじょ

  



４ 

 

なお、障害
しょうがい

のある方
かた

が訓 練
くんれん

等
とう

給付費
きゅうふひ

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

を受
う

ける場合
ばあい

には、障害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

の認 定
にんてい

は必 要
ひつよう

ない。 

 

○ 介護
かいご

給付費
きゅうふひ

や訓 練
くんれん

等
とう

給付費
きゅうふひ

に係
かかわ

る障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

については、事 業
じぎょう

の

人 員
じんいん

、設備
せつび

及
およ

び運 営
うんえい

に関
かん

する基 準
きじゅん

や、サービス
さ ー び す

に要
よう

する費用
ひよう

の額
がく

の算 定
さんてい

に

関
かん

する基 準
きじゅん

（報酬
ほうしゅう

基 準
きじゅん

）を設
もう

けている。 

 

○ 介護
かいご

給付費
きゅうふひ

や訓 練
くんれん

等
とう

給付費
きゅうふひ

の支 給
しきゅう

に要
よう

する費用
ひよう

は、市 町 村
しちょうそん

が支弁
しべん

するとと

もに、その費用
ひよう

のの１／２を国
くに

（訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

については、国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

に

より算 定
さんてい

した額
がく

）が、１／４を都道府県
とどうふけん

がそれぞれ負担
ふたん

している（義務的
ぎむてき

経費
けいひ

）。 

 

（地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

について） 

○ 市 町 村
しちょうそん

は、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

として以下
い か

の事 業
じぎょう

を実施
じっし

している。 

 ① 相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

 

 ② コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

事 業
じぎょう

 

 ③ 日常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

給 付
きゅうふ

等
とう

事 業
じぎょう

 

 ④ 移動
いどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

 

 ⑤ 地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー事 業
じぎょう

 

 ⑥ その他
た

の事 業
じぎょう

 

 

○ 都道府県
とどうふけん

は、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

として以下
い か

の事 業
じぎょう

を実施
じっし

している。 

 ① 専 門 性
せんもんせい

の高
たか

い相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

 

 ② 広 域 的
こういきてき

な支援
しえん

事 業
じぎょう

 

 ③ サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

者
しゃ

、相 談
そうだん

支援
しえん

者
しゃ

、指導
しどう

者
しゃ

育 成
いくせい

事 業
じぎょう

 

 ④ その他
た

の事 業
じぎょう

 

 

○ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

については、原 則
げんそく

として、人 員
じんいん

、設備
せつび

及
およ

び運 営
うんえい

に関
かん

す

る基 準
きじゅん

等
とう

を設
もう

けず、地域
ちいき

の実情
じつじょう

等
とう

に応
おう

じて、地方
ちほう

自治体
じちたい

の裁量
さいりょう

により柔軟
じゅうなん

に

実施
じっし

できるようにしている。 

 

○ 市 町 村
しちょうそん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

に要
よう

する費用
ひよう

は、市 町 村
しちょうそん

が支弁
しべん

するとともに、
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その支弁
しべん

する費用
ひよう

の１／２以内
いない

を国
くに

が、１／４以内
いない

を都道府県
とどうふけん

が、それぞれ補助
ほじょ

している（裁量的
さいりょうてき

経費
けいひ

）。 

また、都道府県
とどうふけん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

に要
よう

する費用
ひよう

は、都道府県
とどうふけん

が支弁
しべん

すると

ともに、その支弁
しべん

する費用
ひよう

の１／２以内
いない

を国
くに

が補助
ほじょ

している（裁量的
さいりょうてき

経費
けいひ

）。 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

（介護
かいご

給付費
きゅうふひ

にかかる障害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

の認 定
にんてい

について） 

○ 介護
かいご

給付費
きゅうふひ

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

に当
あ

たっては、障害
しょうがい

者
しゃ

の介護
かいご

の必要度
ひつようど

を明
あき

らかにす

るため、障害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

を認 定
にんてい

することとしている。 

一 方
いっぽう

、訓 練
くんれん

等
とう

給 付
きゅうふ

に係
かかわ

るサービス
さ ー び す

については、障害
しょうがい

者
しゃ

の介護
かいご

の必要度
ひつようど

と、

サービス
さ ー び す

の必 要 性
ひつようせい

が直接
ちょくせつ

は関 係
かんけい

しないことから、障害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

の認 定
にんてい

は

必 要
ひつよう

としないこととしている。 

（介護
かいご

給付費
きゅうふひ

等
とう

の対象
たいしょう

となるサービス
さ ー び す

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

について） 

○ 介護
かいご

給付費
きゅうふひ

等
とう

の対象
たいしょう

となるサービス
さ ー び す

の主
おも

なメリット
め り っ と

 

 ・ 人 員
じんいん

、設備
せつび

及
およ

び運 営
うんえい

に関
かん

する全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

の基 準
きじゅん

等
とう

を設
もう

けることから、

全 国
ぜんこく

のどこで 提 供
ていきょう

されるサービス
さ ー び す

であっても一 定
いってい

の質
しつ

が確保
かくほ

される。 

・ サービス
さ ー び す

内 容
ないよう

が均 一
きんいつ

となり、サービス
さ ー び す

にかかる費用
ひよう

が一 定
いってい

となることか

ら、国
くに

等
とう

がその費用
ひよう

の一部
いちぶ

を義務的
ぎむてき

経費
けいひ

として負担
ふたん

することが可能
かのう

となる。

（義務的
ぎむてき

経費化
けいひか

が可能
かのう

） 

  

○ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の対象
たいしょう

となるサービス
さ ー び す

の主
おも

なメリット
め り っ と

 

・ 人 員
じんいん

、設備
せつび

及
およ

び運 営
うんえい

に関
かん

する全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

の基 準
きじゅん

等
とう

を設
もう

けないことから、

地方
ちほう

自治体
じちたい

が地域
ちいき

の実情
じつじょう

等
とう

に応
おう

じて柔軟
じゅうなん

にサービス
さ ー び す

を 提 供
ていきょう

しやすくな

る。（地域
ちいき

でサービス
さ ー び す

の内 容
ないよう

や 提 供
ていきょう

方 法
ほうほう

などの工夫
くふう

が可能
かのう

） 

・ 複 数
ふくすう

の利用
りよう

者
しゃ

に対 応
たいおう

する事 業
じぎょう

や利用
りよう

者
しゃ

個人
こじん

に着目
ちゃくもく

しない事 業
じぎょう

など、個人
こじん

に給 付
きゅうふ

を行
おこな

う仕組
し く

み（個別
こべつ

給 付
きゅうふ

）に馴染
な じ

まない事 業
じぎょう

を実施
じっし

することができ

る。 

  



６ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｄ－１  支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

のあり方
かた

について 

３) 現 行
げんこう

の訓 練
くんれん

等
とう

給 付
きゅうふ

についてどう考
かんが

えるか？労 働
ろうどう

分野
ぶんや

での見直
みなお

しとの

関 係
かんけい

で、就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

、就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

等
とう

のあり方
かた

をどう考
かんが

えるか？また、

自立
じりつ

訓 練
くんれん

（機能
きのう

訓 練
くんれん

・生 活
せいかつ

訓 練
くんれん

)のあり方
かた

についてどう考
かんが

えるか？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の状況
じょうきょう

】 

（訓 練
くんれん

等
とう

給付費
きゅうふひ

について） 

○ 訓 練
くんれん

等
とう

給 付
きゅうふ

の支 給
しきゅう

の対象
たいしょう

となるサービス
さ ー び す

は、Ｄ－１－２）に記載
きさい

。 

 

（就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

及
およ

び就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

について） 

【就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

】 

（１）対象
たいしょう

者
しゃ

 

就労
しゅうろう

を希望
きぼう

する 65歳
さい

未満
みまん

の障害
しょうがい

者
しゃ

であって、通常
つうじょう

の事 業 所
じぎょうしょ

に雇用
こよう

され

ることが可能
かのう

と見込
み こ

まれるもの 

（２）サービス
さ ー び す

内 容
ないよう

 

生 産
せいさん

活 動
かつどう

、職 場
しょくば

体 験
たいけん

その他
た

の活 動
かつどう

の機会
きかい

の 提 供
ていきょう

その他
た

の就労
しゅうろう

に必 要
ひつよう

な知識
ちしき

及
およ

び能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のために必 要
ひつよう

な訓 練
くんれん

、求職
きゅうしょく

活 動
かつどう

に関
かん

する支援
しえん

、そ

の適 性
てきせい

に応
おう

じた職 場
しょくば

の開 拓
かいたく

、就職後
しゅうしょくご

における職 場
しょくば

への定着
ていちゃく

のために

必 要
ひつよう

な相 談
そうだん

その他
た

の必 要
ひつよう

な支援
しえん

の供 不
きょうよ

 

（３）標準
ひょうじゅん

利用
りよう

期間
きかん

 

２年 間
ねんかん

（専
もっぱ

らあん摩
ま

マッサージ
ま っ さ ー じ

指圧師
しあつし

、はり師
し

又
また

はきゅう師
し

の資格
しかく

を取 徔
しゅとく

させることを目 的
もくてき

とする場合
ばあい

にあっては、３年
ねん

又
また

は５年
ねん

） 

ただし、この標準
ひょうじゅん

利用
りよう

期間
きかん

を超
こ

えて、さらにサービス
さ ー び す

の利用
りよう

が必 要
ひつよう

な場合
ばあい

に

ついては、市 町 村
しちょうそん

審査会
しんさかい

の個別
こべつ

審査
しんさ

を経
へ

て、必 要 性
ひつようせい

が認
みと

められた場合
ばあい

に限
かぎ

り、最 大
さいだい

１年 間
ねんかん

の更 新
こうしん

が可能
かのう

 

（４）事 業 所 数
じぎょうしょすう

及
およ

び利用
りよう

者
しゃ

数
かず

（平 成
へいせい

22年
ねん

４月
がつ

国保連
こくほれん

データ
で ー た

） 

   事 業 所 数
じぎょうしょすう

：1,756箇所
かしょ

、利用
りよう

者
しゃ

数
すう

：20,045人
にん

 

 

 



７ 

 

【就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

】 

（１）対象
たいしょう

者
しゃ

 

① 就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
がた

 

通常
つうじょう

の事 業 所
じぎょうしょ

に雇用
こよう

されることが困 難
こんなん

であって、雇用
こよう

契 約
けいやく

に基
もと

づく

就労
しゅうろう

が可能
かのう

である者
しゃ

 

② 就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ型
がた

 

通常
つうじょう

の事 業 所
じぎょうしょ

に雇用
こよう

されることが困 難
こんなん

であって、雇用
こよう

契 約
けいやく

に基
もと

づく

就労
しゅうろう

が困 難
こんなん

である者
しゃ

 

（２）サービス
さ ー び す

内 容
ないよう

 

① 就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
がた

 

雇用
こよう

契 約
けいやく

の締 結
ていけつ

等
とう

による就労
しゅうろう

の機会
きかい

の 提 供
ていきょう

及
およ

び生 産
せいさん

活 動
かつどう

の機会
きかい

の

提 供
ていきょう

その他
た

の 就労
しゅうろう

に 必 要
ひつよう

な知識
ちしき

及
およ

び 能力
のうりょく

の 向上
こうじょう

のために 必 要
ひつよう

な

訓 練
くんれん

その他
た

の必 要
ひつよう

な支援
しえん

の供 不
きょうよ

 

② 就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ型
がた

 

就労
しゅうろう

の機会
きかい

の 提 供
ていきょう

及
およ

び生 産
せいさん

活 動
かつどう

の機会
きかい

の 提 供
ていきょう

その他
た

の就労
しゅうろう

に

必 要
ひつよう

な知識
ちしき

及
およ

び能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のために必 要
ひつよう

な訓 練
くんれん

その他
た

の必 要
ひつよう

な支援
しえん

の供 不
きょうよ

 

（３）事 業 所 数
じぎょうしょすう

及
およ

び利用者数
りようしゃすう

（平 成
へいせい

22年
ねん

４月
がつ

国保連
こくほれん

データ
で ー た

） 

① 就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
がた

 

  事 業 所 数
じぎょうしょすう

：553箇所
かしょ

、利用
りよう

者
しゃ

数
すう

：9,814人
にん

 

  ② 就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ型
がた

 

    事 業 所 数
じぎょうしょすう

：4,315箇所
かしょ

、利用
りよう

者
しゃ

数
すう

：89,900人
にん

 

 

（自立
じりつ

訓 練
くんれん

について） 

【自立
じりつ

訓 練
くんれん

】 

（１）対象
たいしょう

者
しゃ

 

① 自立
じりつ

訓 練
くんれん

（機能
きのう

訓 練
くんれん

） 

身 体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

 

② 自立
じりつ

訓 練
くんれん

（生 活
せいかつ

訓 練
くんれん

） 

知的
ちてき

障害
しょうがい

者
しゃ

又
また

は精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

 

（２）サービス
さ ー び す

内 容
ないよう

 



８ 

 

① 自立
じりつ

訓 練
くんれん

（機能
きのう

訓 練
くんれん

） 

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

、サービス
さ ー び す

事 業 所
じぎょうしょ

又
また

は居 宅
きょたく

において行
おこな

う理学
りがく

療法
りょうほう

、

作 業
さぎょう

療法
りょうほう

その他
た

必 要
ひつよう

なリハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

、生 活
せいかつ

等
とう

に関
かん

する相 談
そうだん

及
およ

び

助 言
じょげん

その他
た

の必 要
ひつよう

な支援
しえん

の供 不
きょうよ

 

 ② 自立
じりつ

訓 練
くんれん

（生 活
せいかつ

訓 練
くんれん

） 

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

、サービス
さ ー び す

事 業 所
じぎょうしょ

又
また

は居 宅
きょたく

において行
おこな

う入浴
にゅうよく

、排
はい

せ

つ及
およ

び食 事
しょくじ

等
とう

に関
かん

する自立
じりつ

した日常
にちじょう

生 活
せいかつ

を営
いとな

むために必 要
ひつよう

な訓 練
くんれん

、

生 活
せいかつ

等
とう

に関
かん

する相 談
そうだん

及
およ

び助 言
じょげん

その他
た

の必 要
ひつよう

な支援
しえん

の供 不
きょうよ

 

（３）標準
ひょうじゅん

利用
りよう

期間
きかん

 

  ① 自立
じりつ

訓 練
くんれん

（機能
きのう

訓 練
くんれん

） 

１年
ねん

６月 間
つきかん

（頸 髄
せきずい

損傷
そんしょう

による四肢
し し

の麻痺
ま ひ

その他
た

これに類
るい

する状態
じょうたい

にあ

る障害
しょうがい

者
しゃ

にあっては、３年 間
ねんかん

） 

② 自立
じりつ

訓 練
くんれん

（生 活
せいかつ

訓 練
くんれん

） 

２年 間
ねんかん

（長 期 間
ちょうきかん

入院
にゅういん

していたその他
た

これに類
るい

する事由
じゆう

のある障害
しょうがい

者
しゃ

にあっては、３年 間
ねんかん

） 

ただし、これらの標準
ひょうじゅん

利用
りよう

期間
きかん

を超
こ

えて、さらにサービス
さ ー び す

の利用
りよう

が必 要
ひつよう

な

場合
ばあい

については、市 町 村
しちょうそん

審査会
しんさかい

の個別
こべつ

審査
しんさ

を経
た

て、必 要 性
ひつようせい

が認
みと

められた

場合
ばあい

に限
かぎ

り、最 大
さいだい

１年 間
ねんかん

の更 新
こうしん

が可能
かのう

 

（４）事 業 所 数
じぎょうしょすう

及
およ

び利用
りよう

者
しゃ

数
すう

（平 成
へいせい

22年
ねん

４月
がつ

国保連
こくほれん

データ
で ー た

） 

① 自立
じりつ

訓 練
くんれん

（機能
きのう

訓 練
くんれん

） 

事 業 所 数
じぎょうしょすう

：167箇所
かしょ

、利用
りよう

者
しゃ

数
すう

：2,365人
にん

 

② 自立
じりつ

訓 練
くんれん

（生 活
せいかつ

訓 練
くんれん

） 

  事 業 所 数
じぎょうしょすう

：898箇所
かしょ

、利用
りよう

者
しゃ

数
すう

：9,242人
にん

 

 

（共同
きょうどう

生 活
せいかつ

援 助
えんじょ

について） 

【共同
きょうどう

生 活
せいかつ

援 助
えんじょ

】 

（１）対象
たいしょう

者
しゃ

 

地域
ちいき

において共同
きょうどう

生 活
せいかつ

を営
いとな

むのに支 障
ししょう

のない障害
しょうがい

者
しゃ

 

（２）サービス
さ ー び す

内 容
ないよう

 

主
しゅ

として夜間
やかん

において、共同
きょうどう

生 活
せいかつ

を営
いとな

むべき住居
じゅうきょ

において行
おこな

う相 談
そうだん

そ

の他
た

の日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の援 助
えんじょ

 



９ 

 

（３）事 業 所 数
じぎょうしょすう

及
およ

び利用
りよう

者
しゃ

数
すう

（平 成
へいせい

22年
ねん

４月
がつ

国保連
こくほれん

データ
で ー た

） 

事 業 所 数
じぎょうしょすう

：2,993箇所
かしょ

、利用
りよう

者
しゃ

数
すう

：20,822人
にん

 



１０ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｄ－１  支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

のあり方
かた

について 

４) 生 活
せいかつ

介護
かいご

、療養
りょうよう

介護
かいご

も含
ふく

めた日中
にっちゅう

活 動
かつどう

系
けい

支援
しえん

体 系
たいけい

の在
あ

り方
かた

をどうする

か？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の状況
じょうきょう

】 

（障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

のサービス
さ ー び す

体 系
たいけい

について） 

○ 現 在
げんざい

の制度
せいど

においては日中
にっちゅう

活 動
かつどう

系
けい

サービス
さ ー び す

として、 

① 療養
りょうよう

介護
かいご

 

② 生 活
せいかつ

介護
かいご

 

③ 自立
じりつ

訓 練
くんれん

 

④ 就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

 

⑤ 就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

 

⑥ 地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー 

を 提 供
ていきょう

している。 

 

（日中
にっちゅう

活 動
かつどう

系
けい

サービス
さ ー び す

について） 

 【療養
りょうよう

介護
かいご

】 

（１）対象
たいしょう

者
しゃ

 

機能
きのう

訓 練
くんれん

、療 養 上
りょうようじょう

の管理
かんり

、看護
かんご

及
およ

び医学的
いがくてき

管理
かんり

の下
もと

における介護
かいご

その他
た

必 要
ひつよう

な医 療
いりょう

並
なら

びに日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の世話
せ わ

を要
よう

する障害
しょうがい

者
しゃ

方
がた

であって、常 時
じょうじ

介護
かいご

を要
よう

するもの 

（２）サービス
さ ー び す

内 容
ないよう

 

主
しゅ

として昼間
ひるま

において、病院
びょういん

において行
おこな

われる機能
きのう

訓 練
くんれん

、療 養 上
りょうようじょう

の管理
かんり

、

看護
かんご

、医学的
いがくてき

管理
かんり

の下
もと

における介護
かいご

及
およ

び日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の世話
せ わ

の供 不
きょうよ

 

（３）事 業 所 数
じぎょうしょすう

及
およ

び利用
りよう

者
しゃ

数
すう

（平 成
へいせい

22年
ねん

４月
がつ

国保連
こくほれん

データ
で ー た

） 

 事 業 所 数
じぎょうしょすう

：36箇所
かしょ

、利用
りよう

者
しゃ

数
すう

：2,086人
にん

 

 

 

 



１１ 

 

 【生 活
せいかつ

介護
かいご

】 

（１）対象
たいしょう

者
しゃ

 

入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ及
およ

び食 事
しょくじ

等
とう

の介護
かいご

、創 作 的
そうさくてき

活 動
かつどう

及
およ

び生 産
せいさん

活 動
かつどう

の機会
きかい

の

提 供
ていきょう

その他
た

の支援
しえん

を要
よう

する障害
しょうがい

者
しゃ

であって、常 時
じょうじ

介護
かいご

を要
よう

するもの 

（２）サービス
さ ー び す

内 容
ないよう

 

主
しゅ

として昼間
ひるま

において、障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

等
とう

において行
おこな

われる入浴
にゅうよく

、排
はい

せ

つ及
およ

び食 事
しょくじ

等
とう

の介護
かいご

、調 理
ちょうり

、洗 濯
せんたく

及
およ

び掃除
そうじ

等
とう

の家事
か じ

、生 活
せいかつ

等
とう

に関
かん

する

相 談
そうだん

及
およ

び助 言
じょげん

その他
た

の必 要
ひつよう

な日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の支援
しえん

並
なら

びに創 作 的
そうさくてき

活 動
かつどう

及
およ

び生 産
せいさん

活 動
かつどう

の機会
きかい

の 提 供
ていきょう

その他
た

の身 体
しんたい

機能
きのう

又
また

は生 活
せいかつ

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のた

めに必 要
ひつよう

な支援
しえん

の供 不
きょうよ

 

（３）事 業 所 数
じぎょうしょすう

及
およ

び利用
りよう

者
しゃ

数
すう

（平 成
へいせい

22年
ねん

４月
がつ

国保連
こくほれん

データ
で ー た

） 

 事 業 所 数
じぎょうしょすう

：4,497箇所
かしょ

、利用
りよう

者
しゃ

数
すう

：129,386人
にん

 

 

【自立
じりつ

訓 練
くんれん

】 

※ Ｄ－１－３）に記載
きさい

。 

 

【就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

】 

※ Ｄ－１－３）に記載
きさい

。 

 

【就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

】 

※ Ｄ－１－３）に記載
きさい

。 

 

【地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー】（市 町 村
しちょうそん

が地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

として実施
じっし

） 

（１）対象
たいしょう

者
しゃ

 

   障害
しょうがい

のある者
しゃ

又
また

は障害
しょうがい

のある児童
じどう

 

（２）サービス
さ ー び す

内 容
ないよう

 

創 作 的
そうさくてき

活 動
かつどう

又
また

は生 産
せいさん

活 動
かつどう

の機会
きかい

の 提 供
ていきょう

、社 会
しゃかい

との交流
こうりゅう

の促 進
そくしん

その

他
た

障害
しょうがい

のある方
かた

等
とう

が自立
じりつ

した日常
にちじょう

生 活
せいかつ

及
およ

び社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

を営
いとな

むために必 要
ひつよう

な支援
しえん

の供 不
きょうよ

 

（３）施設数
しせつすう

（平 成
へいせい

20年
ねん

社 会
しゃかい

福祉
ふくし

施設
しせつ

等
とう

調 査
ちょうさ

報 告
ほうこく

） 

 施設数
しせつすう

：2,267箇所
かしょ

（平 成
へいせい

20年
ねん

10月
がつ

１日
にち

現 在
げんざい

） 
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【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

（障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

のサービス
さ ー び す

体 系
たいけい

について） 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

においては、障害
しょうがい

者
しゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

を進
すす

めるため、

入所
にゅうしょ

施設
しせつ

や病院
びょういん

で 24時間
じかん

暮
く

らすそれまでのサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

のあり方
かた

を見直
みなお

し、障害
しょうがい

のある方
かた

が自分
じぶん

の希望
きぼう

に応
おう

じて複 数
ふくすう

のサービス
さ ー び す

を選 択
せんたく

し、それらの

サービス
さ ー び す

を組
く

み合
あ

わせて利用
りよう

できるよう、サービス
さ ー び す

を日中
にっちゅう

活 動
かつどう

系
けい

サービス
さ ー び す

と

居住
きょじゅう

系
けい

サービス
さ ー び す

に区分
くぶん

した昼 夜
ちゅうや

分離
ぶんり

のサービス
さ ー び す

体 系
たいけい

に再 編
さいへん

したところであ

る。 
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【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｄ－１ 支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

のあり方
かた

について 

５）地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の意義
い ぎ

と問 題 点
もんだいてん

についてどう考
かんが

えるか？地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の仕組
し く

みになじむものと、なじまないものについてどう考
かんが

えるか？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の状況
じょうきょう

】 

○ 市 町 村
しちょうそん

及
およ

び都道府県
とどうふけん

は、障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい 7

77 条及
およ

び第
だい

78条
じょう

に基
もと

づき、

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

として、それぞれ以下
い か

の事 業
じぎょう

を実施
じっし

している。 

 

１．市 町 村
しちょうそん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

 

①必須
ひっす

事 業
じぎょう

          （平 成
へいせい

20年度
ねんど

の実施
じっし

状況
じょうきょう

） 

  ・相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

       （全市
ぜんし

町村
ちょうそん

で実施
じっし

）  

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

事 業
じぎょう

（1,351市
し

町村
ちょうそん

（75.1%）で実施
じっし

） 

  手話
しゅわ

通 訳
つうやく

派遣
はけん

事 業
じぎょう

    （1,333市
し

町村
ちょうそん

（74.1%）で実施
じっし

） 

  手話
しゅわ

通 訳
つうやく

設置
せっち

事 業
じぎょう

    （  498市
し

町村
ちょうそん

（27.6%）で実施
じっし

） 

  要 約
ようやく

筆記
ひっき

派遣
はけん

事 業
じぎょう

    （  818市
し

町村
ちょうそん

（45.4%）で実施
じっし

） 

・日常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

給 付
きゅうふ

等
とう

事 業
じぎょう

  （1,782市
し

町村
ちょうそん

（99.0%）で実施
じっし

） 

・移動
いどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

       （1,549市
し

町村
ちょうそん

（86.1%）で実施
じっし

） 

・地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー   （1,289市
し

町村
ちょうそん

（71.6%）で実施
じっし

） 

 ※実施率
じっしりつ

は全市
ぜんし

町 村 数
ちょうそんすう

（1,800市
し

町村
ちょうそん

）に占
し

める実施
じっし

市 町 村
しちょうそん

の割 合
わりあい

 

 

②その他
た

の事 業
じぎょう

 

福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

事 業
じぎょう

や日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事 業
じぎょう

など、障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

がその有
ゆう

する能力
のうりょく

及
およ

び適 性
てきせい

に応
おう

じ、自立
じりつ

した日常
にちじょう

生 活
せいかつ

又
また

は社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

を営
いとな

むために必 要
ひつよう

な事 業
じぎょう

 

 

２．都道府県
とどうふけん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

 

①必須
ひっす

事 業
じぎょう

 

（専 門 性
せんもんせい

の高
たか

い相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

）     （平 成
へいせい

20年度
ねんど

の実施
じっし

状況
じょうきょう

） 

・発 達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー運 営
うんえい

事 業
じぎょう

 （全都道府県
ぜんとどうふけん

で実施
じっし

） 

・障害
しょうがい

者
しゃ

就業
しゅうぎょう

・生 活
せいかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー事 業
じぎょう

 （全都道府県
ぜんとどうふけん

で実施
じっし

） 
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・高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

支援
しえん

普 及
ふきゅう

事 業
じぎょう

   （46都道府県
とどうふけん

（97.9%）で実施
じっし

） 

・障 害 児
しょうがいじ

等
とう

療育
りょういく

支援
しえん

事 業
じぎょう

 （46都道府県
とどうふけん

（97.9%で実施
じっし

）） 

（広 域 的
こういきてき

な支援
しえん

事 業
じぎょう

） 

・都道府県
とどうふけん

相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

整備
せいび

事 業
じぎょう

   （32都道府県
とどうふけん

（68.1%）で実施
じっし

） 

 ※実施率
じっしりつ

は全都道府県
ぜんとどうふけん

（47都道府県
とどうふけん

）に占
し

める実施
じっし

都道府県
とどうふけん

の割 合
わりあい

 

 

②その他
た

の事 業
じぎょう

 

サービス
さ ー び す

・相 談
そうだん

支援
しえん

者
しゃ

、指導
しどう

者
しゃ

育 成
いくせい

事 業
じぎょう

の他
ほか

、障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

がその有
ゆう

する

能力
のうりょく

及
およ

び適 性
てきせい

に応
おう

じ、自立
じりつ

した日常
にちじょう

生 活
せいかつ

又
また

は社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

を営
いとな

むために必 要
ひつよう

な事 業
じぎょう

 

 

３．財 源
ざいげん

 

   補助
ほじょ

金
きん

（一部
いちぶ

交付税
こうふぜい

措置
そ ち

あり） 

（都道府県
とどうふけん

事 業
じぎょう

） 国
くに

１／２以内
いない

で補助
ほじょ

 

      （市 町 村
しちょうそん

事 業
じぎょう

）  国
くに

１／２以内
いない

、都道府県
とどうふけん

１／４以内
いない

で補助
ほじょ

 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

（現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

） 

○ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、地域
ちいき

の特 性
とくせい

や利用
りよう

者
しゃ

の状況
じょうきょう

に応
おう

じた柔軟
じゅうなん

な形 態
けいたい

に

よる事 業
じぎょう

を効果的
こうかてき

・効 率 的
こうりつてき

に実施
じっし

し、障害
しょうがい

者
しゃ

及
およ

び障 害 児
しょうがいじ

の福祉
ふくし

の増 進
ぞうしん

を図
はか

ることを目 的
もくてき

としている。 

 

○ この地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の国
くに

の補助
ほじょ

については、実施
じっし

主 体
しゅたい

である市 町 村
しちょうそん

等
とう

が創意
そうい

工夫
くふう

に基
もと

づいて主 体 的
しゅたいてき

に事 業
じぎょう

の実施
じっし

方 法
ほうほう

を組
く

み立
た

て、弾力的
だんりょくてき

に補助
ほじょ

金
きん

を使用
しよう

できる「統 合
とうごう

補助
ほじょ

金
きん

」として交付
こうふ

している。 

 

（対象
たいしょう

事 業
じぎょう

の見直
みなお

しに関
かん

する報 告
ほうこく

） 

○ 平 成
へいせい

20年
ねん

12月
がつ

に取
と

りまとめられた社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

障害
しょうがい

者
しゃ

部会
ぶかい

の報 告
ほうこく

に

おいては、 

・ 移動
いどう

支援
しえん

について、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

で行
おこな

われているもののほか、重 度
じゅうど

の

肢体
したい

丌自由
ふじゆう

者
しゃ

については「重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

」として、重 度
じゅうど

の知的
ちてき

障害
しょうがい

者
しゃ

及
およ

び
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精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

については「行 動
こうどう

援護
えんご

」として、自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

とされているこ

とを踏
ふ

まえ、重 度
じゅうど

の視覚
しかく

障害
しょうがい

者
しゃ

の同 行
どうこう

支援
しえん

について自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

とするな

ど、自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

の対象
たいしょう

を拡 大
かくだい

することを検 討
けんとう

すべき、 

・ 日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、障害
しょうがい

者
しゃ

や学齢期
がくれいき

における障 害 児
しょうがいじ

の支援
しえん

策
さく

として行
おこな

われているが、このうち、学齢期
がくれいき

の放課後
ほうかご

や夏 休
なつやす

み等
とう

における障 害 児
しょうがいじ

への

支援
しえん

策
さく

として、単
たん

なる居場所
いばしょ

としてだけではなく、子
こ

どもの発 達
はったつ

に必 要
ひつよう

な

訓 練
くんれん

や指導
しどう

など療育的
りょういくてき

な事 業
じぎょう

を実施
じっし

するものについては、自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

と

することを検 討
けんとう

すべき、 

・ 相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

について、現 行
げんこう

の「居住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

事 業
じぎょう

」の実施
じっし

市 町 村 数
しちょうそんすう

は約
やく

１ 

割
わり

であり、地域
ちいき

生 活
せいかつ

への支援
しえん

の充実
じゅうじつ

の観 点
かんてん

から、こうした入居
にゅうきょ

支援
しえん

や

緊 急 時
きんきゅうじ

の 

サポート
さ ぽ ー と

について、自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

とすることを検 討
けんとう

すべき 

 とされている。 
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【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｄ－１ 支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

のあり方
かた

について 

 ６）現 行
げんこう

のコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

事 業
じぎょう

についてどう考
かんが

えるか？推 進
すいしん

会議
かいぎ

・

第一次
だいいちじ

意見書
いけんしょ

では、「手話
しゅわ

や要 約
ようやく

筆記
ひっき

、指
ゆび

点字
てんじ

等
とう

を含
ふく

めた多様
たよう

な言語
げんご

の選 択
せんたく

、

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の手 段
しゅだん

の保 障
ほしょう

の重要性
じゅうようせい

・必 要 性
ひつようせい

」が指摘
してき

された。これら

を踏
ふ

まえて、聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

者
しゃ

や盲
もう

ろう者
しゃ

、視覚
しかく

障害
しょうがい

者
しゃ

、さらに、知的
ちてき

障害
しょうがい

者
しゃ

、重 度
じゅうど

肢体
したい

丌自由
ふじゆう

者
しゃ

を含
ふく

めた今後
こんご

のあり方
かた

をどう考
かんが

えるか？ 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

（コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

事 業
じぎょう

について） 

○ 市 町 村
しちょうそん

は、障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい 7

77 条に基
もと

づき、地域
ちいき

の実情
じつじょう

や障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

の

状況
じょうきょう

に 応
おう

じ て 柔軟
じゅうなん

に 実施
じっし

で き る 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

と し て 、

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

事 業
じぎょう

（必須
ひっす

事 業
じぎょう

）を実施
じっし

している。 

 

【実施
じっし

状況
じょうきょう

】（平 成
へいせい

２０年度
ねんど

） 

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

事 業
じぎょう

：1,351市
し

町村
ちょうそん

（75.1%）で実施
じっし

 

  手話
しゅわ

通 訳
つうやく

派遣
はけん

事 業
じぎょう

：1,333市
し

町村
ちょうそん

（74.1%）で実施
じっし

 

  手話
しゅわ

通 訳
つうやく

設置
せっち

事 業
じぎょう

：  498市
し

町村
ちょうそん

（27.6%）で実施
じっし

 

  要 約
ようやく

筆記
ひっき

派遣
はけん

事 業
じぎょう

：  818市
し

町村
ちょうそん

（45.4%）で実施
じっし

 

 （注
ちゅう

１）実施率
じっしりつ

は、全市
ぜんし

町 村 数
ちょうそんすう

（1,800市
し

町村
ちょうそん

）に占
し

める実施
じっし

市 町 村
しちょうそん

の割 合
わりあい

 

（注
ちゅう

２）手話
しゅわ

通 訳
つうやく

と要 約
ようやく

筆記
ひっき

派遣
はけん

事 業
じぎょう

の両方
りょうほう

を実施
じっし

 813市
し

町村
ちょうそん

（45.2％） 

 

○ また、都道府県
とどうふけん

は、障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

７８条
じょう

に基
もと

づき、手話
しゅわ

通 訳
つうやく

を行
おこな

う

者
しゃ

を 公 的
こうてき

機関
きかん

に 設置
せっち

す る 「 手話
しゅわ

通 訳
つうやく

設置
せっち

事 業
じぎょう

」 や 、 盲
もう

ろ う 者
しゃ

の

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

や移動
いどう

等
とう

の支援
しえん

を行
おこな

う「盲
もう

ろう者
しゃ

向
む

け通 訳
つうやく

・介 助 員
かいじょいん

派遣
はけん

事 業
じぎょう

」を実施
じっし

している。 

 

【実施
じっし

状況
じょうきょう

】（平 成
へいせい

20年度
ねんど

） 

・手話
しゅわ

通 訳
つうやく

設置
せっち

事 業
じぎょう

：34都道府県
とどうふけん

（72.3%）で実施
じっし

 

・盲
もう

ろう者
しゃ

向
む

け通 訳
つうやく

・介 助 員
かいじょいん

派遣
はけん

事 業
じぎょう

：31都道府県
とどうふけん

（66.0%）で実施
じっし

 

（注
ちゅう

）実施率
じっしりつ

は、全都道府県
ぜんとどうふけん

（47都道府県
とどうふけん

）に占
し

める実施
じっし

都道府県
とどうふけん

の割 合
わりあい

 



１７ 

 

 

（手話
しゅわ

通 訳
つうやく

者
しゃ

等
とう

の養 成
ようせい

について） 

○ 都道府県
とどうふけん

及
およ

び市 町 村
しちょうそん

では、手話
しゅわ

奉仕員
ほうしいん

、要 約
ようやく

筆記
ひっき

奉仕員
ほうしいん

、点 訳
てんやく

奉仕員
ほうしいん

、朗 読
ろうどく

奉仕員
ほうしいん

を養 成
ようせい

する「奉仕員
ほうしいん

養 成
ようせい

研修
けんしゅう

事 業
じぎょう

」を実施
じっし

しており、更
さら

に都道府県
とどうふけん

で

は、手話
しゅわ

通 訳
つうやく

者
しゃ

を養 成
ようせい

する「手話
しゅわ

通 訳
つうやく

者
しゃ

養 成
ようせい

研修
けんしゅう

事 業
じぎょう

」を実施
じっし

している。 

 

【登 録
とうろく

者
しゃ

数
かず

の状況
じょうきょう

】（平 成
へいせい

20年
ねん

3月
がつ

末
すえ

現 在
げんざい

） 

  ・ 手 話
し ゅ わ

通 訳
つ う や く

者
しゃ

： 5,036人
にん

（都道府県
とどうふけん

） 

  ・ 手 話
し ゅ わ

奉 仕 員
ほ う し い ん

：5,734人
にん

（都道府県
とどうふけん

）、8,728人
にん

（市 町 村
しちょうそん

） 

  ・ 要 約
ようやく

筆記
ひっき

奉仕員
ほうしいん

：6,464人
にん

（都道府県
とどうふけん

）、5,000人
にん

（市 町 村
しちょうそん

） 

 

※ 手話
しゅわ

通 訳
つうやく

者
しゃ

とは、都道府県
とどうふけん

が実施
じっし

する手話
しゅわ

通 訳
つうやく

者
しゃ

養 成
ようせい

研修
けんしゅう

を 修 了
しゅうりょう

し

て手話
しゅわ

通 訳
つうやく

者
しゃ

として都道府県
とどうふけん

に登 録
とうろく

された者
しゃ

であって、広 汎
こうはん

にわたる手話
しゅわ

通 訳
つうやく

に必 要
ひつよう

な手話
しゅわ

語彙
ご い

、手話
しゅわ

表現
ひょうげん

技 術
ぎじゅつ

を 習 徔
しゅうとく

している。 

手話
しゅわ

奉仕員
ほうしいん

以 上
いじょう

に 聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

者
しゃ

の理 解 力
りかいりょく

に 応
おう

じた手話
しゅわ

通 訳
つうやく

が可能
かのう

な

レベル
れ べ る

にある者
しゃ

。 

 

※ 手話
しゅわ

奉仕員
ほうしいん

とは、都道府県
とどうふけん

又
また

は市 町 村
しちょうそん

で実施
じっし

する奉仕員
ほうしいん

養 成
ようせい

研修
けんしゅう

を

修 了
しゅうりょう

して手話
しゅわ

奉仕員
ほうしいん

として都道府県
とどうふけん

又
また

は市 町 村
しちょうそん

に登 録
とうろく

された者
しゃ

であっ

て、基礎的
きそてき

な手話
しゅわ

表現
ひょうげん

技 術
ぎじゅつ

を 習 徔
しゅうとく

している。 

相手
あいて

の手話
しゅわ

が理解
りかい

でき、普段
ふだん

から接
せっ

している特 定
とくてい

の聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

者
しゃ

とならば、

手話
しゅわ

で日常
にちじょう

会話
かいわ

が可能
かのう

なレベル
れ べ る

にある者
しゃ

。 

  

※ 要 約
ようやく

筆記
ひっき

奉仕員
ほうしいん

とは、都道府県
とどうふけん

又
また

は市 町 村
しちょうそん

で実施
じっし

する奉仕員
ほうしいん

養 成
ようせい

研修
けんしゅう

を

修 了
しゅうりょう

して要 約
ようやく

筆記
ひっき

奉仕員
ほうしいん

として都道府県
とどうふけん

又
また

は市 町 村
しちょうそん

に登 録
とうろく

された者
しゃ

で

あ っ て 、 手書
て が

き あ る い は パソコン
ぱ そ こ ん

を 活 用
かつよう

し た 要 約
ようやく

筆記
ひっき

に よ り

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

を行
おこな

うことが可能
かのう

な者
しゃ

。 

 

（その他
た

） 

○ 国
くに

は、都道府県
とどうふけん

等
とう

が設置
せっち

する聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

者
しゃ

情報
じょうほう

提 供
ていきょう

施設
しせつ

が行
おこな

う「字幕
じまく

・

手話入
しゅわいり

ビデオカセット
び で お か せ っ と

の製 作
せいさく

貸 出
かしだし

、手話
しゅわ

通 訳
つうやく

者
しゃ

等
とう

の養 成
ようせい

・派遣
はけん

、情報
じょうほう

機器
き き

の



１８ 

 

貸 出
かしだし

等
とう

」に対
たい

し運営費
うんえいひ

を助 成
じょせい

している。 

 

○ 国
くに

は、都道府県
とどうふけん

等
とう

が設置
せっち

する点字
てんじ

図書館
としょかん

が行
おこな

う「点字
てんじ

刊 行 物
かんこうぶつ

や視覚
しかく

障害
しょうがい

者
しゃ

用
よう

の録 音 物
ろくおんぶつ

の製 作
せいさく

や貸 出
かしだし

等
とう

」に対
たい

し運営費
うんえいひ

を助 成
じょせい

している。 

 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

76条
じょう

に基
もと

づき、補装具
ほそうぐ

費
ひ

として、聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

者
しゃ

に対
たい

し

補聴器
ほちょうき

の購入
こうにゅう

又
また

は修 理
しゅうり

に要
よう

した費用
ひよう

を支 給
しきゅう

している。また、意思
い し

の伝 達
でんたつ

が

困 難
こんなん

な者
しゃ

には重 度
じゅうど

障害
しょうがい

者
しゃ

用
よう

意思
い し

伝 達
でんたつ

装置
そうち

の購入
こうにゅう

又
また

は修 理
しゅうり

に要
よう

した費用
ひよう

を

支 給
しきゅう

している。 

 

 



１９ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｄ－１ 支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

のあり方
かた

について 

 ７）現 行
げんこう

の補装具
ほそうぐ

・日常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

についてどう考
かんが

えるか？今後
こんご

のあり方
かた

につ

いてどう考
かんが

えるか？ 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

（補装具
ほそうぐ

費
ひ

について） 

○ 市 町 村
しちょうそん

は、障害
しょうがい

者
しゃ

方
かた

等
とう

に対
たい

し、義肢
ぎ し

、装具
そうぐ

、座位
ざ い

保持
ほ じ

装置
そうち

、盲 人
もうじん

安 全
あんぜん

つ

え、補聴器
ほちょうき

、車
くるま

いす等
とう

の補装具
ほそうぐ

を給 付
きゅうふ

した場合
ばあい

、その補装具
ほそうぐ

の購入
こうにゅう

又
また

は修 理
しゅうり

に要
よう

した費用
ひよう

の 100分
ぷん

の 90 に相 当
そうとう

する額
がく

を支 給
しきゅう

している。（障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

76条
じょう

） 

 

【主
しゅ

な実施
じっし

状 況
じょうきょう

】（平 成
へいせい

20年度
ねんど

） 

・義肢
ぎ し

：購入
こうにゅう

件 数
けんすう

  7,605件
けん

、金 額
きんがく

 2,482,086千 円
せんえん

 

・装具
そうぐ

：購入
こうにゅう

件 数
けんすう

  944,946件
けん

、金 額
きんがく

3,624,470千 円
せんえん

 

・座位
ざ い

保持
ほ じ

装置
そうち

：購入
こうにゅう

件 数
けんすう

 9,703、金 額
きんがく

 2,859,925千 円
せんえん

 

（注
ちゅう

）金 額
きんがく

については公費
こうひ

負担
ふたん

額
がく

と自己
じ こ

負担
ふたん

額
がく

の合 計
ごうけい

 

 

【負担
ふたん

割 合
わりあい

】 

・国
くに

 １／２、都道府県
とどうふけん

１／４ 

 

（日常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

給 付
きゅうふ

等
とう

事 業
じぎょう

について） 

○ 市 町 村
しちょうそん

は、地域
ちいき

の実情
じつじょう

や障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

の 状 況
じょうきょう

に応
おう

じて柔軟
じゅうなん

に実施
じっし

できる

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

として、日常
にちじょう

生 活
せいかつ

の便宜
べんぎ

を図
はか

るため、特 殊
とくしゅ

寝 台
しんだい

、入浴
にゅうよく

補助
ほじょ

用具
ようぐ

、盲 人 用
もうじんよう

体 温 計
たいおんけい

、点字器
てんじき

、ストーマ
す と ー ま

装具
そうぐ

などの日常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

を給 付
きゅうふ

又
また

は貸不
たいよ

する事 業
じぎょう

を実施
じっし

している。（障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい 7

77 条第
だい

１項
こう

第
だい

２号
ごう

） 

 

【実施
じっし

状 況
じょうきょう

】（平 成
へいせい

20年度
ねんど

） 

・1,782市
し

町村
ちょうそん

（99.0%）で実施
じっし

 

（注
ちゅう

）実施率
じっしりつ

は、全市
ぜんし

町 村 数
ちょうそんすう

（1,800市
し

町村
ちょうそん

）に占
し

める実施
じっし

市 町 村
しちょうそん

の割 合
わりあい

 

 



２０ 

 

【補助
ほじょ

割 合
わりあい

】 

・国
くに

１／２以内
いない

、都道府県
とどうふけん

１／４以内
いない

 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

（補装具
ほそうぐ

について） 

○ 補装具
ほそうぐ

とは、障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

の身 体
しんたい

機能
きのう

を補完
ほかん

し、又
また

は代 替
だいたい

し、かつ長 期 間
ちょうきかん

に

わたり継 続
けいぞく

して使用
しよう

されるものであり、告示
こくじ

において種 目
しゅもく

、購入
こうにゅう

又
また

は修 理
しゅうり

に

要
よう

する基 準
きじゅん

価格
かかく

が規定
きてい

されており、次
つぎ

の３つの要 件
ようけん

を満
み

たすものと整理
せいり

されて

いる。 

 

・ 身 体
しんたい

の欠 損
けっそん

又
また

は損
そこ

なわれた身 体
しんたい

機能
きのう

を補完
ほかん

、代 替
だいたい

するもので、障害
しょうがい

個別
こべつ

に対 応
たいおう

して設 計
せっけい

・加工
かこう

されたもの 

・ 身 体
しんたい

に装着
そうちゃく

(装 用
そうよう

)して日常
にちじょう

生 活
せいかつ

又
また

は就学
しゅうがく

･就労
しゅうろう

に用
もち

いるもので、同 一
どういつ

製 品
せいひん

を継 続
けいぞく

して使用
しよう

するもの 

 ・ 給 付
きゅうふ

に際
さい

して専 門 的
せんもんてき

な知見
ちけん

（医師
い し

の判 定 書
はんていしょ

又
また

は意見書
いけんしょ

）を要
よう

するもの 

 

○ また、補装具
ほそうぐ

費
ひ

の支 給
しきゅう

は、自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

（個別
こべつ

給 付
きゅうふ

）であり、利用
りよう

者
しゃ

負担
ふたん

は、

原 則
げんそく

として定 率
ていりつ

（１割
わり

）となっている。ただし、利用
りよう

者
しゃ

等
とう

の所 徔
しょとく

に応
おう

じた上限
じょうげん

が定
さだ

められている。 

※ 平 成
へいせい

22年
ねん

4月
がつ

から低 所 徔
ていしょとく

（市 町
しちょう

村 民
そんみん

税
ぜい

非課税
ひかぜい

）の利用
りよう

者
しゃ

負担
ふたん

は無 料
むりょう

と

したところ。 

 

○ 平 成
へいせい

20 年
ねん

２月
がつ

に取
と

りまとめられた生 活
せいかつ

支援
しえん

技 術
ぎじゅつ

革 新
かくしん

ビジョン
び じ ょ ん

勉強会
べんきょうかい

報 告
ほうこく

（支援
しえん

機器
き き

が開
ひら

く新
あら

たな可能性
かのうせい

～我
わ

が国
くに

の支援
しえん

機器
き き

の現状
げんじょう

と課題
かだい

～）に

おいては、補装具
ほそうぐ

について、 

・ 「適 合
てきごう

」や「メンテナンス
め ん て な ん す

」に要
よう

する技 術
ぎじゅつ

やサービス
さ ー び す

を適 切
てきせつ

に評 価
ひょうか

する

ことも検 討
けんとう

すべき、 

・ レンタル
れ ん た る

制度
せいど

の導入
どうにゅう

についても検 討
けんとう

課題
かだい

 

とされている。 

 

 



２１ 

 

（日常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

について） 

○ 市 町 村
しちょうそん

は、次
つぎ

の３つの要 件
ようけん

を満
み

たす６種
しゅ

の用具
ようぐ

（介護
かいご

・訓 練
くんれん

支援
しえん

用具
ようぐ

、自立
じりつ

生 活
せいかつ

支援
しえん

用具
ようぐ

、在 宅
ざいたく

療養
りょうよう

等
とう

支援
しえん

用具
ようぐ

、情報
じょうほう

・意思
い し

疎通
そつう

支援
しえん

用具
ようぐ

、排 泄
はいせつ

管理
かんり

支援
しえん

用具
ようぐ

、居 宅
きょたく

生 活
せいかつ

動作
どうさ

補助
ほじょ

用具
ようぐ

）を日常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

として給 付
きゅうふ

又
また

は貸不
たいよ

できる

こととされている。 

 ・ 安 全
あんぜん

かつ容易
ようい

に使用
しよう

できるもので、実 用 性
じつようせい

が認
みと

められるもの 

 ・ 日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の困 難
こんなん

を改 善
かいぜん

し、自立
じりつ

を支援
しえん

し社 会
しゃかい

参加
さんか

を促 進
そくしん

するもの 

・ 製 作
せいさく

や改良
かいりょう

、開 発
かいはつ

にあたって障害
しょうがい

に関
かん

する専 門 的
せんもんてき

な知識
ちしき

や技 術
ぎじゅつ

を要
よう

す

るもので、 日 常
にちじょう

生 活 品
せいかつひん

として一 般 的
いっぱんてき

に普 及
ふきゅう

していないもの 

 

○ 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

給 付
きゅうふ

等
とう

事 業
じぎょう

は、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

であり、給 付
きゅうふ

品 目
ひんもく

や

対象
たいしょう

者
しゃ

等
とう

については、市 町 村
しちょうそん

において地域
ちいき

の実情
じつじょう

に合
あ

わせて柔軟
じゅうなん

な取扱
とりあつか

い

ができるとともに、利 用 料
りようりょう

についても、地域
ちいき

の実情
じつじょう

に合
あ

わせて柔軟
じゅうなん

な取扱
とりあつか

い

が可能
かのう

となっている。 

 

 



２２ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｄ－１ 支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

のあり方
かた

について 

８）現 行
げんこう

の自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

についてどう考
かんが

えるか？基本
きほん

合意
ごうい

において、「当 面
とうめん

の

重点
じゅうてん

な課題
かだい

」とされている利用
りよう

者
しゃ

負担
ふたん

の措置
そ ち

に加
くわ

えて、どのような課題
かだい

があ

ると考
かんが

えるか？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基
もと

づく自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

には、更 生
こうせい

医 療
いりょう

、育 成
いくせい

医 療
いりょう

、

精 神
せいしん

通 院
つういん

医 療
いりょう

の３種 類
しゅるい

あり、いずれも、障害
しょうがい

者
しゃ

（児
じ

）が自立
じりつ

した 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

又
また

は社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

を営
いとな

むために必 要
ひつよう

な心 身
しんしん

の障害
しょうがい

を除 去
じょきょ

・軽 減
けいげん

するための

医療費
いりょうひ

について、医 療
いりょう

保険
ほけん

制度
せいど

による医療費
いりょうひ

の利用
りよう

者
しゃ

負担
ふたん

額
がく

を軽 減
けいげん

する制度
せいど

であり、その利用
りよう

者
しゃ

負担
ふたん

は、次
つぎ

のとおり。 

① 医 療
いりょう

保険
ほけん

の利用
りよう

者
しゃ

負担
ふたん

（一 般
いっぱん

の者
しゃ

：３割
わり

）を１割
わり

の定 率
ていりつ

負担
ふたん

に軽 減
けいげん

。 

② 定 率
ていりつ

負担
ふたん

が過大
かだい

なものとならないよう、所 徔
しょとく

に応
おう

じて１月
つき

当
あ

たりの負担
ふたん

限度
げんど

額
がく

を設 定
せってい

。 

③ 医療費
いりょうひ

が高 額
こうがく

な治 療
ちりょう

を長 期
ちょうき

にわたり継 続
けいぞく

しなければならない者
しゃ

、育 成
いくせい

医 療
いりょう

の中間
ちゅうかん

所 徔 層
しょとくそう

については、更
さら

に軽 減
けいげん

措置
そ ち

を実施
じっし

。 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

○ 障害
しょうがい

の定義
ていぎ

が変 更
へんこう

され、障害
しょうがい

者
しゃ

の範囲
はんい

が拡 大
かくだい

された場合
ばあい

における医療費
いりょうひ

助 成
じょせい

の対象
たいしょう

者
しゃ

、対象
たいしょう

範囲
はんい

等
とう

について、医 療
いりょう

保険
ほけん

制度
せいど

、他
ほか

の公費
こうひ

負担
ふたん

医 療
いりょう

制度
せいど

、財 源
ざいげん

との関 係
かんけい

を踏
ふ

まえながら、どのように整理
せいり

をするのかが課題
かだい

となる。 

 

【参 考
さんこう

】 

○ 厚 生
こうせい

科学審
かがくしん

議会
ぎかい

疾 病
しっぺい

対 策
たいさく

部会
ぶかい

難病
なんびょう

対 策
たいさく

委員会
いいんかい

や厚 生
こうせい

労 働
ろうどう

省内
しょうない

に設置
せっち

し

た「新
あら

たな難治性
なんじせい

疾 患
しっかん

対 策
たいさく

の在
あ

り方
かた

検 討
けんとう

チーム
ち ー む

」（検 討
けんとう

チーム
ち ー む

）において、今後
こんご

の難病
なんびょう

対 策
たいさく

全 体
ぜんたい

の在
あ

り方
かた

について検 討
けんとう

することとしており、特 定
とくてい

疾 患
しっかん

治 療
ちりょう

研究
けんきゅう

事 業
じぎょう

における医療費
いりょうひ

助 成
じょせい

の在
あ

り方
かた

についても、検 討
けんとう

チーム
ち ー む

において

検 討
けんとう

を開始
かいし

したところである。 

 



２３ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｄ－２ 生 活
せいかつ

実 態
じったい

に即
そく

した介 助
かいじょ

支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）等
とう

 

 １）推 進
すいしん

会議
かいぎ

では、シームレス
し ー む れ す

なサービス
さ ー び す

の確保
かくほ

の必 要 性
ひつようせい

が指摘
してき

された。また、

障害
しょうがい

者
しゃ

権利
けんり

条約
じょうやく

では「パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

・サービス
さ ー び す

」を含
ふく

む支援
しえん

サービス
さ ー び す

も提起
ていき

されている。これらを踏
ふ

まえ、地域
ちいき

支援
しえん

サービス
さ ー び す

のあり方
かた

につ

いてどう考
かんが

えるか？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

（シームレス
し ー む れ す

なサービス
さ ー び す

） 

○ 障害
しょうがい

のある方
かた

に対
たい

する介護
かいご

等
とう

は、提 供
ていきょう

される場面
ばめん

により利用
りよう

可能
かのう

な制度
せいど

が

異
こと

なっている。 

・ 居 宅
きょたく

及
およ

び外出
がいしゅつ

（移動
いどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

除
のぞ

く） → 障害
しょうがい

者
しゃ

福祉
ふくし

施策
しさく

（自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

） 

・ 外出
がいしゅつ

（移動
いどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

） → 障害
しょうがい

者
しゃ

福祉
ふくし

施策
しさく

（地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

） 

・ 病院
びょういん

（入院
にゅういん

時
じ

） → 医 療
いりょう

保険
ほけん

制度
せいど

（病院
びょういん

スタッフ
す た っ ふ

による対 応
たいおう

（治 療
ちりょう

に

対
たい

す 

る理解
りかい

が困 難
こんなん

な小 児
しょうに

患 者
かんじゃ

又
また

は知的
ちてき

障害
しょうがい

を有
ゆう

する

患 者
かんじゃ

等
とう

の障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

については、医師
い し

の許可
きょか

の下
した

で、

家族
かぞく

等
とう

患 者
かんじゃ

の負担
ふたん

によらない者
しゃ

が付
つ

き添
そ

うことは

可能
かのう

。）） 

 ・ 職 場
しょくば

・通 勤
つうきん

 → 労 働
ろうどう

施策
しさく

（障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こよう

納付
のうふ

金
きん

制度
せいど

における「重 度
じゅうど

障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

通 勤
つうきん

等
とう

対 策
たいさく

助 成 金
じょせいきん

」「障害
しょうがい

者
しゃ

介 助
かいじょ

等
とう

助 成 金
じょせいきん

」） 

等
とう

 

 【参 考
さんこう

】重 度
じゅうど

障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

通 勤
つうきん

対 策
たいさく

助 成 金
じょせいきん

 

・ 支 給
しきゅう

対象
たいしょう

：支 給
しきゅう

対象
たいしょう

となる障害
しょうがい

者
しゃ

を雇
やとい

い入
い

れるか継 続
けいぞく

して雇用
こよう

する

事 業
じぎょう

主
ぬし

 

・ 支 給
しきゅう

対象
たいしょう

障害
しょうがい

者
しゃ

：重 度
じゅうど

身 体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

、知的
ちてき

障害
しょうがい

者
しゃ

、精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

、

3級
きゅう

の視覚
しかく

障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

通 勤
つうきん

が特
とく

に困 難
こんなん

と認
みと

められる

障害
しょうがい

者
しゃ

 

・ 事 業
じぎょう

内 容
ないよう

：雇用
こよう

する障害
しょうがい

者
しゃ

の通 勤
つうきん

を容易
ようい

にするため、特 別
とくべつ

な構 造
こうぞう

を



２４ 

 

備
そな

えた住宅
じゅうたく

の賃借
ちんしゃく

や通 勤 用
つうきんよう

バス
ば す

の購入
こうにゅう

、通 勤
つうきん

援 助
えんじょ

者
しゃ

の

委 嘱
いしょく

を行
おこな

った際
さい

にその費用
ひよう

の一部
いちぶ

について助 成
じょせい

を行
おこな

う。 

・ 予算
よさん

額
がく

（平 成
へいせい

22年度
ねんど

）：9.6億 円
おくえん

 

 

【参 考
さんこう

】障害
しょうがい

者
しゃ

介 助
かいじょ

等
とう

助 成 金
じょせいきん

 

・ 支 給
しきゅう

対象
たいしょう

：支 給
しきゅう

対象
たいしょう

となる障害
しょうがい

者
しゃ

を雇
やとい

い入れるか継 続
けいぞく

して雇用
こよう

する

事 業
じぎょう

主
しゅ

 

・ 支 給
しきゅう

対象
たいしょう

障害
しょうがい

者
しゃ

：重 度
じゅうど

身 体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

、知的
ちてき

障害
しょうがい

者
しゃ

、精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

、

２級
きゅう

以 上
いじょう

の視覚
しかく

障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

就職
しゅうしょく

が特
とく

に困 難
こんなん

と認
みと

められる障害
しょうがい

者
しゃ

 

・ 事 業
じぎょう

内 容
ないよう

：雇用
こよう

する障害
しょうがい

者
しゃ

の職 場
しょくば

での適 切
てきせつ

な雇用
こよう

管理
かんり

のために職 場
しょくば

介 助
かいじょ

者
しゃ

の配置
はいち

・委 嘱
いしょく

を行
おこな

う等
とう

する際
さい

にその費用
ひよう

の一部
いちぶ

につい

て助 成
じょせい

を行
おこな

う。 

・ 予算
よさん

額
がく

（平 成
へいせい

22年度
ねんど

）：29.9億円
おくえん

 

 

（パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

・サービス
さ ー び す

） 

○ 現 行
げんこう

の障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基
もと

づく居 宅
きょたく

介護
かいご

等
とう

については、障害
しょうがい

のある方
かた

が都道府県
とどうふけん

より指定
してい

を受
う

けた事 業
じぎょう

者
しゃ

とサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

に係
かかわ

る契 約
けいやく

を結
むす

び、

資格
しかく

を有
ゆう

するヘルパ
へ る ぱ

ーから必 要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

を受
う

ける仕組
し く

みとなっており、障害
しょうがい

のある方
かた

が資格
しかく

を必
かなら

ずしも有
ゆう

しないヘルパ
へ る ぱ

ー個人
こじん

と直接
ちょくせつ

契 約
けいやく

を結
むす

び、必 要
ひつよう

な

サービス
さ ー び す

を受
う

ける仕組
し く

みとはなっていない。 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

（シームレス
し ー む れ す

なサービス
さ ー び す

） 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

に対
たい

する介護
かいご

等
とう

については、 

・ 医 療
いりょう

保険
ほけん

制度
せいど

や労 働
ろうどう

施策
しさく

、教育
きょういく

施策
しさく

等
とう

の他
ほか

施策
しさく

で行
おこな

われているものと

実施
じっし

主 体
しゅたい

、費用
ひよう

負担
ふたん

等
とう

を区分
くぶん

する必 要
ひつよう

があること、 

・ 国
くに

の厳
きび

しい財 政
ざいせい

事 情
じじょう

を考 慮
こうりょ

すれば、サービス
さ ー び す

を効果的
こうかてき

・効 率 的
こうりつてき

に 提 供
ていきょう

する必 要
ひつよう

があること、 

から、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

としての居 宅
きょたく

介護
かいご

等
とう

が利用
りよう

できる範囲
はんい

について一 定
いってい

の制 限
せいげん

を設
もう

けているものである。 

 



２５ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｄ－２ 生 活
せいかつ

実 態
じったい

に即
そく

した介 助
かいじょ

支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）等
とう

 

 ２）現 在
げんざい

のホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

の仕組
し く

みについては、何
なん

らかの変 更
へんこう

は

必 要
ひつよう

か？また、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

に関
かん

しての個別
こべつ

給付化
きゅうふか

は必 要
ひつよう

か？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

（ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

とガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

の仕組
し く

み） 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

の居 宅
きょたく

における身 体
しんたい

介護
かいご

や家事
か じ

援 助
えんじょ

等
とう

については、「居 宅
きょたく

介護
かいご

」及
およ

び「重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

」により行
おこな

われている。 

 

○ また、外出
がいしゅつ

時
じ

の介護
かいご

等
とう

については、市 町 村
しちょうそん

が地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

として行
おこな

う

移動
いどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

の他
ほか

、 

・ 重 度
じゅうど

の肢体
したい

丌自由
ふじゆう

者
しゃ

に関
かん

しては「重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

」、 

・ 重 度
じゅうど

の知的
ちてき

障害
しょうがい

者
しゃ

及
およ

び精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

に関
かん

しては「行 動
こうどう

援護
えんご

」、 

・ 障害
しょうがい

種 別
しゅべつ

を問
と

わず、通 院
つういん

や官 公
かんこう

署
しょ

における公 的
こうてき

手続
てつづ

き等
とう

のための外出
がいしゅつ

時
じ

における介護
かいご

等
とう

に関
かん

しては「居 宅
きょたく

介護
かいご

」における「通 院
つういん

等
とう

介 助
かいじょ

」及
およ

び

「通 院
つういん

等
とう

乗降
じょうこう

介 助
かいじょ

」 

により行
おこな

われている。 

 

（移動
いどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

の個別
こべつ

給付化
きゅうふか

） 

○ 居 宅
きょたく

介護
かいご

、重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

、行 動
こうどう

援護
えんご

については国
くに

が義務的
ぎむてき

経費
けいひ

として負担
ふたん

を行
おこな

う「自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

」において、移動
いどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

については市 町 村
しちょうそん

が裁量的
さいりょうてき

経費
けいひ

として負担
ふたん

を行
おこな

う「地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

」において行
おこな

われている。 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

○ 移動
いどう

支援
しえん

については、地域
ちいき

の特 性
とくせい

や利用
りよう

者
しゃ

の 状 況
じょうきょう

などに応
おう

じて効果的
こうかてき

か

つ効 率 的
こうりつてき

に 提 供
ていきょう

することができるよう、国
くに

が裁量的
さいりょうてき

経費
けいひ

として補助
ほじょ

を行
おこな

う

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

として実施
じっし

している。 

ただし、移動
いどう

支援
しえん

と介護
かいご

を一 体 的
いったいてき

に 提 供
ていきょう

する必 要
ひつよう

がある重 度
じゅうど

障害
しょうがい

者
しゃ

の

移動
いどう

支援
しえん

については、国
くに

が義務的
ぎむてき

経費
けいひ

として負担
ふたん

する自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

（重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん



２６ 

 

介護
かいご

及
およ

び行 動
こうどう

援護
えんご

）として実施
じっし

している。 

 

○ 平 成
へいせい

20年
ねん

12月
がつ

にとりまとめられた社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

障害
しょうがい

者
しゃ

部会
ぶかい

の報 告
ほうこく

に

おいては、 

・ 移動
いどう

支援
しえん

について、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

で行
おこな

われているもののほか、重 度
じゅうど

の

肢体
したい

丌自由
ふじゆう

者
しゃ

については「重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

」として、重 度
じゅうど

の知的
ちてき

障害
しょうがい

者
しゃ

及
およ

び

精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

については「行 動
こうどう

援護
えんご

」として、自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

とされているこ

とを踏
ふ

まえ、重 度
じゅうど

の視覚
しかく

障害
しょうがい

者
しゃ

の同 行
どうこう

支援
しえん

について自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

とするな

ど、自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

の対象
たいしょう

を拡 大
かくだい

することを検 討
けんとう

すべきである。 

とされている。 

 



２７ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｄ－２ 生 活
せいかつ

実 態
じったい

に即
そく

した介 助
かいじょ

支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）等
とう

 

 ３）障害
しょうがい

特 性
とくせい

ゆえに必 要
ひつよう

とされる見守
みまも

りや安 心
あんしん

確保
かくほ

の相 談
そうだん

といった身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

ではない人 的
じんてき

サポート
さ ぽ ー と

の位置付
い ち づ

けをどうするべきか？    

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

○ 重 度
じゅうど

の肢体
したい

丌自由
ふじゆう

者
しゃ

を対象
たいしょう

とする重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

については、障害
しょうがい

者
しゃ

に対
たい

する見守
みまも

り等
とう

もサービス
さ ー び す

に含
ふく

まれている。 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

○ 重 度
じゅうど

の肢体
したい

丌自由
ふじゆう

者
しゃ

については、日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

全 般
ぜんぱん

にわたって常 時
じょうじ

の支援
しえん

が

必 要
ひつよう

であることから、そのような様 々
さまざま

な介護
かいご

の事態
じたい

に対 応
たいおう

するための見守
みまも

りに

ついても重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の対象
たいしょう

としている。 

 

 

 



２８ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｄ－２ 生 活
せいかつ

実 態
じったい

に即
そく

した介 助
かいじょ

支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）等
とう

 

４）医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が必 要
ひつよう

な障害
しょうがい

者
しゃ

の地域
ちいき

でのサポート
さ ぽ ー と

体 制
たいせい

を確 立
かくりつ

するために

はどういう課題
かだい

があるか？ また、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を継 続
けいぞく

しながら必 要
ひつよう

に応
おう

じて

利用
りよう

できるショートステイ
し ょ ー と す て い

等
とう

の機能
きのう

を望
のぞ

む声
こえ

があるが、確保
かくほ

していくために

どのような課題
かだい

があるか？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

（医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が必 要
ひつよう

な障害
しょうがい

者
しゃ

の地域
ちいき

でのサポート
さ ぽ ー と

） 

○ 重 度
じゅうど

障害
しょうがい

者
しゃ

をはじめとする医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が必 要
ひつよう

な障害
しょうがい

のある方
かた

に対
たい

する

医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

については、医 療
いりょう

制度
せいど

において訪 問
ほうもん

看護
かんご

を 提 供
ていきょう

しているところ

である。 

 

○ たんの吸引
きゅういん

等
とう

の一 定
いってい

の医 療
いりょう

行為
こうい

については、当 面
とうめん

のやむを徔
え

ず必 要
ひつよう

な

措置
そ ち

（実 質 的
じっしつてき

違法性
いほうせい

阻 却
そきゃく

）として、ホームヘルパ
ほ ー む へ る ぱ

ー等
とう

が行
おこな

うことを認
みと

めてい

る。しかし、ホームヘルパ
ほ ー む へ る ぱ

ー等
とう

の本 来
ほんらい

業 務
ぎょうむ

として、たんの吸引
きゅういん

等
とう

を認
みと

めるべ

きではないかとの指摘
してき

もあり、制度
せいど

や研修
けんしゅう

の在
あ

り方
かた

等
とう

について、「介護
かいご

職員
しょくいん

等
とう

によるたんの吸引
きゅういん

等
とう

の実施
じっし

のための制度
せいど

の在
あ

り方
かた

に関
かん

する検 討 会
けんとうかい

」において

議論
ぎろん

されており、年度内
ねんどない

を目途
め ど

に制度
せいど

の在
あ

り方
かた

についてのとりまとめを行
おこな

うこ

ととしている。 

 

○  障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基
もと

づく日中
にっちゅう

活 動
かつどう

サービス
さ ー び す

のうち、「生 活
せいかつ

介護
かいご

」につい

ては医師
い し

及
およ

び看護
かんご

職員
しょくいん

の配置
はいち

を、「自立
じりつ

訓 練
くんれん

（機能
きのう

訓 練
くんれん

）」については看護
かんご

職員
しょくいん

の配置
はいち

を必須
ひっす

としている。 

医師
い し

及
およ

び看護
かんご

職員
しょくいん

の配置
はいち

が必須
ひっす

ではない他
ほか

の日中
にっちゅう

活 動
かつどう

サービス
さ ー び す

（就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

、就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

、自立
じりつ

訓 練
くんれん

（生 活
せいかつ

訓 練
くんれん

）、児童
じどう

デイサービス
で い さ ー び す

等
とう

）につ

いては、看護
かんご

職員
しょくいん

を事 業 所
じぎょうしょ

に訪 問
ほうもん

させ当 該
とうがい

看護
かんご

職員
しょくいん

が利用
りよう

者
しゃ

に対
たい

して看護
かんご

の 提 供
ていきょう

を行
おこな

った場合
ばあい

に報 酬 上
ほうしゅうじょう

の評 価
ひょうか

を行
おこな

うこと（医 療
いりょう

連 携
れんけい

体 制
たいせい

加算
かさん

）に

より、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

のニーズ
に ー ず

に応
こた

える仕組
し く

みとしている。 

 



２９ 

 

（ショートステイ
し ょ ー と す て い

） 

○ ショートステイ
し ょ ー と す て い

（短期
たんき

入所
にゅうしょ

）は、居 宅
きょたく

においてその介護
かいご

を行
おこな

う者
しゃ

の疾 病
しつぺい

そ

の他
た

の理由
りゆう

により、障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

、児童
じどう

福祉
ふくし

施設
しせつ

等
とう

への入所
にゅうしょ

を必 要
ひつよう

とする

障害
しょうがい

者
しゃ

を対象
たいしょう

に、障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

、児童
じどう

福祉
ふくし

施設
しせつ

等
とう

に短期間
たんきかん

の入所
にゅうしょ

をさせ

て行
おこな

われる、入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ及
およ

び食 事
しょくじ

の介護
かいご

その他
た

の必 要
ひつよう

な支援
しえん

の供 不
きょうよ

する

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

である。 

【参 考
さんこう

】事 業 所 数
じぎょうしょすう

及
およ

び利用
りよう

者
しゃ

数
すう

（平 成
へいせい

22年
ねん

３月
がつ

国保連
こくほれん

データ
で ー た

） 

・ 事 業 所 数
じぎょうしょすう

：3,083箇所
かしょ

、利用
りよう

者
しゃ

数
すう

：26,495人
にん

 

 

○  平 成
へいせい

21年
ねん

４月
がつ

の報酬
ほうしゅう

改 定
かいてい

において、病院
びょういん

及
およ

び有
ゆう

床
しょう

診療所
しんりょうじょ

における短期
たんき

入所
にゅうしょ

（医 療 型
いりょうかた

短期
たんき

入所
にゅうしょ

）について、従来
じゅうらい

の宿泊
しゅくはく

して利用
りよう

することに加
くわ

え、

宿泊
しゅくはく

せず日帰
ひがえ

りでの短期
たんき

入所
にゅうしょ

の利用
りよう

を可能
かのう

とするなど支援
しえん

の拡 大
かくだい

を図
はか

ってい

る。また、短期
たんき

入所
にゅうしょ

を実施
じっし

する事 業 所
じぎょうしょ

の整備費
せいびひ

については、社 会
しゃかい

福祉
ふくし

施設
しせつ

等
とう

施設
しせつ

整備費
せいびひ

補助
ほじょ

金
きん

により国庨
こっこ

補助
ほじょ

を行
おこな

い、その整備
せいび

の促 進
そくしん

を行
おこな

っている。 

【参 考
さんこう

】整備
せいび

の補助
ほじょ

について（社 会
しゃかい

福祉
ふくし

施設
しせつ

等
とう

施設
しせつ

整備費
せいびひ

補助
ほじょ

金
きん

） 

・ 対象
たいしょう

法 人
ほうじん

  社 会
しゃかい

福祉
ふくし

法 人
ほうじん

、医 療
いりょう

法 人
ほうじん

、公 益
こうえき

法 人
ほうじん

 等
とう

 

・ 整備
せいび

区分
くぶん

  新 築
しんちく

、改修
かいしゅう

（自己
じ こ

所 有
しょゆう

物 件
ぶっけん

） 

・ 補助
ほじょ

単価
たんか

（事業費
じぎょうひ

ﾍﾞｰｽ）  858万 円
まんえん

 

・ 負担
ふたん

割 合
わりあい

  国
くに

1/2、都道府県
とどうふけん

・指定
してい

都市
と し

・中核
ちゅうかく

市
し

1/4、事 業
じぎょう

者
しゃ

1/4 

・ 平 成
へいせい

22年度
ねんど

予算
よさん

額
がく

  100億 円
おくえん

 

 

○ ショートステイ
し ょ ー と す て い

（短期
たんき

入所
にゅうしょ

）の整備
せいび

については、市 町 村
しちょうそん

及
およ

び都道府県
とどうふけん

が策 定
さくてい

する障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

において、地域
ちいき

の実情
じつじょう

に応
おう

じて必 要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

の見込
み こ

みを

踏
ふ

まえた数値
すうち

目標
もくひょう

を定
さだ

め、計 画 的
けいかくてき

に進
すす

めている。 

 



３０ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｄ－３ 社 会
しゃかい

参加
さんか

サービス
さ ー び す

 

 １）障害
しょうがい

者
しゃ

の社 会
しゃかい

参加
さんか

の点
てん

から就労
しゅうろう

・就学
しゅうがく

に際
さい

しての介護
かいご

、通 勤
つうきん

・通 学
つうがく

の

介護
かいご

が大
おお

きな課題
かだい

との指摘
してき

があるが、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

のサービス
さ ー び す

でどこまでカバ
か ば

ーすると考
かんが

えるか、その際
さい

、労 働
ろうどう

行政
ぎょうせい

や教育
きょういく

行政
ぎょうせい

との役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

や財 源
ざいげん

を

どう考
かんが

えるか？ 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

○ 現 行
げんこう

では、就労
しゅうろう

、通 勤
つうきん

の際
さい

の介護
かいご

について、障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こよう

納付
のうふ

金
きん

制度
せいど

にお

ける「重 度
じゅうど

障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

通 勤
つうきん

等
とう

対 策
たいさく

助 成 金
じょせいきん

」や「障害
しょうがい

者
しゃ

介 助
かいじょ

等
とう

助 成 金
じょせいきん

」に

より実施
じっし

されている。（詳細
しょうさい

はＤ－２―２）に記載
きさい

） 

 

○ また、就学
しゅうがく

、通 学
つうがく

の際
さい

の介護
かいご

については、学習
がくしゅう

活 動
かつどう

や教室間
きょうしつかん

移動
いどう

等
とう

にお

ける児童
じどう

の介 助
かいじょ

等
とう

を行
おこな

うため、公 立
こうりつ

の特 別
とくべつ

支援
しえん

学 校
がっこう

における介 助 員
かいじょいん

や公 立
こうりつ

の小学校
しょうがっこう

及
およ

び中
なか

学 校
がっこう

における特 別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

支援員
しえんいん

が配置
はいち

されているほか、

通 学
つうがく

時
じ

の支援
しえん

として通 学
つうがく

時
じ

の付 添 人
つきそいにん

の交通費
こうつうひ

に対
たい

して「特 別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

就学
しゅうがく

奨 励 費
しょうれいひ

」による助 成
じょせい

が行
おこな

われている。 

 

【参 考
さんこう

】特 別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

支援員
しえんいん

 

・ 公 立
こうりつ

の小学校
しょうがっこう

及
およ

び 中
ちゅう

学 校
がっこう

において、 

① 食 事
しょくじ

や衣服
いふく

の着脱
ちゃくだつ

等
とう

の基本的
きほんてき

生 活
せいかつ

習慣
しゅうかん

確 立
かくりつ

のための 日 常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の介 助
かいじょ

 

② 発 達
はったつ

障害
しょうがい

の児童
じどう

生徒
せいと

に対
たい

する学習
がくしゅう

支援
しえん

 

③ 学習
がくしゅう

活 動
かつどう

、教室間
きょうしつかん

移動
いどう

等
とう

における介 助
かいじょ

 

などの業 務
ぎょうむ

を行
おこな

う職員
しょくいん

。 

・ 財 源
ざいげん

：市 町 村
しちょうそん

の一 般
いっぱん

財 源
ざいげん
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【参考】特 別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

就学
しゅうがく

奨 励 費
しょうれいひ

 

・ 負担
ふたん

（補助
ほじょ

）対象
たいしょう

：都道府県
とどうふけん

 

  ・ 内 容
ないよう

：以下
い か

の経費
けいひ

について都道府県
とどうふけん

が助 成
じょせい

した費用
ひよう

の一部
いちぶ

又
また

は全部
ぜんぶ

の1/2

について助成
じょせい

を行
おこな

う。 

① 学校給
がっこうきゅう

食費
しょくひ

 

② 生徒
せい と

本人
ほんにん

及
およ

び付
つ

き添
そ

い人
にん

の通学
つうがく

・帰省
きせい

に要
よう

する経費
けいひ

 

③ 学用品
がくようひん

購入費
こうにゅうひ

 等
とう

 

・ 予算
よ さん

額
がく

（22年度
ねんど

）：74.7億円
おくえん
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【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｄ－３ 社 会
しゃかい

参加
さんか

支援
しえん

（サービス
さ ー び す

） 

２）居場所
いばしょ

機能
きのう

など広
ひろ

く仲間
なかま

との交流
こうりゅう

や文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活 動
かつどう

などについてどう考
かんが

え、

確保
かくほ

していくための体 系
たいけい

はどう考
かんが

えるか？ 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

（地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーについて） 

○ 市 町 村
しちょうそん

は、障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい 7

77 条に基
もと

づき地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の必須
ひっす

事 業
じぎょう

として、障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

の日中
にっちゅう

活 動
かつどう

の場
ば

を 提 供
ていきょう

する「地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」を実施
じっし

することとしている。 

 

○ 地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーは、「障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

を通
かよ

わせ、創 作 的
そうさくてき

活 動
かつどう

又
また

は生 産
せいさん

活 動
かつどう

の機会
きかい

の 提 供
ていきょう

、社 会
しゃかい

との交流
こうりゅう

の促 進
そくしん

等
とう

の便宜
べんぎ

を供 不
きょうよ

する施設
しせつ

」とさ

れている。（障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

５条
じょう

第
だい

21項
こう

） 

 

○ 地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの運 営
うんえい

に係
かかわ

る費用
ひよう

については、基礎的
きそてき

事 業
じぎょう

について

は、一 般
いっぱん

財 源
ざいげん

により行
おこな

うこととされている。また、基礎的
きそてき

事 業
じぎょう

のほか、専 門
せんもん

職
しょく

の配置
はいち

等
とう

の機能
きのう

強 化
きょうか

を図
はか

る場合
ばあい

には、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の「地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー機能
きのう

強 化
きょうか

事 業
じぎょう

」として補助
ほじょ

対象
たいしょう

となっている。（国
くに

１／２以内
いない

、

都道府県
とどうふけん

１／４以内
いない

） 

※ 基礎的
き そ て き

事業
じぎょう

とは、地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センタ
せ ん た

ーの基本的
きほんてき

事業
じぎょう

として、利用
り よ う

者
しゃ

に対
たい

し創作的
そうさくてき

活動
かつどう

、 

生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
き か い

の 提 供
ていきょう

等
とう

地域
ち い き

の実情
じつじょう

に応
おう

じた支援
し え ん

を行
おこな

うことをいう。 

 

○ か所 数
しょすう

 

   2,267 か所
しょ

（平 成
へいせい

20年
ねん

10月
がつ

1日
にち

現 在
げんざい

 社 会
しゃかい

福祉
ふくし

施設
しせつ

等
とう

調 査
ちょうさ

報 告
ほうこく

） 

 

（芸術
げいじゅつ

・文化
ぶんか

講座
こうざ

開 催
かいさい

等
とう

事 業
じぎょう

について） 

○ 市 町 村
しちょうそん

又
また

は都道府県
とどうふけん

は、障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい 7

77 条
じょう

又
また

は第
だい

78条
じょう

に基
もと

づき

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

として、障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

の芸術
げいじゅつ

・文化
ぶんか

活 動
かつどう

を振 興
しんこう

するため、

作 品 展
さくひんてん

や音 楽 会
おんがっかい

など芸術
げいじゅつ

・文化
ぶんか

活 動
かつどう

の発表
はっぴょう

の場
ば

を設
もう

けるとともに、創 作
そうさく

意欲
いよく

を助長
じょちょう

するための環境
かんきょう

の整備
せいび

や必 要
ひつよう

な支援
しえん

を行
おこな

う「芸術
げいじゅつ

・文化
ぶんか

講座
こうざ

開 催
かいさい
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等
とう

事 業
じぎょう

」を実施
じっし

することができる。 

 

【実施
じっし

状 況
じょうきょう

】（平 成
へいせい

20年度
ねんど

） 

 ・都道府県
とどうふけん

では 31都道府県
とどうふけん

（66％）で実施
じっし

 

 ・市 町 村
しちょうそん

では 175市
し

町村
ちょうそん

（9.7％）で実施
じっし

 

 ※平 成
へいせい

20年度
ねんど

の全市
ぜんし

町村数
ちょうそんかず

は、1,800市
し

町村
ちょうそん

 

 

（全 国
ぜんこく

障害
しょうがい

者
しゃ

芸術
げいじゅつ

・文化
ぶんか

祭
さい

について） 

○ 平 成
へいせい

13年度
ねんど

から厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

及
およ

び開催地
かいさいち

都道府県
とどうふけん

等
とう

の主 催
しゅさい

により「全 国
ぜんこく

障害
しょうがい

者
しゃ

芸術
げいじゅつ

・文化
ぶんか

祭
さい

」を実施
じっし

している。 

 

○ 全 国
ぜんこく

障害
しょうがい

者
しゃ

芸術
げいじゅつ

・文化
ぶんか

祭
さい

は、全
すべ

ての障害
しょうがい

のある方
かた

の芸術
げいじゅつ

及
およ

び文化
ぶんか

活 動
かつどう

へ

の参加
さんか

を通
つう

じて、障害
しょうがい

者
しゃ

の生 活
せいかつ

を豊
ゆた

かにするとともに、国 民
こくみん

の障害
しょうがい

への理解
りかい

と認 識
にんしき

を深
ふか

め、障害
しょうがい

者
しゃ

の自立
じりつ

と社 会
しゃかい

参加
さんか

の促 進
そくしん

に寄不
き よ

することを目 的
もくてき

とし

ている。 

 

【開 催
かいさい

状 況
じょうきょう

】（平 成
へいせい

21年度
ねんど

） 

 ・静 岡 県
しずおかけん

で平 成
へいせい

21年
ねん

11月
がつ

13日
にち

から 15日
にち

までの３日 間
にちかん

開 催
かいさい

 

 ・集 客 数
しゅうきゃくすう

：20,295人
にん

 

 

（その他
た

） 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援
しえん

対 策
たいさく

臨時
りんじ

特 例
とくれい

交付
こうふ

金
きん

による特 別
とくべつ

対 策
たいさく

事 業
じぎょう

（基金
ききん

事 業
じぎょう

）

として平 成
へいせい

２１年度
ねんど

から「障害
しょうがい

者
しゃ

アート
あ ー と

特 別
とくべつ

啓 発
けいはつ

事 業
じぎょう

」を創 設
そうせつ

したところ。 

 

○ 国
くに

は、都道府県
とどうふけん

又
また

は市 町 村
しちょうそん

が、国 民
こくみん

の障害
しょうがい

者
しゃ

アート
あ ー と

作 品
さくひん

への理解
りかい

を促 進
そくしん

するため、一 般
いっぱん

の美 術
びじゅつ

作 品
さくひん

とともに障害
しょうがい

者
しゃ

の作 品
さくひん

を鑑賞
かんしょう

する機会
きかい

が確保
かくほ

で

きるよう、美 術 館
びじゅつかん

等
とう

における障害
しょうがい

者
しゃ

アート
あ ー と

作 品
さくひん

を含
ふく

めた展 覧 会
てんらんかい

等
とう

の開 催
かいさい

をした場合
ばあい

にその経費
けいひ

を助 成
じょせい

している。 

 

【補助
ほじょ

単価
たんか

】 

・都道府県
とどうふけん

：4,000千 円
せんえん

以内
いない

、市 町 村
しちょうそん

：2,000千 円
せんえん

以内
いない

（定 額
ていがく

10／10） 
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【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｄ－４ 就労
しゅうろう

 

 １）「福祉
ふくし

から雇用
こよう

へ」の移行
いこう

はどこまで進
すす

んだのか？これまでの就労
しゅうろう

政 策
せいさく

の

問 題 点
もんだいてん

をどう考
かんが

えるのか？ 

 ２）福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

のとらえ直
なお

しを含
ふく

む、これからの就労
しゅうろう

の制度
せいど

設 計
せっけい

をどう考
かんが

え

るのか？ 

 ３）既存
きそん

の労 働
ろうどう

行政
ぎょうせい

における取
と

り組
く

みとあわせて、福祉
ふくし

と労 働
ろうどう

にまたがるよう

な法
ほう

制度
せいど

については、どこで議論
ぎろん

していくべきか？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

（一 般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行率
いこうりつ

について） 

○ 就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

及
およ

び就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

の利用
りよう

者
しゃ

の一 般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行率
いこうりつ

（平 成
へいせい

20

年度
ねんど

） 

 ・ 就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

   14.7% 

・ 就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
がた

  2.0% 

 ・ 就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ型
がた

  1.4% 

 

○ 就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

における一 般
いっぱん

就労
しゅうろう

移行率
いこうりつ

の分布
ぶんぷ

（平 成
へいせい

20年度
ねんど

） 

 ・ 50%以 上
いじょう

      9.3% 

 ・ 40%～50%未満
みまん

   2.5% 

 ・ 30%～40%未満
みまん

   6.0% 

・ 20%～30%未満
みまん

  11.5% 

・ 10%～20%未満
みまん

  18.3% 

・  0%超
ちょう

～10%未満
みまん

 13.1% 

・  0％             39.3% 

※ いずれも平 成
へいせい

20年
ねん

４月
がつ

１日
にち

以前
いぜん

から事 業
じぎょう

実施
じっし

の事 業 所
じぎょうしょ

に限
かぎ

る。 

※ 厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

障害
しょうがい

福祉課
ふくしか

調
しら

べ 

 

（就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

及
およ

び就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

について） 

○ 事 業 所 数
じぎょうしょすう

及
およ

び利用
りよう

者
しゃ

数
すう

（平 成
へいせい

22年
ねん

４月
がつ

国保連
こくほれん

データ
で ー た

） 
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・ 就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

   1,756事 業 所
じぎょうしょ

 20,045人
にん

 

・ 就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
がた

  553事 業 所
じぎょうしょ

  9,814人
にん

 

・ 就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ型
がた

 4,315事 業 所
じぎょうしょ

 89,900人
にん

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

（就労
しゅうろう

支援
しえん

について） 

○ 平 成
へいせい

20年
ねん

12月
がつ

に取
と

りまとめられた社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

障害
しょうがい

者
しゃ

部会
ぶかい

の報 告
ほうこく

に

おいては、就労
しゅうろう

支援
しえん

の基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

について、 

  ・ 障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

では、それまでの授 産
じゅさん

施設
しせつ

等
とう

を、目 的
もくてき

・機能
きのう

によって、

一 般
いっぱん

就労
しゅうろう

を希望
きぼう

する障害
しょうがい

のある方
かた

を対象
たいしょう

とする「就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

」と、一 般
いっぱん

就労
しゅうろう

が困 難
こんなん

な障害
しょうがい

のある方
かた

を対象
たいしょう

とする「就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

（Ａ型
がた

・Ｂ型
がた

）」

に再 編
さいへん

するなど、就労
しゅうろう

支援
しえん

の強 化
きょうか

を図
はか

っている。 

・ 障害
しょうがい

のある方
かた

がその能力
のうりょく

を十分
じゅうぶん

に発揮
はっき

し、地域
ちいき

で自立
じりつ

して生 活
せいかつ

すること

ができるよう、以下
い か

の観 点
かんてん

から、就労
しゅうろう

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るべきである。 

   ・ 一 般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

支援
しえん

の強 化
きょうか

 

  ・ 障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こよう

施策
しさく

等
とう

との連 携
れんけい

強 化
きょうか

等
とう

 

 とされており、これを受
う

けて、 

・ 就労
しゅうろう

支援
しえん

関 係
かんけい

の給 付
きゅうふ

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

に当
あ

たっては、本 人
ほんにん

の能力
のうりょく

・適 性
てきせい

に

ついて短期間
たんきかん

のアセスメント
あ せ す め ん と

を経
へ

ることが必 要
ひつよう

と考
かんが

えられる。 

・ 特 別
とくべつ

支援
しえん

学 校
がっこう

や高 等
こうとう

学 校
がっこう

等
とう

の在学中
ざいがくちゅう

から、企 業
きぎょう

での体 験
たいけん

実習
じっしゅう

等
とう

によ

り、働
はたら

くことの意識
いしき

を育
そだ

てる取 組
とりくみ

が有 効
ゆうこう

であることから、卒 業 後
そつぎょうご

の就労
しゅうろう

に

向
む

けた 訓 練
くんれん

等
とう

も視野
し や

に 入
はい

れ、 体 験 的
たいけんてき

に 就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

等
とう

の福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

を利用
りよう

できるようにしていくことが重要
じゅうよう

である。 

 ・ 就職後
しゅうしょくご

一 定
いってい

期間
きかん

経過後
けいかご

のフォローアップ
ふ ぉ ろ ー あ っ ぷ

について、本 人
ほんにん

の意向
いこう

、支援
しえん

の

継 続 性
けいぞくせい

や生 活 面
せいかつめん

の支援
しえん

を併
あわ

せて必 要
ひつよう

とすること等
とう

にも配 慮
はいりょ

した支援
しえん

体 制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を検 討
けんとう

すべきである。 

 ・ 障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こよう

施策
しさく

等
とう

との連 携
れんけい

強 化
きょうか

については、関 係
かんけい

機関
きかん

の役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

を

明 確
めいかく

にした上
うえ

で、会議
かいぎ

等
とう

の一 体 的
いったいてき

な運 営
うんえい

や合 同
ごうどう

開 催
かいさい

など、具体的
ぐたいてき

な取 組
とりくみ

の中
なか

で、より一 層
いっそう

の連 携
れんけい

につながるような体 制
たいせい

の構 築
こうちく

を進
すす

めるべきであ

る。 

 とされている。 
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【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｄ－５ 地域
ちいき

での住
す

まいの確保
かくほ

・居住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

について 

 １）これまで地域
ちいき

移行
いこう

の障壁
しょうへき

になってきた住宅
じゅうたく

問 題
もんだい

を解
かい

決
けっ

するために、具体的
ぐたいてき

にどのような方 策
ほうさく

が考
かんが

えられるか？ 

 ２）地域
ちいき

での住
す

まいの確保
かくほ

の方 策
ほうさく

として公 営
こうえい

住宅
じゅうたく

への優 先 枠
ゆうせんわく

を広
ひろ

げる方 向
ほうこう

で考
かんが

えるべきか？ 

３）また、公 営
こうえい

住宅
じゅうたく

が質量
しつりょう

共
とも

に丌足
ふそく

する現 実
げんじつ

がある中
なか

で、障害
しょうがい

がある人
ひと

の

アパート
あ ぱ ー と

などの一 般
いっぱん

住宅
じゅうたく

の確保
かくほ

の為
ため

にどのような対 応
たいおう

が必 要
ひつよう

か？（家賃
やちん

等
とう

の軽 減
けいげん

策
さく

や借
か

り上
あ

げ型
かた

賃 貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

等
とう

） 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

○  厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

に お い て は 、 障害
しょうがい

者
しゃ

の 地域
ちいき

移行
いこう

を 進
すす

め る た め 、

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

の整備
せいび

を進
すす

めているところであり、各都道府県
かくとどうふけん

及
およ

び

市 町 村
しちょうそん

が定
さだ

める障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

においては、平 成
へいせい

23年度
ねんど

までに 8.3万 人 分
まんにんぶん

を

整備
せいび

することとしている。（平 成
へいせい

22年
ねん

４月
がつ

現 在
げんざい

で 5.8万 人 分
まんにんぶん

） 

 

○ また、障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基
もと

づく地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

における相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の一
ひと

つとして、住宅
じゅうたく

への入居
にゅうきょ

支援
しえん

等
とう

を行
おこな

う居住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

事 業
じぎょう

を実施
じっし

し

ている。（Ｄ－５－４）参照
さんしょう

） 

 

○ グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

以外
いがい

の住宅
じゅうたく

確保
かくほ

については、国土
こくど

交通省
こうつうしょう

におい

て各 種
かくしゅ

施策
しさく

を実施
じっし

しているところであり、厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

としても国土
こくど

交通省
こうつうしょう

と

連 携
れんけい

し、平 成
へいせい

21年
ねん

11月
がつ

に「障害
しょうがい

者
しゃ

の住
す

まいの確保
かくほ

のための福祉
ふくし

部 局
ぶきょく

と住宅
じゅうたく

部 局
ぶきょく

の連 携
れんけい

について」（平 成
へいせい

21年
ねん

11月
がつ

12日
にち

厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

社 会
しゃかい

・援護
えんご

局 地 域
きょくちいき

福祉
ふくし

課 長
かちょう

、社 会
しゃかい

・援 護 局
えんごきょく

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉部
ふくしぶ

企画
きかく

課 長
かちょう

、社 会
しゃかい

・援 護 局
えんごきょく

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉部
ふくしぶ

障害
しょうがい

福祉
ふくし

課 長
かちょう

、国土
こくど

交通省
こうつうしょう

住 宅 局
じゅうたくきょく

住宅
じゅうたく

総 合
そうごう

整備
せいび

課 長
かちょう

連 名
れんめい

通知
つうち

）を

発 出
はつしゅつ

したところ。 
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【参 考
さんこう

】国土
こくど

交通省
こうつうしょう

における障害
しょうがい

者
しゃ

の住宅
じゅうたく

確保
かくほ

に関
かん

する施策
しさく

 

（公 営
こうえい

賃 貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

の 入 居
にゅうきょ

促 進
そくしん

） 

○ 住宅
じゅうたく

に 困 窮
いんきゅう

する定 額
ていがく

所 徔
しょとく

者
しゃ

に低 廉
ていれん

な家賃
やちん

で賃 貸
ちんたい

又
また

は転
てん

貸
たい

される公 営
こうえい

住宅
じゅうたく

において、障害
しょうがい

者
しゃ

の単 身
たんしん

入居
にゅうきょ

を可能
かのう

とする入居
にゅうきょ

者
しゃ

資格
しかく

要 件
ようけん

の緩和
かんわ

及
およ

び

優
ゆう

先 枠
さきわく

設 定
せってい

等
とう

による優 先
ゆうせん

入居
にゅうきょ

や障害
しょうがい

者
しゃ

方向
かたむ

けの公 営
こうえい

住宅
じゅうたく

の供給
きょうきゅう

が実施
じっし

されている。 

 

○ また、高 齢
こうれい

者
しゃ

・障害
しょうがい

者
しゃ

の生 活
せいかつ

特 性
とくせい

に配 慮
はいりょ

しバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

された公 営
こうえい

住宅
じゅうたく

と生 活
せいかつ

援 助 員
えんじょいん

による生 活
せいかつ

相 談
そうだん

・緊 急 時
きんきゅうじ

対 応
たいおう

とのサービス
さ ー び す

を併
あわ

せて

提 供
ていきょう

するシルバーハウジングプロジェクト
し る ば ー は う じ ん ぐ ぷ ろ じ ぇ く と

、障害
しょうがい

者
しゃ

の優 先
ゆうせん

入 居
にゅうきょ

を想 定
そうてい

し

た施設
しせつ

等
とう

に近 接
きんせつ

する既存
きそん

民 間
みんかん

住宅
じゅうたく

を活 用
かつよう

した公 営
こうえい

住宅
じゅうたく

の供給
きょうきゅう

等
とう

が行
おこな

われ

ている。 

 

○ さらに立 替
たてかえ

事 業
じぎょう

等
とう

の実施
じっし

を計 画
けいかく

している公 営
こうえい

住宅
じゅうたく

など公 的
こうてき

賃 貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

団地
だんち

や福祉
ふくし

施設
しせつ

等
とう

が丌足
ふそく

している地区
ち く

に存
そん

する公 的
こうてき

賃 貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

団地
だんち

について

は、余剰地
よじょうち

や余 剰
よじょう

スペース
す ぺ ー す

に福祉
ふくし

施設
しせつ

を積極的
せっきょくてき

に誘致
ゆうち

・導入
どうにゅう

するとともに、

バリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

の促 進
そくしん

を図
はか

り、多様
たよう

な世帯
せたい

が安 心
あんしん

して暮
く

らすことができる住
じゅう

空 間
くうかん

の整備
せいび

が進
すす

められている。なお、公 的
こうてき

賃 貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

と合
あ

わせて福祉
ふくし

施設
しせつ

を

整備
せいび

する場合
ばあい

には、国土
こくど

交通省
こうつうしょう

の補助
ほじょ

金
きん

の活 用
かつよう

が可能
かのう

となっている。 

 

（公 営
こうえい

住宅
じゅうたく

のグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

の事 業
じぎょう

への活 用
かつよう

） 

○ 公 営
こうえい

住宅
じゅうたく

の 入 居
にゅうきょ

者
しゃ

資格
しかく

を満
み

たす者
しゃ

を 入 居
にゅうきょ

者
しゃ

とするグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

の事 業
じぎょう

については、実 際
じっさい

に 入 居
にゅうきょ

する者
しゃ

が公 営
こうえい

住宅
じゅうたく

の本 来
ほんらい

の 入 居
にゅうきょ

対象
たいしょう

者
しゃ

となるため、当 該
とうがい

公 営
こうえい

住宅
じゅうたく

の応募
おうぼ

倍 率
ばいりつ

に関
かか

わらず、地域
ちいき

の実情
じつじょう

を踏
ふ

まえ、

当 該
とうがい

事 業
じぎょう

のために公 営
こうえい

住宅
じゅうたく

を活 用
かつよう

することができることとされている。 

 

（民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

への 入 居
にゅうきょ

円滑化
えんかつか

） 

○ 住宅
じゅうたく

確保
かくほ

要 配 慮
ようはいりょ

者
しゃ

に対
たい

する賃 貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

の供給
きょうきゅう

の促 進
そくしん

に関
かん

する法 律
ほうりつ

に基
もと

づき、障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

の民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

への円 滑
えんかつ

な 入 居
にゅうきょ

の促 進
そくしん

に関
かん

し必 要
ひつよう

な

措置
そ ち

について協 議
きょうぎ

するため、地方
ちほう

公共
こうきょう

団 体
だんたい

の住宅
じゅうたく

部 局
ぶきょく

及
およ

び福祉
ふくし

部 局
ぶきょく

、宅地
たくち

建 物
たてもの

取引業
とりひきぎょう

者
しゃ

や賃 貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

を管理
かんり

する事 業
じぎょう

を営
いとな

む者
しゃ

の団 体
だんたい

、居住
きょじゅう

に係
かかわ

る
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支援
しえん

を行
おこな

う営利
えいり

を目 的
もくてき

としない法 人
ほうじん

等
とう

からなる居住
きょじゅう

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

を組織
そしき

する

ことができることとされている。 

 

○ また、障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

が 入 居
にゅうきょ

可能
かのう

な民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

の確保
かくほ

を進
すす

めるため、地方
ちほう

公共
こうきょう

団 体
だんたい

、支援
しえん

団 体
だんたい

（ＮＰＯ・社 会
しゃかい

福祉
ふくし

法 人
ほうじん

等
とう

）及
およ

び仲介
ちゅうかい

事 業
じぎょう

者
しゃ

等
とう

が連 携
れんけい

して 入 居
にゅうきょ

可能
かのう

な民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

の登 録
とうろく

情報
じょうほう

の 提 供
ていきょう

及
およ

び居住
きょじゅう

支援
しえん

を行
おこな

う

「あんしん賃 貸
ちんたい

支援
しえん

事 業
じぎょう

」が平 成
へいせい

18年度
ねんど

から実施
じっし

されている。 

 

○ さらに、障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

の 入 居
にゅうきょ

を受
う

け入
い

れることとしている賃 貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

に対
たい

し、

未払
みはら

い家賃
やちん

の債務
さいむ

保 証
ほしょう

を財 団
ざいだん

法 人
ほうじん

高 齢
こうれい

者
しゃ

住宅
じゅうたく

財 団
ざいだん

が実施
じっし

している。 

 

（住宅
じゅうたく

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

支援
しえん

） 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

が一 定
いってい

の家屋
かおく

について一 定
いってい

のバリアフリ
ば り あ ふ り

ー改修
かいしゅう

工事
こうじ

を行
おこな

ったう

えで。居住
きょじゅう

の用
よう

に供
きょう

した場合
ばあい

に、所 徔 税
しょとくぜい

や固定
こてい

資産税
しさんぜい

の減 税
げんぜい

措置
そ ち

がとられて

いる。（時限
じげん

措置
そ ち

） 

 

○ また、地方
ちほう

公共
こうきょう

団 体
だんたい

が民 間
みんかん

住宅
じゅうたく

のバリアフリ
ば り あ ふ り

ー改修
かいしゅう

に対
たい

して助 成
じょせい

を行
おこな

う

場合
ばあい

、地域
ちいき

住宅
じゅうたく

交付
こうふ

金
きん

の提 案
ていあん

事 業
じぎょう

として、事 業
じぎょう

費
ひ

の概
おおむ

ね 45％について、助 成
じょせい

を受
う

けることが可能
かのう

となっている。 

 

（高 齢
こうれい

者
しゃ

等
とう

居住
きょじゅう

安定化
あんていか

推 進
すいしん

事 業
じぎょう

） 

○ 平 成
へいせい

22年度
ねんど

より、高 齢
こうれい

者
しゃ

や障害
しょうがい

者
しゃ

の居住
きょじゅう

の安 定
あんてい

を図
はか

るため、住宅
じゅうたく

に関
かん

す

る 先 導 的
せんどうてき

な 技 術
ぎじゅつ

・システム
し す て む

等
とう

の 導入
どうにゅう

や 生 活
せいかつ

支援
しえん

・介護
かいご

サービス
さ ー び す

等
とう

が

効 率 的
こうりつてき

・効果的
こうかてき

に 提 供
ていきょう

される住
す

まいづくり・まちづくりに関
かん

する取
と

り組
く

みを

支援
しえん

するため、住居
じゅうきょ

及
およ

び交流
こうりゅう

施設
しせつ

等
とう

の整備費
せいびひ

に補助
ほじょ

を行
おこな

う高 齢
こうれい

者
しゃ

等
とう

居住
きょじゅう

安定化
あんていか

推 進
すいしん

事 業
じぎょう

を実施
じっし

している。（４年 間
ねんかん

の限 定
げんてい

事 業
じぎょう

） 

 

 

 

 

 



４０ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

○ 住宅
じゅうたく

確保
かくほ

の方 策
ほうさく

については、国土
こくど

交通省
こうつうしょう

が主 管
しゅかん

であり、同省
どうしょう

と連 携
れんけい

しつ

つ、検 討
けんとう

することが必 要
ひつよう

である。 

 

○ 平 成
へいせい

20年
ねん

12月
がつ

に取
と

りまとめられた社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

障害
しょうがい

者
しゃ

部会
ぶかい

の報 告
ほうこく

に

おいて、「住
す

まい」の場
ば

の確保
かくほ

について、 

・ 公 営
こうえい

住宅
じゅうたく

について、優 先
ゆうせん

枠
わく

設 定
せってい

等
とう

による優 先
ゆうせん

入 居
にゅうきょ

のほか、民 間
みんかん

住宅
じゅうたく

を公 営
こうえい

住宅
じゅうたく

として借
か

り上
あ

げる制度
せいど

を活 用
かつよう

して、必 要
ひつよう

な住宅
じゅうたく

を確保
かくほ

するな

ど、更
さら

なる 入 居
にゅうきょ

促 進
そくしん

を図
はか

るべき 

・ 厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

と国土
こくど

交通省
こうつうしょう

が協力
きょうりょく

して、障害
しょうがい

者
しゃ

世帯
せたい

の 入 居
にゅうきょ

が進
すす

んでい

る先 進
せんしん

事例
じれい

についてのノウハウ
の う は う

を収集
しゅうしゅう

し、その普 及
ふきゅう

に努
つと

めるべき 

・ 障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

が 入 居
にゅうきょ

可能
かのう

な民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

についての情報
じょうほう

を 提 供
ていきょう

する「あ

んしん賃 貸
ちんたい

支援
しえん

事 業
じぎょう

」の普 及
ふきゅう

や、障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

が民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

を借
か

りる際
さい

の

公 的
こうてき

な「家賃
やちん

債務
さいむ

保 証
ほしょう

制度
せいど

」についての拡充
かくじゅう

（対象
たいしょう

者
しゃ

の拡 大
かくだい

）、普 及
ふきゅう

を図
はか

るべき 

等
とう

とされている。 

 

○ また、同 報 告
どうほうこく

において、「住 宅 費
じゅうたくひ

など地域
ちいき

移行
いこう

推 進
すいしん

のための新
あら

たな課題
かだい

へ

の対 応
たいおう

」について、 

・ 民 間
みんかん

住宅
じゅうたく

の借上
かりあ

げによる公 営
こうえい

住宅
じゅうたく

を整備
せいび

し、障害
しょうがい

者
しゃ

の 入 居
にゅうきょ

促 進
そくしん

を図
はか

るなど、まずは低 廉
ていれん

な家賃
やちん

で暮
く

らせる「住
す

まいの場
ば

」の確保
かくほ

を積極的
せっきょくてき

に進
すす

め

るべき 

・ 恒常的
こうじょうてき

に生
しょう

じる住 宅 費
じゅうたくひ

に対
たい

する直接的
ちょくせつてき

な現 金
げんきん

給 付
きゅうふ

については、様 々
さまざま

な

施策
しさく

との整理
せいり

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えられることから、その在
あ

り方
かた

について十分
じゅうぶん

検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

 

・ 障害
しょうがい

者
しゃ

施設
しせつ

や精神科
せいしんか

病院
びょういん

に長 期 間
ちょうきかん

入所
にゅうしょ

・入院
にゅういん

していた者
しゃ

が退 所
たいしょ

・退 院
たいいん

し地域
ちいき

移行
いこう

するに当
あ

たって必 要
ひつよう

となる費用
ひよう

の助 成
じょせい

や、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・

ケアホーム
け あ ほ ー む

を利用
りよう

する際
さい

の助 成
じょせい

等
とう

について検 討
けんとう

すべきとの意見
いけん

があった 

とされている。 



４１ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｄ－５ 地域
ちいき

での住
す

まいの確保
かくほ

・居住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

について 

 ４）居住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

事 業
じぎょう

の評 価
ひょうか

とさらに必 要
ひつよう

とされる機能
きのう

・役 割
やくわり

にどのような

ことがあるか？ 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

（居住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

事 業
じぎょう

の現状
げんじょう

について） 

○ 居住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

事 業
じぎょう

については、市 町 村
しちょうそん

が地域
ちいき

の実情
じつじょう

に応
おう

じて柔軟
じゅうなん

に事 業
じぎょう

を実施
じっし

できる地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

における相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の一
ひと

つとして、 

① 入 居
にゅうきょ

支援
しえん

（物 件
ぶっけん

あっせん依頼
いらい

、 入 居
にゅうきょ

手続
てつづ

き支援
しえん

） 

② 24時間
じかん

支援
しえん

（緊 急 時
きんきゅうじ

等
とう

の対 応
たいおう

） 

等
とう

を実施
じっし

するものであり、厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

は、この事 業
じぎょう

に係
かかわ

る費用
ひよう

に対
たい

する補助
ほじょ

を行
おこな

っている。 

※ 居住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

事 業
じぎょう

の実施
じっし

市 町 村 数
しちょうそんすう

（平 成
へいせい

21年
ねん

４月
がつ

現 在
げんざい

） 

221市
し

町村
ちょうそん

/1,798市
し

町村
ちょうそん

（12％） 

※ 補助
ほじょ

割 合
わりあい

   国
くに

1/2以内
いない

、都道府県
とどうふけん

1/4以内
いない

 

 

○ また、厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

としては、居住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

事 業
じぎょう

の実施
じっし

を促 進
そくしん

するため、

平 成
へいせい

21年度
ねんど

から基金
ききん

事 業
じぎょう

の「居住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

事 業
じぎょう

立
た

ち上
あ

げ支援
しえん

事 業
じぎょう

」におい

て、立
た

ち上
あ

げに当
あ

たって必 要
ひつよう

な設備
せつび

整備
せいび

、丌動
ふどう

産業
さんぎょう

者
しゃ

等
とう

に対
たい

する説 明 会
せつめいかい

、

先進地
せんしんち

の視察
しさつ

に係
かかわ

る費用
ひよう

に対
たい

する財 政
ざいせい

支援
しえん

を行
おこな

っているところである。 

※ 補助
ほじょ

単価
たんか

   １障害
しょうがい

福祉圏域
ふくしけんいき

あたり３年 間
ねんかん

で 1,000千 円
せんえん

 

※ 補助
ほじょ

割 合
わりあい

   定 額
ていがく

（10/10） 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

（居住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

事 業
じぎょう

の充実
じゅうじつ

について） 

○ 平 成
へいせい

20年
ねん

12月
がつ

に取
と

りまとめられた社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

障害
しょうがい

者
しゃ

部会
ぶかい

の報 告
ほうこく

に

おいては、 

・ 相 談
そうだん

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

について、 入 居
にゅうきょ

支援
しえん

や緊 急 時
きんきゅうじ

のサポート
さ ぽ ー と

について自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

の対象
たいしょう

とすることを検 討
けんとう

すべきである 

とされている。 



４２ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｄ－５ 地域
ちいき

での住
す

まいの確保
かくほ

・居住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

について 

 ５）グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

とケアホーム
け あ ほ ー む

について、現状
げんじょう

の問 題 点
もんだいてん

は何
なに

か？また今後
こんご

の

あり方
かた

をどう考
かんが

えるか？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

 （グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

について） 

（１）対象
たいしょう

者
しゃ

 

  主
しゅ

として障害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

１又
また

は障害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

に該 当
がいとう

しない障害
しょうがい

者
しゃ

 

（２）サービス
さ ー び す

内 容
ないよう

 

    主
しゅ

として夜間
やかん

において、共同
きょうどう

生 活
せいかつ

住居
じゅうきょ

において相 談
そうだん

その他
た

の 日 常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の援 助
えんじょ

を行
おこな

う。 

 

（ケアホーム
け あ ほ ー む

について） 

（１）対象
たいしょう

者
しゃ

 

障害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

２以 上
いじょう

に該 当
がいとう

する障害
しょうがい

者
しゃ

 

（２）サービス
さ ー び す

内 容
ないよう

 

   主
しゅ

として夜間
やかん

において、共同
きょうどう

生 活
せいかつ

住居
じゅうきょ

において入浴
にゅうよく

、排
はい

せつまたは食 事
しょくじ

の介護
かいご

等
とう

を行
おこな

う。 

 

 （整備
せいび

目標
もくひょう

について） 

○ グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

については、平 成
へいせい

22年
ねん

４月
がつ

現 在
げんざい

で約
やく

5.8万 人
まんにん

が

利用
りよう

しており、各都道府県
かくとどうふけん

及
およ

び市 町 村
しちょうそん

が定
さだ

める障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

においては、

平 成
へいせい

23年度
ねんど

までに 8.3万 人 分
まんにんぶん

を整備
せいび

することとしている。 

 ※ 利用
りよう

者
しゃ

数
すう

（平 成
へいせい

22年
ねん

４月
がつ

国保連
こくほれん

データ
で ー た

） 

  ・ グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

 20,822人
にん

 

  ・ ケアホーム
け あ ほ ー む

   37,363人
にん

 

 

 

 



４３ 

 

【参考】整備費
せいびひ

の助 成
じょせい

について 

・ 平 成
へいせい

20年度
ねんど

より、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

の施設
しせつ

整備費
せいびひ

の国庨
こっこ

補助
ほじょ

を行
おこな

っ

ている。 

    

補助
ほ じ ょ

金名
きんめい

 社会
しゃかい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

施設
し せ つ

整備費
せ い び ひ

補助
ほ じ ょ

金
きん

 障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

訓練
くんれん

設備
せ つ び

等
とう

整備費
せ い び ひ

 

対象
たいしょう

法人
ほうじん

 
社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

、医療
いりょう

法人
ほうじん

、公益
こうえき

法人
ほうじん

 

等
とう

 

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

、医療
いりょう

法人
ほうじん

、公益
こうえき

法人
ほうじん

、NPO法人
ほうじん

 等
とう

 

整備
せ い び

区分
く ぶ ん

 
新築
しんちく

 

改修
かいしゅう

（自己
じ こ

所有
しょゆう

物件
ぶっけん

） 

改修
かいしゅう

（賃貸
ちんたい

物件
ぶっけん

） 

※NPO法人
ほうじん

は自己
じ こ

所有
しょゆう

物件
ぶっけん

も対象
たいしょう

 

補助
ほ じ ょ

単価
た ん か

 

（ 事 業
じぎょう

費
ひ

ベース
べ ー す

） 

創設
そうせつ

 2,540万円
まんえん

以内
い な い

 

改修
かいしゅう

 600万円
まんえん

以内
い な い

 

※エレベータ
え れ べ ー た

ー等
とう

設置
せ っ ち

整備
せ い び

の場合
ば あ い

は 200万円
まんえん

を加算
か さ ん

 

改修
かいしゅう

 600万円
まんえん

以内
い な い

 

 

※エレベータ
え れ べ ー た

ー等
とう

設置
せ っ ち

整備
せ い び

の場合
ば あ い

は 200万円
まんえん

を加算
か さ ん

 

負担
ふ た ん

割合
わりあい

 国
くに

1/2、都道府県
と ど う ふ け ん

・指定
し て い

都市
と し

・中核
ちゅうかく

市
し

1/4、 事 業
じぎょう

者
しゃ

1/4 

平成
へいせい

22年度
ね ん ど

予算
よ さ ん

 100億円
おくえん

の内数
うちすう

 24億円
おくえん

の内数
うちすう

 

 

 

【参 考
さんこう

】福祉
ふくし

部 局
ぶきょく

と住宅
じゅうたく

部 局
ぶきょく

の連 携
れんけい

について 

・ 平 成
へいせい

21年
ねん

11月
がつ

、厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

と国土
こくど

交通省
こうつうしょう

が連 名
れんめい

により、公 営
こうえい

住宅
じゅうたく

の

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

としての活 用
かつよう

等
とう

をさらに促 進
そくしん

するため、「障害
しょうがい

者
しゃ

の住
す

まいの場
ば

の確保
かくほ

のための福祉
ふくし

部 局
ぶきょく

と住宅
じゅうたく

部 局
ぶきょく

の連 携
れんけい

について」（平 成
へいせい

21

年
ねん

11月
がつ

12日
にち

厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

社 会
しゃかい

・援護
えんご

局 地 域
きょくちいき

福祉
ふくし

課 長
かちょう

、社 会
しゃかい

・援 護 局
えんごきょく

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉部
ふくしぶ

企画
きかく

課 長
かちょう

、社 会
しゃかい

・援 護 局
えんごきょく

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉部
ふくしぶ

障害
しょうがい

福祉
ふくし

課 長
かちょう

、国土
こくど

交通省
こうつうしょう

住 宅 局
じゅうたくきょく

住宅
じゅうたく

総 合
そうごう

整備
せいび

課 長
かちょう

連 名
れんめい

通知
つうち

）を 発 出
はつしゅつ

した。 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

（利 用 料
りようりょう

の助 成
じょせい

について） 

○ 平 成
へいせい

20年
ねん

12月
がつ

に取
と

りまとめられた社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

障害
しょうがい

者
しゃ

部会
ぶかい

の報 告
ほうこく

に

おいては、 

・ グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

を利用
りよう

する際
さい

の助 成
じょせい

等
とう

について検 討
けんとう

すべき 

とされている。 



４４ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｄ－６ 権利
けんり

擁護
ようご

支援
しえん

等
とう

 

１）「本 人
ほんにん

が必 要
ひつよう

とする支援
しえん

を受
う

けた自己
じ こ

選 択
せんたく

、自己
じ こ

決 定
けってい

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

」を実 現
じつげん

していくためには、どのようなサービス
さ ー び す

体 系
たいけい

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えるか？ 

 ２）権利
けんり

擁護
ようご

を推 進
すいしん

していくためにはどのような体 制
たいせい

が必 要
ひつよう

か？相 談
そうだん

支援
しえん

や

エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

の事 業
じぎょう

化
か

についてどう考
かんが

えるか？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

（虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

・権利
けんり

擁護
ようご

に関
かん

する市 町 村
しちょうそん

及
およ

び都道府県
とどうふけん

の責務
せきむ

等
とう

について） 

○ 現 行
げんこう

の障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

においては、虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

・権利
けんり

擁護
ようご

に関
かん

して、 

① 市 町 村
しちょうそん

は、その責務
せきむ

として、「障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

に対
たい

する虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

及
およ

びその

早期
そうき

発 見
はっけん

のために関 係
かんけい

機関
きかん

と連 絡
れんらく

調整
ちょうせい

を行
おこな

うことその他
た

の障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

の

権利
けんり

の擁護
ようご

のために必 要
ひつよう

な援 助
えんじょ

を行
おこな

うこと」、 

② 都道府県
とどうふけん

は、その責務
せきむ

として、「市 町 村
しちょうそん

と協力
きょうりょく

して障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

の権利
けんり

の擁護
ようご

のために必 要
ひつよう

な援 助
えんじょ

を行
おこな

うとともに、市 町 村
しちょうそん

が行
おこな

う障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

の権利
けんり

の

擁護
ようご

のために必 要
ひつよう

な援 助
えんじょ

が適 正
てきせい

かつ円 滑
えんかつ

に行
おこな

われるよう、市 町 村
しちょうそん

に対
たい

す

る必 要
ひつよう

な助 言
じょげん

、情報
じょうほう

の 提 供
ていきょう

その他
た

の援 助
えんじょ

を行
おこな

うこと」 

が規定
きてい

されている。（障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

２条
じょう

第
だい

１項
こう

第
だい

３号
ごう

及
およ

び第
だい

２項
こう

第
だい

４号
ごう

） 

 

（相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

について） 

○ 地域
ちいき

の障害
しょうがい

者
しゃ

やその保護
ほ ご

者
しゃ

からの福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の利用
りよう

援 助
えんじょ

に関
かん

する相 談
そうだん

、

必 要
ひつよう

な情報
じょうほう

の 提 供
ていきょう

や助 言
じょげん

等
とう

については、市 町 村
しちょうそん

が相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

として

実施
じっし

しており、その中
なか

で、権利
けんり

擁護
ようご

のための必 要
ひつよう

な援 助
えんじょ

も行
おこな

うこととしてい

る。（障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

77条
じょう

第
だい

１項
こう

第
だい

１号
ごう

） 

 

（成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

利用
りよう

支援
しえん

事 業
じぎょう

について） 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

の権利
けんり

を擁護
ようご

するため、市 町 村
しちょうそん

が地域
ちいき

の実情
じつじょう

に応
おう

じて柔軟
じゅうなん

に事 業
じぎょう

を実施
じっし

できる地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

において、知的
ちてき

障害
しょうがい

、精 神
せいしん

障害
しょうがい

の理由
りゆう

により

判 断
はんだん

能力
のうりょく

の丌 十 分
ふじゅうぶん

な方 々
かたがた

が成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

を利用
りよう

する際
さい

に必 要
ひつよう

となる費用
ひよう



４５ 

 

を助 成
じょせい

する「成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

利用
りよう

支援
しえん

事 業
じぎょう

」を実施
じっし

しており、厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

は、

この事 業
じぎょう

に係
かかわ

る費用
ひよう

に対
たい

する補助
ほじょ

を行
おこな

っている。 

※ 成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

利用
りよう

支援
しえん

事 業
じぎょう

の実施
じっし

市 町 村 数
しちょうそんすう

（平 成
へいせい

21年
ねん

４月
がつ

現 在
げんざい

） 

686市
し

町村
ちょうそん

/1,798市
し

町村
ちょうそん

（38％） 

 

（相 談
そうだん

支援
しえん

従 事
じゅうじ

者
しゃ

に対
たい

する研修
けんしゅう

について） 

○ 相 談
そうだん

支援
しえん

を実施
じっし

するに当
あ

たっては、障害
しょうがい

者
しゃ

自
みずか

らの力
ちから

で自立
じりつ

した生 活
せいかつ

を送
おく

っ

ていけるよう障害
しょうがい

者
しゃ

自身
じしん

の力
ちから

を引
ひ

き出
だ

していくエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

の視点
してん

が重要
じゅうよう

であるとされている。 

※ 障害
しょうがい

者
しゃ

ケアガイドライン
け あ が い ど ら い ん

（平 成
へいせい

14 年
ねん

３月
がつ

31 日
にち

 厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

社 会
しゃかい

・

援 護 局
えんごきょく

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉部
ふくしぶ

）（抜 粋
ばっすい

） 

「障害
しょうがい

者
しゃ

ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

は、利用
りよう

者
しゃ

が自己
じ こ

の課題
かだい

を解
かい

決
けっ

するにあたり、

自分
じぶん

が主 体
しゅたい

者
しゃ

であることを自覚
じかく

し、自分
じぶん

自身
じしん

に自信
じしん

がもてるように、利用
りよう

者
しゃ

の力
ちから

を高
たか

めていくエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

の視点
してん

で支援
しえん

していくことが必 要
ひつよう

であ

る。」 

 

○ 国
くに

と都道府県
とどうふけん

において、権利
けんり

擁護
ようご

やエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

の視点
してん

を踏
ふ

まえ、相 談
そうだん

支援
しえん

従 事
じゅうじ

者
しゃ

の養 成
ようせい

のための研修
けんしゅう

を実施
じっし

している。 

※ 「相 談
そうだん

支援
しえん

従 事
じゅうじ

者
しゃ

研修
けんしゅう

事 業
じぎょう

の実施
じっし

について」（平 成
へいせい

18年
ねん

４月
がつ

21日付
にちづ

け

障
しょう

発
はつ

第
だい

0421001 号厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

社 会
しゃかい

・援 護 局
えんごきょく

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉
ふくし

部 長
ぶちょう

通知
つうち

）

の別 添
べってん

の「相 談
そうだん

支援
しえん

従 事
じゅうじ

者
しゃ

研修
けんしゅう

事 業
じぎょう

実施
じっし

要 綱
ようこう

」の別表
べっぴょう

１「相 談
そうだん

支援
しえん

従 事
じゅうじ

者
しゃ

初 任
しょにん

者
しゃ

研 修
けんしゅう

標
ひょう

準
じゅん

カリキュラム
か り き ゅ ら む

」における「相 談
そうだん

支援
しえん

における

権利
けんり

侵 害
しんがい

と権利
けんり

擁護
ようご

（1.5時間
じかん

）」の内 容
ないよう

 

「具体的
ぐたいてき

なケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

事例
じれい

を 通
とお

して当事
とうじ

者
しゃ

のエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

、

アドボカシ
あ ど ぼ か し

ー等
とう

について理解
りかい

する。その上
うえ

で、成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

等
とう

の関 連
かんれん

制度
せいど

の重要性
じゅうようせい

についても理解
りかい

する。」 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考 え 方
かんがえかた

・その他
そ の た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

（自己
じ こ

選 択
せんたく

、自己
じ こ

決 定
けってい

について） 

○ 平 成
へいせい

20年
ねん

12月
がつ

に取
と

りまとめられた社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

障害
しょうがい

者
しゃ

部会
ぶかい

の報 告
ほうこく

に

おいては、 



４６ 

 

・ 地域
ちいき

における相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の充実
じゅうじつ

強 化
きょうか

を図
はか

ることや、ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

のあり方
かた

として、サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

の作 成
さくせい

について、支 給
しきゅう

決定後
けっていご

ではなく

支 給
しきゅう

決 定 前
けっていまえ

に作 成
さくせい

することとし、対象
たいしょう

者
しゃ

を原 則
げんそく

としてサービス
さ ー び す

を利用
りよう

す

るすべての障害
しょうがい

者
しゃ

に拡 大
かくだい

するべきである 

とされている。 

 

（地域
ちいき

生 活
せいかつ

について） 

○ 平 成
へいせい

20年
ねん

12月
がつ

に取
と

りまとめられた社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

障害
しょうがい

者
しゃ

部会
ぶかい

の報 告
ほうこく

に

おいては、 

・ 退 院
たいいん

・退所後
たいしょご

の生 活
せいかつ

を見据
み す

えた地域
ちいき

生 活
せいかつ

の準 備
じゅんび

等
とう

のための外出
がいしゅつ

の支援
しえん

や、24時間
じかん

の相 談
そうだん

支援
しえん

等
とう

について自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

の対象
たいしょう

とすることを検 討
けんとう

す

べきである 

とされている。 

（虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

・権利
けんり

擁護
ようご

について） 

○ 平 成
へいせい

20年
ねん

12月
がつ

に取
と

りまとめられた社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

障害
しょうがい

者
しゃ

部会
ぶかい

の報 告
ほうこく

に

おいては、虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

・権利
けんり

擁護
ようご

について 

① 高 齢
こうれい

者
しゃ

、児童
じどう

について虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

法 制
ほうせい

が整備
せいび

されている中
なか

で、現 行 法
げんこうほう

に基
もと

づく取 組
とりくみ

を行
おこな

うとともに、障害
しょうがい

者
しゃ

の虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

法 制
ほうせい

についても積極的
せっきょくてき

に

検 討
けんとう

すべきである、 

② 障害
しょうがい

者
しゃ

の権利
けんり

擁護
ようご

を図
はか

るため、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の利用
りよう

に関
かん

する援 助
えんじょ

等
とう

を行
おこな

う「 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

自立
じりつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

」や、市 町 村
しちょうそん

が成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

を利用
りよう

する場合
ばあい

の費用
ひよう

を助 成
じょせい

する「成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

利用
りよう

支援
しえん

事 業
じぎょう

」の活 用
かつよう

を進
すす

めるべきで

ある、 

③ さらに、成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

の利用
りよう

支援
しえん

の在
あ

り方
かた

について、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

とするこ

とを含
ふく

め、今後
こんご

更
さら

に検 討
けんとう

していくことが必 要
ひつよう

である 

とされている。 

 



４７ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｄ－６ 権利
けんり

擁護
ようご

支援
しえん

等
とう

 

３）サービス
さ ー び す

の質
しつ

の確保
かくほ

等
とう

のための苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

と第 三
だいさん

者
しゃ

評 価
ひょうか

の仕組
し く

みについ

てどう考
かんが

えるか？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

（苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

） 

○ 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

に係
かかわ

る苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

については、「障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基
もと

づ

く指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の事 業
じぎょう

等
とう

の人 員
じんいん

、設備
せつび

及
およ

び運 営
うんえい

に関
かん

する基 準
きじゅん

」

（平 成
へいせい

18年
ねん

厚 生
こうせい

労 働
ろうどう

省令
しょうれい

第
だい 17

171 号）第
だい

39条
じょう

等
とう

において、指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事 業
じぎょう

者
しゃ

等
とう

は、利用
りよう

者
しゃ

又
また

はその家族
かぞく

からの苦 情
くじょう

に迅 速
じんそく

かつ適 切
てきせつ

に

対 応
たいおう

するために、苦 情
くじょう

を受
う

け付
つ

ける窓 口
まどぐち

を設置
せっち

する等
とう

の必 要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

ずる

こととされている。 

 

○ また、社 会
しゃかい

福祉法
ふくしほう

第
だい

83条
じょう

等
とう

に基
もと

づき、事 業
じぎょう

者
しゃ

段 階
だんかい

で解 決
かいけつ

できない苦 情
くじょう

を

適 切
てきせつ

に解
かい

決
けっ

するため、都道府県
とどうふけん

社 会
しゃかい

福 祉 協
ふくしきょう

議会
ぎかい

に公 正
こうせい

・中立
ちゅうりつ

な第 三
だいさん

者
しゃ

機関
きかん

として、運 営
うんえい

適正化
てきせいか

委員会
いいんかい

を置
お

くものとしている。 

 

（第 三
だいさん

者
しゃ

評 価
ひょうか

） 

○ 第 三
だいさん

者
しゃ

評 価
ひょうか

については、社 会
しゃかい

福祉法
ふくしほう

第
だい

78条
じょう

第
だい

１項
こう

において、社 会
しゃかい

福祉
ふくし

事 業
じぎょう

の経 営
けいえい

者
しゃ

は、自
みずか

らその 提 供
ていきょう

する福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の質
しつ

の評 価
ひょうか

を行
おこな

うことそ

の他
た

の措置
そ ち

を講
こう

ずることにより、常
つね

に利用
りよう

者
しゃ

の立場
たちば

に立
た

って、良質
りょうしつ

かつ適 切
てきせつ

な

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

を 提 供
ていきょう

するよう努
つと

めなければならないこととしている。 

また、同 法
どうほう

第
だい

78条
じょう

第
だい

２項
こう

において、国
くに

は福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の質
しつ

の公 正
こうせい

かつ適 切
てきせつ

な評 価
ひょうか

の実施
じっし

に資
し

するための措置
そ ち

を講
こう

ずるよう、国
くに

の努 力
どりょく

義務
ぎ む

を定
さだ

めている。 

 

○ これを受
う

け、厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

は、社 会
しゃかい

福祉
ふくし

事 業
じぎょう

の経 営
けいえい

者
しゃ

が行
おこな

う福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の

質
しつ

の向上
こうじょう

のための措置
そ ち

を援 助
えんじょ

するため、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

第 三
だいさん

者
しゃ

評 価
ひょうか

事 業
じぎょう

を行
おこな

っている。 

  この福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

第 三
だいさん

者
しゃ

評 価
ひょうか

事 業
じぎょう

は、各障害
かくしょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事 業
じぎょう

所
ところ

が事 業
じぎょう



４８ 

 

運 営
うんえい

における問 題 点
もんだいてん

を把握
はあく

してサービス
さ ー び す

の質
しつ

の向上
こうじょう

に結
むす

びつけることとと

もに、第 三
だいさん

者
しゃ

評 価
ひょうか

を受
う

けた結果
けっか

を公表
こうひょう

することにより、利用
りよう

者
しゃ

の適 切
てきせつ

な

サービス
さ ー び す

選 択
せんたく

に資
し

することを目 的
もくてき

として実施
じっし

している。 

 

【参考】福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

第 三
だいさん

者
しゃ

評 価
ひょうか

事 業
じぎょう

 

・ 平 成
へいせい

22年度
ねんど

予算
よさん

額
がく

  8,290千 円
せんえん

 

・ 実施
じっし

主 体
しゅたい

  全 国
ぜんこく

社 会
しゃかい

福 祉 協
ふくしきょう

議会
ぎかい

 

・ 補助率
ほじょりつ

   10/10 

・ 福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

第 三
だいさん

者
しゃ

評 価
ひょうか

の受
じゅ

審
しん

件 数
けんすう

（平 成
へいせい

21年度
ねんど

実 績
じっせき

） 

  2,869件
けん

（うち障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

に係
かかわ

る受
じゅ

審
しん

件
けん

数
すう

257件
けん

） 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

○ 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

及
およ

び相 談
そうだん

支援
しえん

並
なら

びに市 町 村
しちょうそん

及
およ

び都道府県
とどうふけん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の 提 供
ていきょう

体 制
たいせい

の整備
せいび

並
なら

びに自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

及
およ

び地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の

円 滑
えんかつ

な実施
じっし

を確保
かくほ

するための基本的
きほんてき

な指針
ししん

（平 成
へいせい

18年
ねん

厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

告示
こくじ

第
だい

395号
ごう

）においては、「国
くに

、都道府県
とどうふけん

、市 町 村
しちょうそん

及
およ

び指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

の

事 業
じぎょう

者
しゃ

は、指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

に 係
かかわ

る 人 材
じんざい

の 養 成
ようせい

、 提 供
ていきょう

される

サービス
さ ー び す

に対
たい

する第 三
だいさん

者
しゃ

による評 価
ひょうか

、障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

の権利
けんり

擁護
ようご

に向
む

けた取 組
とりくみ

等
とう

を総 合 的
そうごうてき

に推 進
すいしん

することが重要
じゅうよう

である。」とされている。 

 



４９ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｅ－１ 地域
ちいき

移行
いこう

の支援
しえん

、並
なら

びにその法定化
ほうていか

 

 １）条約
じょうやく

では、「特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を義務
ぎ む

づけられないこと」とあるが、これを

確保
かくほ

するためにはどのようなことが課題
かだい

にあるか？また、地域
ちいき

移行
いこう

の法定化
ほうていか

に

ついてどう考
かんが

えるか。 

  

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

（居住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

事 業
じぎょう

について） 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

の地域
ちいき

における自立
じりつ

した生 活
せいかつ

のための支援
しえん

については、市 町 村
しちょうそん

が

地域
ちいき

の実情
じつじょう

に応
おう

じて柔軟
じゅうなん

に事 業
じぎょう

を実施
じっし

できる地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の一
ひと

つとし

て、「居住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

事 業
じぎょう

」において、 

① 入 居
にゅうきょ

支援
しえん

（物 件
ぶっけん

あっせん依頼
いらい

、 入 居
にゅうきょ

手続
てつづ

き支援
しえん

）、 

② 24時間
じかん

支援
しえん

（緊 急 時
きんきゅうじ

等
とう

の対 応
たいおう

） 

等
とう

に対
たい

する補助
ほじょ

を行
おこな

っている。 

 

【実施
じっし

状 況
じょうきょう

】（平 成
へいせい

21年
ねん

４月
がつ

現 在
げんざい

） 

・221市
し

町村
ちょうそん

（12%）で実施
じっし

 

（注
ちゅう

）実施率
じっしりつ

は、全市
ぜんし

町 村 数
ちょうそんすう

（1,798市
し

町村
ちょうそん

）に占
し

める実施
じっし

市 町 村
しちょうそん

の割 合
わりあい

 

 

【補助
ほじょ

割 合
わりあい

】 

 ・国
くに

１／２以内
いない

、都道府県
とどうふけん

１／４以内
いない

 

 

（精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

に対
たい

する地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

策
さく

） 

○ 精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の地域
ちいき

における自立
じりつ

した生 活
せいかつ

のための支援
しえん

については、「精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

事 業
じぎょう

」において、 

① 精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

に対
たい

する退 院
たいいん

・退 所
たいしょ

に向
む

けた相 談
そうだん

支援
しえん

や福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の

体 験
たいけん

利用
りよう

等
とう

への同 行
どうこう

支援
しえん

を行
おこな

う地域
ちいき

移行
いこう

推 進 員
すいしんいん

の配置
はいち

、 

② 地域
ちいき

生 活
せいかつ

に必 要
ひつよう

な支援
しえん

体 制
たいせい

の整備
せいび

に係
かかわ

る総 合
そうごう

調整
ちょうせい

や、地域
ちいき

移行
いこう

推 進 員
すいしんいん

への助 言
じょげん

・指導
しどう

を行
おこな

う地域
ちいき

体 制
たいせい

整備
せいび

コーディネータ
こ ー で ぃ ね ー た

ーの配置
はいち

 

に対
たい

する補助
ほじょ

を行
おこな

っている。 



５０ 

 

※ 精 神
せいしん

障 害
しょうがい

者
しゃ

地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

事 業
じぎょう

の実施
じっし

市 町 村 数
しちょうそんかず

（平 成
へいせい

21年
ねん

６月
がつ

現 在
げんざい

）  

47都道府県
とどうふけん

/47都道府県
とどうふけん

（100％） 

※ 精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

事 業
じぎょう

補助
ほじょ

金
きん

 

平 成
へいせい

22年度
ねんど

 16.7億 円
おくえん

 

（実施
じっし

主 体
しゅたい

：都道府県
とどうふけん

、指定
してい

都市
と し

 補助率
ほじょりつ

：国
くに

1/2） 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

（地域
ちいき

移行
いこう

の法定化
ほうていか

について） 

○ 平 成
へいせい

20年
ねん

12月
がつ

に取
と

りまとめられた社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

障害
しょうがい

者
しゃ

部会
ぶかい

の報 告
ほうこく

に

おいては、 

 ① 入所
にゅうしょ

・入院
にゅういん

者
しゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

に向
む

けて、退 所
たいしょ

・退院後
たいいんご

の生 活
せいかつ

を見据
み す

え、地域
ちいき

の福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の見 学
けんがく

・体 験
たいけん

や、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の準 備
じゅんび

等
とう

のための外出
がいしゅつ

の支援
しえん

な

ど必 要
ひつよう

な支援
しえん

を行
おこな

うこと 

 ② 24時間
じかん

の相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

を整
ととの

え、実 際
じっさい

に支援
しえん

を行
おこな

うことや、地域
ちいき

生 活
せいかつ

への

移行
いこう

のために 入 居
にゅうきょ

に関
かん

する支援
しえん

を行
おこな

うことについて、自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

の対象
たいしょう

とすることを検 討
けんとう

すべきである 

とされている。 

 

 



５１ 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｅ－１ 地域
ちいき

移行
いこう

の支援
しえん

、並
なら

びにその法定化
ほうていか

 

 ２）入所
にゅうしょ

施設
しせつ

や病院
びょういん

からの地域
ちいき

移行
いこう

に関
かん

して具体的
ぐたいてき

な期限
きげん

や数値
すうち

目標
もくひょう

、

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

などを定
さだ

めることは必 要
ひつよう

か？  

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

（障害
しょうがい

者
しゃ

福祉
ふくし

計 画
けいかく

に基
もと

づく施設
しせつ

入所
にゅうしょ

者
しゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

について） 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

87条
じょう

及
およ

び第
だい

88 条
じょう

において、市 町 村
しちょうそん

及
およ

び都道府県
とどうふけん

は

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

を策 定
さくてい

することとされており、当 該
とうがい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

において、

平 成
へいせい

23年度
ねんど

末
まつ

までに施設
しせつ

入所
にゅうしょ

から地域
ちいき

生 活
せいかつ

に移行
いこう

する者
しゃ

の数値
すうち

目標
もくひょう

を定
さだ

め、障害
しょうがい

者
しゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

を計 画 的
けいかくてき

に進
すす

めている。 

 

（１）数値
すうち

目標
もくひょう

 

  ① 地域
ちいき

移行
いこう

者
しゃ

数
すう

 

平 成
へいせい

17年
ねん

10月
がつ

 → 平 成
へいせい

23年度
ねんど

末
まつ

 2.1万 人
まんにん

 

② 施設
しせつ

入所
にゅうしょ

者
しゃ

数
すう

 

平 成
へいせい

17年
ねん

10月
がつ

 14.6万 人
まんにん

  →  平 成
へいせい

23年度
ねんど

末
まつ

 13.4万 人
まんにん

 

（減尐
げんしょう

数
すう

1.2万 人
まんにん

） 

（２）実 績
じっせき

 

  ① 地域
ちいき

移行
いこう

者
しゃ

数
かず

 

・ 平 成
へいせい

17年
ねん

10月
がつ

 → 平 成
へいせい

19年
ねん

10月
がつ

  9,344人
にん

（調 査
ちょうさ

回収率
かいしゅうりつ

92％） 

・ 平 成
へいせい

19年
ねん

10月
がつ

 → 平 成
へいせい

20年
ねん

10月
がつ

  4,754人
にん

（調 査
ちょうさ

回収率
かいしゅうりつ

91％） 

・ 平 成
へいせい

20年
ねん

10月
がつ

 → 平 成
へいせい

21年
ねん

10月
がつ

  5,332人
にん

（調 査
ちょうさ

回収率
かいしゅうりつ

96％） 

合 計
ごうけい

19,430人
にん

 

    ② 施設
しせつ

入所
にゅうしょ

者
しゃ

数
かず

 

・ 平 成
へいせい

21年
ねん

10月
がつ

  136,016人
にん

（調 査
ちょうさ

回収率
かいしゅうりつ

96％） 

 

○ また、障害
しょうがい

者
しゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

を支援
しえん

するため、障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

において平 成
へいせい

23

年度
ねんど

までの 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

見 込 量
みこみりょう

を 定
さだ

め、 計 画 的
けいかくてき

に 必 要
ひつよう

とされる

サービス
さ ー び す

が 提 供
ていきょう

されるよう、整備
せいび

を進
すす

めている。 

 

（１）障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

見 込 量
みこみりょう

（平 成
へいせい

23年度
ねんど

） 



５２ 

 

  ① 訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

 15.1万 人
まんにん

 

  ② 日中
にっちゅう

活 動
かつどう

系
けい

サービス
さ ー び す

 40.7万 人
まんにん

 

  ③ 居住
きょじゅう

系
けい

サービス
さ ー び す

（グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

） 8.3万 人
まんにん

 

 

（２）実 績
じっせき

（平 成
へいせい

22年
ねん

4月
がつ

） 

  ① 訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

 11.9万 人
まんにん

 

 ② 日中
にっちゅう

活 動
かつどう

系
けい

サービス
さ ー び す

 30.8万 人
まんにん

 

  ③ 居住
きょじゅう

系
けい

サービス
さ ー び す

（グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

） 5.8万 人
まんにん

 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

の計 画 的
けいかくてき

な推 進
すいしん

は、都道府県
とどうふけん

及
およ

び市 町 村
しちょうそん

の障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

に基
もと

づく地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支
ささ

える各 種
かくしゅ

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の計 画 的
けいかくてき

な整備
せいび

と併
あわ

せて

進
すす

めているところである。 

 



５３ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｅ－１ 地域
ちいき

移行
いこう

の支援
しえん

、並
なら

びにその法定化
ほうていか

 

 ３）地域
ちいき

移行
いこう

を進
すす

めるために、ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

や自立
じりつ

体 験
たいけん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

などをどの

ように整備
せいび

・展 開
てんかい

していくべきか？ 

  

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

（ピアカウンセリング
ぴ あ か う ん せ り ん ぐ

、ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

の現状
げんじょう

について） 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

やその家族
かぞく

の方 々
かたがた

が互
たが

いに相 談
そうだん

支援
しえん

を行
おこな

うピアカウンセリング
ぴ あ か う ん せ り ん ぐ

や

ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

は、市 町 村
しちょうそん

が相 談
そうだん

支援
しえん

の一
ひと

つとして実施
じっし

している。 

※ ピアカウンセリング
ぴ あ か う ん せ り ん ぐ

の実施
じっし

市 町 村 数
しちょうそんすう

（平 成
へいせい

21年
ねん

４月
がつ

１現 在
げんざい

） 

707市
し

町村
ちょうそん

/1,798市
し

町村
ちょうそん

（39％） 

・ 身 体
しんたい

：561市
し

町村
ちょうそん

/707市
し

町村
ちょうそん

（79％） 

・ 知的
ちてき

：342市
し

町村
ちょうそん

/707市
し

町村
ちょうそん

（48％） 

・ 精 神
せいしん

：565市
し

町村
ちょうそん

/707市
し

町村
ちょうそん

（80％） 

※ 身 体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

相 談 員
そうだんいん

、知的
ちてき

障害
しょうがい

者
しゃ

相 談 員
そうだんいん

の配置
はいち

状 況
じょうきょう

（平 成
へいせい

21年
ねん

４

月
がつ

１現 在
げんざい

） 

・ 身 体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

相 談 員
そうだんいん

：9,562人
にん

  

・ 知的
ちてき

障害
しょうがい

者
しゃ

相 談 員
そうだんいん

：4,107人
にん

 

（ 原 則
げんそく

として、 身 体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

相 談 員
そうだんいん

は 身 体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

、知的
ちてき

障害
しょうがい

者
しゃ

相 談 員
そうだんいん

は知的
ちてき

障害
しょうがい

者
しゃ

の保護
ほ ご

者
しゃ

とされている。） 

 

○ 厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

としては、障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援
しえん

対 策
たいさく

臨時
りんじ

特 例
とくれい

交付
こうふ

金
きん

（基金
ききん

事 業
じぎょう

）

において、「ピアサポートセンタ
ぴ あ さ ぽ ー と せ ん た

ー等
とう

設置
せっち

推 進
すいしん

事 業
じぎょう

」として、ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

等
とう

の

事 業
じぎょう

を実施
じっし

するピアサポートセンタ
ぴ あ さ ぽ ー と せ ん た

ーを設置
せっち

する場合
ばあい

に必 要
ひつよう

なパソコン
ぱ そ こ ん

などの

設備
せつび

整備
せいび

や、実 際
じっさい

にピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

を行
おこな

う障害
しょうがい

者
しゃ

や家族
かぞく

に対
たい

する研修
けんしゅう

に係
かかわ

る

費用
ひよう

に対
たい

する財 政
ざいせい

支援
しえん

を行
おこな

っている。 

※ 補助
ほじょ

単価
たんか

   １か所
しょ

あたり１年 間
ねんかん

で 1,900千 円
せんえん

以内
いない

 

※ 補助
ほじょ

割 合
わりあい

   定 額
ていがく

（10/10） 

 

（精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

事 業
じぎょう

） 



５４ 

 

○ 精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

を促 進
そくしん

するため、平 成
へいせい

22年度
ねんど

においては、

「精 神
せいしん

のある方
かた

地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

事 業
じぎょう

」の新
あら

たなメニュ
め に ゅ

ーの一
ひと

つとし

て、ピアサポータ
ぴ あ さ ぽ ー た

ーが 入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

を訪 問
ほうもん

し、退 院
たいいん

に向
む

けて外出
がいしゅつ

等
とう

に同 行
どうこう

し

て退 院
たいいん

準 備
じゅんび

などを支援
しえん

する活 動
かつどう

を補助
ほじょ

の対象
たいしょう

としている。 

※ 精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

事 業
じぎょう

費
ひ

補助
ほじょ

金
きん

の予算
よさん

額
がく

 

平 成
へいせい

22年度
ねんど

 16.7億 円
おくえん

 

※ 精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

事 業
じぎょう

の事 業
じぎょう

内 容
ないよう

 

福祉
ふくし

・医 療
いりょう

等
とう

の関 係
かんけい

者
しゃ

による地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定着
ていちゃく

推進協
すいしんきょう

議会
ぎかい

の設置
せっち

、

地域
ちいき

移行
いこう

推 進 員
すいしんいん

の 配置
はいち

、 地域
ちいき

体 制
たいせい

整備
せいび

コーディネータ
こ ー で ぃ ね ー た

ー の 配置
はいち

、

ピアサポータ
ぴ あ さ ぽ ー た

ーによる同 行
どうこう

支援
しえん

（平 成
へいせい

22年度
ねんど

新規
しんき

）など 

 

（グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

の体 験
たいけん

入 居
にゅうきょ

） 

○ グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

の体 験
たいけん

入 居
にゅうきょ

について、平 成
へいせい

21年
ねん

４月
がつ

から、

自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

の対象
たいしょう

としたところである。 

 ※ 対象
たいしょう

者
しゃ

 

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

等
とう

に入 所 中
にゅうしょちゅう

の方
かた

、精神科
せいしんか

病院
びょういん

等
とう

に入 院 中
にゅういんちゅう

の方
かた

又
また

は

居 宅
きょたく

において家族
かぞく

と 同 居
どうきょ

している 方
かた

等
とう

であって、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・

ケアホーム
け あ ほ ー む

への 入 居
にゅうきょ

を希望
きぼう

する方
かた

 

※ 平 成
へいせい

22年
ねん

４月
がつ

の利用
りよう

者
しゃ

数
すう

 417人
にん

 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

（ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

、自立
じりつ

体 験
たいけん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

について） 

○ 平 成
へいせい

20年
ねん

12月
がつ

に取
と

りまとめられた社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

障害
しょうがい

者
しゃ

部会
ぶかい

の報 告
ほうこく

に

おいては、 

① 障害
しょうがい

者
しゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

の支援
しえん

については、障害
しょうがい

者
しゃ

同士
どうし

によるピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

も

大 切
たいせつ

であり、都道府県
とどうふけん

や市 町 村
しちょうそん

において、その自主的
じしゅてき

な活 動
かつどう

を支援
しえん

するこ

とを促 進
そくしん

していくべき 

② 入所
にゅうしょ

・入院
にゅういん

者
しゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

に向
む

けて、退 所
たいしょ

・退院後
たいいんご

の生 活
せいかつ

を見据
み す

え、地域
ちいき

の福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の見 学
けんがく

・体 験
たいけん

や、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の準 備
じゅんび

等
とう

のための外出
がいしゅつ

の支援
しえん

な

ど必 要
ひつよう

な支援
しえん

について自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

の対象
たいしょう

とする 

とされている。 



５５ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｅ－１ 地域
ちいき

移行
いこう

の支援
しえん

、並
なら

びにその法定化
ほうていか

 

 ４）長 期
ちょうき

入院
にゅういん

・入所
にゅうしょ

の結果
けっか

、保 証 人
ほしょうにん

を確保
かくほ

できず地域
ちいき

移行
いこう

が出来
で き

ない人
ひと

へ

の対 応
たいおう

として、どのような公 的
こうてき

保 証 人
ほしょうにん

制度
せいど

が必 要
ひつよう

か？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

（家賃
やちん

債務
さいむ

保 証
ほしょう

制度
せいど

） 

○ 家賃
やちん

債務
さいむ

保 証
ほしょう

については、「財 団
ざいだん

法 人
ほうじん

高 齢
こうれい

者
しゃ

住宅
じゅうたく

財 団
ざいだん

」が高 齢
こうれい

者
しゃ

世帯
せたい

、

障害
しょうがい

のある方
かた

の世帯
せたい

、子育
こそだ

て世帯
せたい

および外 国 人
がいこくじん

世帯
せたい

を対象
たいしょう

として、実施
じっし

して

いるところ。 

 

○ 対象
たいしょう

となる世帯
せたい

については、障害
しょうがい

者
しゃ

手 帱
てちょう

所持
しょじ

者
しゃ

がいる場合
ばあい

であり、保 証
ほしょう

の

対象
たいしょう

は、滞 納
たいのう

家賃
やちん

（家賃
やちん

の 12ヶ月分
かげつぶん

）、原状回復
げんじょうかいふく

費用
ひよう

及
およ

び訴 訟
そしょう

費用
ひよう

（家賃
やちん

の

９ヶ月分
かげつぶん

）で、保 証
ほしょう

期間
きかん

は原 則
げんそく

２年 間
ねんかん

、２年 間
ねんかん

の保証料
ほしょうりょう

は家賃
やちん

（月 額
げつがく

）の

35％となっている。 

 

※ 「財 団
ざいだん

法 人
ほうじん

高 齢
こうれい

者
しゃ

住宅
じゅうたく

財 団
ざいだん

」は、国土
こくど

交 通
こうつう

大 臣
だいじん

から高 齢
こうれい

者
しゃ

居住
きょじゅう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの指定
してい

を受
う

けて、家賃
やちん

債務
さいむ

保 証
ほしょう

制度
せいど

を運 営
うんえい

している。 

※ 平 成
へいせい

21年度
ねんど

より障害
しょうがい

者
しゃ

の対象
たいしょう

範囲
はんい

を拡充
かくじゅう

 

改 正 前
かいせいまえ

：身 体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

手 帱
てちょう

１～４級
きゅう

、精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

手 帱
てちょう

１･

２級
きゅう

、知
ち

 

的
てき

障害
しょうがい

者
しゃ

は精 神
せいしん

障害
しょうがい

に準
じゅん

じて対象
たいしょう

 

改正後
かいせいご

：身 体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

手 帱
てちょう

１～６級
きゅう

、精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

手 帱
てちょう

１～

３級
きゅう

、知
ち

 

的
てき

障害
しょうがい

者
しゃ

は精 神
せいしん

障害
しょうがい

に準
じゅん

じて対象
たいしょう

 

※平 成
へいせい

21年度
ねんど

より滞 納
たいのう

家賃
やちん

に係
かかわ

る保 証
ほしょう

限度
げんど

額
がく

の拡充
かくじゅう

 

改 正 前
かいせいまえ

：家賃
やちん

６ヶ月分
かげつぶん

 

改正後
かいせいご

：家賃
やちん

12ヶ月分
かげつぶん

 

 

 



５６ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

（家賃
やちん

債務
さいむ

保 証
ほしょう

制度
せいど

の拡充
かくじゅう

） 

○ 平 成
へいせい

20年
ねん

12月
がつ

に取
と

りまとめられた社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

障害
しょうがい

者
しゃ

部会
ぶかい

の報 告
ほうこく

に

おいては、 

・ 障害
しょうがい

者
しゃ

が 入 居
にゅうきょ

可能
かのう

な民 間
みんかん

住宅
じゅうたく

の確保
かくほ

を進
すす

めることも重要
じゅうよう

な課題
かだい

とな

っており、障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

が民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

を借
か

りる際
さい

の公 的
こうてき

な「家賃
やちん

債務
さいむ

保 証
ほしょう

制度
せいど

」についての拡充
かくじゅう

（対象
たいしょう

者
しゃ

の拡 大
かくだい

）、普 及
ふきゅう

を図
はか

るべきである 

とされている。 

 



５７ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｅ－１ 地域
ちいき

移行
いこう

の支援
しえん

、並
なら

びにその法定化
ほうていか

 

 ５）地域
ちいき

移行
いこう

をする人
ひと

に必 要
ひつよう

な財 源
ざいげん

が給 付
きゅうふ

されるような仕組
し く

みは必 要
ひつよう

か？ま

た、どのようなものであるべきか？ 

  

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

（地域
ちいき

移行
いこう

支度
したく

経費
けいひ

支援
しえん

事 業
じぎょう

について） 

○ 平 成
へいせい

21年度
ねんど

から、障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援
しえん

対 策
たいさく

臨時
りんじ

特 例
とくれい

交付
こうふ

金
きん

（基金
ききん

事 業
じぎょう

）にお

いて、「地域
ちいき

移行
いこう

支度
したく

経費
けいひ

支援
しえん

事 業
じぎょう

」として、２年
ねん

以 上
いじょう

施設
しせつ

に入所
にゅうしょ

している者
しゃ

や精神科
せいしんか

病院
びょういん

に入院
にゅういん

している者
しゃ

が地域
ちいき

生 活
せいかつ

に移行
いこう

するに当
あ

たり、地域
ちいき

生 活
せいかつ

で

新
あら

たに必 要
ひつよう

となる寝具
しんぐ

、照明
しょうめい

器具
き ぐ

、食 器 類
しょっきるい

等
とう

の物 品
ぶっぴん

を購入
こうにゅう

するための費用
ひよう

の助 成
じょせい

を行
おこな

っている。 

 ※ 補助
ほじょ

単価
たんか

 一人
ひとり

あたり 30,000円
えん

以内
いない

 

 ※ 補助
ほじょ

割 合
わりあい

 国
くに

1/2、都道府県
とどうふけん

1/4、市 町 村
しちょうそん

1/4 

  （精神科
せいしんか

病院
びょういん

、精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

生 活
せいかつ

訓 練
くんれん

施設
しせつ

、精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

入所
にゅうしょ

授 産
じゅさん

施設
しせつ

及
およ

び精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

B型
がた

からの退 院
たいいん

・退 所
たいしょ

については、国
くに

1/2、

都道府県
とどうふけん

（政 令
せいれい

指定
してい

都市
と し

）1/2） 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

（地域
ちいき

移行
いこう

者
しゃ

に対
たい

する財 政
ざいせい

支援
しえん

について） 

○ 平 成
へいせい

20年
ねん

12月
がつ

に取
と

りまとめられた社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

障害
しょうがい

者
しゃ

部会
ぶかい

の報 告
ほうこく

に

おいては、 

・ 障害
しょうがい

者
しゃ

施設
しせつ

や精神科
せいしんか

病院
びょういん

に長 期 間
ちょうきかん

入所
にゅうしょ

・入院
にゅういん

していた者
しゃ

が退
たい

所
しょ

・退 院
たいいん

し地域
ちいき

移行
いこう

するに当
あ

たって必 要
ひつよう

となる費用
ひよう

の助 成
じょせい

や、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・

ケアホーム
け あ ほ ー む

を利用
りよう

する際
さい

の助 成
じょせい

等
とう

について検 討
けんとう

すべき 

とされている。 

 

 



５８ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｅ－１ 地域
ちいき

移行
いこう

の支援
しえん

、並
なら

びにその法定化
ほうていか

 

６）地域
ちいき

移行
いこう

における、入所
にゅうしょ

施設
しせつ

や病院
びょういん

の役 割
やくわり

、機能
きのう

をどう考
かんが

えるか？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基
もと

づく新
あら

たなサービス
さ ー び す

体 系
たいけい

（新 体
しんたい

系
けい

）は、地域
ちいき

生 活
せいかつ

へ

の移行
いこう

を進
すす

めていくため、日中
にっちゅう

の活 動
かつどう

の支援
しえん

と居住
きょじゅう

の支援
しえん

を自分
じぶん

で組
く

み合
あ

わ

せて利用
りよう

できる「昼 夜
ちゅうや

分離
ぶんり

」等
とう

を進
すす

め、利用
りよう

者
しゃ

本
ほん

位
くらい

のサービス
さ ー び す

を目指
め ざ

してい

る。 

 

○ このため、障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

（入所
にゅうしょ

施設
しせつ

）については、居住
きょじゅう

の支援
しえん

である施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

を行
おこな

うとともに、日中
にっちゅう

の活 動
かつどう

の支援
しえん

である障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

（生 活
せいかつ

介護
かいご

、自立
じりつ

訓 練
くんれん

又
また

は就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

）を行
おこな

う施設
しせつ

であることとしている。 

 

 【参 考
さんこう

】施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

 

（１）対象
たいしょう

者
しゃ

 

障害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

が区分
くぶん

４（50歳
さい

以 上
いじょう

の者
しゃ

にあっては区分
くぶん

３）以 上
いじょう

である

者
しゃ

 

（２）サービス
さ ー び す

内 容
ないよう

 

主
しゅ

として夜間
やかん

において、入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ又
また

は食 事
しょくじ

の介護
かいご

、生 活
せいかつ

等
とう

に関
かん

す

る相 談
そうだん

及
およ

び助 言
じょげん

その他
た

の便宜
べんぎ

を供 不
きょうよ

するとともに、入所
にゅうしょ

施設
しせつ

以外
いがい

の福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

（生 活
せいかつ

介護
かいご

、自立
じりつ

訓 練
くんれん

及
およ

び就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

）を供 不
きょうよ

 

（３）事 業
じぎょう

所 数
しょすう

及
およ

び利用
りよう

者
しゃ

数
すう

（平 成
へいせい

22年
ねん

４月
がつ

国保連
こくほれん

データ
で ー た

） 

 事 業
じぎょう

所 数
しょすう

：1,163箇所
かしょ

、利用
りよう

者
しゃ

数
すう

：63,598人
にん

 

 

○ また、障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

は、指定
してい

基 準
きじゅん

において、その機能
きのう

を地域
ちいき

に開
ひら

かれたも

のとして運 営
うんえい

されるよう、地域
ちいき

の住民
じゅうみん

やボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

団 体
だんたい

等
とう

の連 携
れんけい

及
およ

び

協力
きょうりょく

を行
おこな

う等
とう

の地域
ちいき

との交流
こうりゅう

に努
つと

めなければならないとされている。 

 

 



５９ 

 

○ 医 療
いりょう

保険
ほけん

の平 成
へいせい

22年
ねん

診療
しんりょう

報酬
ほうしゅう

改 定
かいてい

においては、長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

を減尐
げんしょう

させた実 績
じっせき

のある医 療
いりょう

機関
きかん

に対
たい

する評 価
ひょうか

の引上
ひきあ

げ、30分
ぷん

以 上
いじょう

の通 院
つういん

・在 宅
ざいたく

精 神
せいしん

療法
りょうほう

の評 価
ひょうか

の引上
ひきあ

げ、認知
にんち

行 動
こうどう

療法
りょうほう

に対
たい

する評 価
ひょうか

の創 設
そうせつ

、複
ふく

数 名
すうめい

で

訪 問
ほうもん

看護
かんご

を行
おこな

う訪 問
ほうもん

看護
かんご

ステーション
す て ー し ょ ん

に対
たい

する評 価
ひょうか

の創 設
そうせつ

など、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支
ささ

えるための評 価
ひょうか

を行
おこな

ったところである。 

 

入院
にゅういん

期間
きかん

が5年
ねん

を超
こ

える長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

を1年 間
ねんかん

で５％以 上
いじょう

減尐
げんしょう

させた

場合
ばあい

：１日
にち

あたり ５ 点
てん

→10 点
てん

 

30分
ぷん

以 上
いじょう

の通 院
つういん

・在 宅
ざいたく

精 神
せいしん

療法
りょうほう

：360点
てん

→400点
てん

 

認知
にんち

行 動
こうどう

療法
りょうほう

に対
たい

する評 価
ひょうか

：１日
にち

あたり420点
てん

 

複
ふく

数 名
すうめい

訪 問
ほうもん

看護
かんご

加算
かさん

：看護師
かんごし

等
とう

4300 円
えん

、准
じゅん

看護師
かんごし

3800円
えん

（週
しゅう

1回
かい

の算 定
さんてい

） 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

○ 平 成
へいせい

20年
ねん

12月
がつ

に取
と

りまとめられた社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

障害
しょうがい

者
しゃ

部会
ぶかい

の報 告
ほうこく

に

おいては、入所
にゅうしょ

施設
しせつ

については、今後
こんご

、専 門 性
せんもんせい

を持
も

つ地域
ちいき

の資源
しげん

として、 

① 施設
しせつ

に入所
にゅうしょ

している障害
しょうがい

者
しゃ

について、地域
ちいき

との交流
こうりゅう

等
とう

、社 会
しゃかい

体 験
たいけん

の機会
きかい

を増
ふ

やしていくことを含
ふく

め、入所
にゅうしょ

者
しゃ

に対
たい

する地域
ちいき

移行
いこう

の支援
しえん

 

② グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

やケアホーム
け あ ほ ー む

の実施
じっし

、日中
にっちゅう

活 動
かつどう

系
けい

の事 業
じぎょう

、短期
たんき

入所
にゅうしょ

、

訪 問
ほうもん

事 業
じぎょう

の実施
じっし

など、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支
ささ

えるための支援
しえん

 

の役 割
やくわり

について、更
さら

に果
は

たしていくべき 

とされている。 

 

 



６０ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｅ－２ 社 会 的
しゃかいてき

入院
にゅういん

等
とう

の解消
かいしょう

 

 １）多
おお

くの社 会 的
しゃかいてき

入院
にゅういん

を抱
かか

える精神科
せいしんか

病床
びょうしょう

からや、入所
にゅうしょ

施設
しせつ

からの大規模
だいきぼ

な

地域
ちいき

移行
いこう

を進
すす

める為
ため

に、何
なん

らかの特 別
とくべつ

なプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

は必 要
ひつよう

か？ 

 ２）現 実
げんじつ

に存 続
そんぞく

する「施設
しせつ

待機
たいき

者
しゃ

」「再入院
さいにゅういん

・入所
にゅうしょ

」問 題
もんだい

にどのように取
と

り

組
く

むべきか？ 

 ３）また、「施設
しせつ

待機
たいき

者
しゃ

」「再入院
さいにゅういん

・入所
にゅうしょ

」者
しゃ

への実 態
じったい

調 査
ちょうさ

と、何
なに

があれば

そうならないかのニーズ
に ー ず

把握
はあく

は、具体的
ぐたいてき

にどのように行
おこな

えばよいか？ 

 ４）上 記
じょうき

の調 査
ちょうさ

を具体的
ぐたいてき

な施策
しさく

に活
い

かすためには、どのようなシステム
し す て む

を構 築
こうちく

すべきか？ 

 ５）スウェーデン
す う ぇ ー で ん

では 1990 年 代
ねんだい

初 頭
しょとう

の 改 革
かいかく

で 一 定
いってい

期間
きかん

以 上
いじょう

の 社 会 的
しゃかいてき

入院
にゅういん

・入所
にゅうしょ

の費用
ひよう

は市 町 村
しちょうそん

が持
も

つような制度
せいど

設 計
せっけい

にした為
ため

、社 会
しゃかい

資源
しげん

の

開 発
かいはつ

が一 挙
いっきょ

に進
すす

んだ。我
わ

が国
くに

でもそのような強力
きょうりょく

なインセンティブ
い ん せ ん て ぃ ぶ

を持
も

っ

た政 策
せいさく

が必 要
ひつよう

か？ 必 要
ひつよう

とすればどのようなものにすべきか？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

○ 入 院 中
にゅういんちゅう

の精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

を支援
しえん

するため、都道府県
とどうふけん

及
およ

び

指定
してい

都市
と し

において精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

事 業
じぎょう

（国
くに

１／２、

都道府県
とどうふけん

等
とう

１／２）を実施
じっし

しており、地域
ちいき

移行
いこう

推 進 員
すいしんいん

や地域
ちいき

体 制
たいせい

整備
せいび

コーディネータ
こ ー で ぃ ね ー た

ーの配置
はいち

等
とう

を行
おこな

っている。本年度
ほんねんど

からは、受療
じゅりょう

中断
ちゅうだん

している者
しゃ

や自
みずか

らの意思
い し

では受 診
じゅしん

できない者
しゃ

を訪 問
ほうもん

して支援
しえん

する（アウトリーチ
あ う と り ー ち

支援
しえん

）た

めの医師
い し

、看護師
かんごし

、精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

等
とう

からなる他
た

職種
しょくしゅ

チーム
ち ー む

の配置
はいち

を対象
たいしょう

に

追加
ついか

した。 

 

○ アウトリーチ
あ う と り ー ち

支援
しえん

の在
あ

り方
かた

に関
かん

しては、平 成
へいせい

22年
ねん

５月
がつ

に設置
せっち

した「新
あら

たな

地域
ちいき

精 神
せいしん

保健
ほけん

医 療
いりょう

体 制
たいせい

の構 築
こうちく

に向
む

けた検 討
けんとう

チーム
ち ー む

」において、集 中 的
しゅうちゅうてき

に

検 討
けんとう

を行
おこな

い、６月
がつ

にアウトリーチ
あ う と り ー ち

支援
しえん

充実
じゅうじつ

に向
む

けた考
かんが

え方
かた

をまとめ、現 在
げんざい

、

その具体化
ぐたいか

に向
む

けて、平 成
へいせい

２３年度
ねんど

予算
よさん

における対 応
たいおう

も含
ふく

め、検 討
けんとう

を進
すす

めて

いるところ。 

 



６１ 

 

【現状
げんじょう

】 

精 神
せいしん

病 床 数
びょうしょうすう

は、平 成
へいせい

20年
ねん

で 34.9万
まん

床
しょう

。入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

のうち、65歳
さい

以 上
いじょう

の

者
しゃ

の占
し

める割 合
わりあい

は、48％（平 成
へいせい

20年
ねん

患 者
かんじゃ

調 査
ちょうさ

）で近 年
きんねん

大
おお

きく上昇
じょうしょう

してお

り、年 齢 層
ねんれいそう

が上
あ

がるほど入院
にゅういん

が長期化
ちょうきか

する傾 向
けいこう

にある。 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

○ 平 成
へいせい

21年
ねん

９月
がつ

に取
と

りまとめられた今後
こんご

の精 神
せいしん

保健
ほけん

医 療
いりょう

福祉
ふくし

のあり方
かた

等
とう

に

関
かん

する検 討 会
けんとうかい

報 告 書
ほうこくしょ

（検 討 会
けんとうかい

報 告 書
ほうこくしょ

）において、「入院
にゅういん

医 療
いりょう

中心
ちゅうしん

から地域
ちいき

生 活
せいかつ

中心
ちゅうしん

へ」との基本
きほん

理念
りねん

に基
もと

づく改 革
かいかく

を推 進
すいしん

するため、精 神
せいしん

保健
ほけん

医 療
いりょう

体 系
たいけい

の再 構 築
さいこうちく

を中核
ちゅうかく

とした施策
しさく

の実 現
じつげん

に向
む

けた進捗
しんちょく

管理
かんり

に資
し

するよう、新
あら

たな目 標 値
もくひょうち

として、統 合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

による 入 院
にゅういん

患 者 数
かんじゃすう

を平 成
へいせい

27年
ねん

までに約
やく

15万 人
まんにん

とすることが提 言
ていげん

されている。（平 成
へいせい

20年
ねん

：18.5万 人
まんにん

） 

 

○ 一 方
いっぽう

、高齢化
こうれいか

の進 展
しんてん

に伴
ともな

って精 神
せいしん

病床
びょうしょう

に入院
にゅういん

する認 知 症
にんちしょう

患 者
かんじゃ

は増加
ぞうか

し

ており（平 成
へいせい

８年
ねん

2.8万 人
まんにん

→平 成
へいせい

20年
ねん

5.2万 人
まんにん

）、その中
なか

で、条件
じょうけん

が整
ととの

えば

退 院
たいいん

可能
かのう

な方
かた

が６割
わり

程度
ていど

存 在
そんざい

しているとの調 査
ちょうさ

結果
けっか

もある。検 討 会
けんとうかい

報 告 書
ほうこくしょ

で認 知 症
にんちしょう

に関
かん

する目 標 値
もくひょうち

を平 成
へいせい

23年度
ねんど

までに具体化
ぐたいか

するべきとされている

こと、「障害
しょうがい

者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の推 進
すいしん

のための基本的
きほんてき

な方 向
ほうこう

について」（平 成
へいせい

22年
ねん

６月
がつ

29日
にち

閣議
かくぎ

決 定
けってい

）において「社 会 的
しゃかいてき

入院
にゅういん

」を解消
かいしょう

するための検 討
けんとう

をする

べきとされていること等
とう

を踏
ふ

まえ、「新
あら

たな地域
ちいき

精 神
せいしん

保健
ほけん

医 療
いりょう

体 制
たいせい

の構 築
こうちく

に

向
む

けた検 討
けんとう

チーム
ち ー む

」において、認 知 症
にんちしょう

患 者
かんじゃ

の入院
にゅういん

医 療
いりょう

のあり方
かた

について議論
ぎろん

を行
おこな

う予定
よてい

。 
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【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｆ－１ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

資源
しげん

整備
せいび

のための措置
そ ち

 

 １）地域間
ちいきかん

格差
かくさ

を解
かい

消
しょう

するために、社 会
しゃかい

資源
しげん

の尐
すく

ない地域
ちいき

に対
たい

してどのような

重点的
じゅうてんてき

な施策
しさく

を盛
も

り込
こ

むべきか？ 

  

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

においては、事 業
じぎょう

者
しゃ

の参入
さんにゅう

規制
きせい

の緩和
かんわ

、地域
ちいき

の事 情
じじょう

等
とう

に

より同 法
どうほう

に基
もと

づく基 準
きじゅん

を満
み

たすことが難
むずか

しい場合
ばあい

の特 例
とくれい

、中 山 間 地
ちゅうさんかんち

等
とう

に対
たい

する報 酬 上
ほうしゅうじょう

の評 価
ひょうか

、地域
ちいき

の実情
じつじょう

に応
おう

じた取
と

り組
く

みを可能
かのう

とする構 造
こうぞう

改 革
かいかく

特
とく

区
く

制度
せいど

等
とう

において、社 会
しゃかい

資源
しげん

の尐
すく

ない地域
ちいき

において、必 要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

を確保
かくほ

す

るよう努
つと

めている。 

 

（障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事 業
じぎょう

の 提 供
ていきょう

主 体
しゅたい

） 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

施行前
しこうまえ

（平 成
へいせい

18年
ねん

10月
がつ

まで）については、障害
しょうがい

者
しゃ

福祉
ふくし

の

事 業
じぎょう

の実施
じっし

主 体
しゅたい

は原 則
げんそく

として国
くに

、地方
ちほう

自治体
じちたい

、社 会
しゃかい

福祉
ふくし

法 人
ほうじん

に限 定
げんてい

されて

いたが、同 法
どうほう

施行後
しこうご

は、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

（通 所
つうじょ

サービス
さ ー び す

等
とう

）を第
だい

２種
しゅ

社 会
しゃかい

福祉
ふくし

事 業
じぎょう

と位置付
い ち づ

け特 定
とくてい

非営利
ひえいり

活 動
かつどう

法 人
ほうじん

（ＮＰＯ）等
とう

も参入
さんにゅう

できることと

し、多様
たよう

な主 体
しゅたい

によりサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

体 制
たいせい

の確保
かくほ

を図
はか

ることを可能
かのう

としてい

る。（障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

36条
じょう

第
だい

３項
こう

等
とう

） 

（障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

（入所
にゅうしょ

施設
しせつ

）については、第
だい

１種
しゅ

社 会
しゃかい

福祉
ふくし

事 業
じぎょう

であり、国
くに

・

地方
ちほう

自治体
じちたい

・社 会
しゃかい

福祉
ふくし

法 人
ほうじん

による経 営
けいえい

が原 則
げんそく

とされている。） 

 

（基 準
きじゅん

該 当
がいとう

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

） 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

においては、都道府県
とどうふけん

知事
ち じ

の指定
してい

を受
う

けた 事 業
じぎょう

者
しゃ

の

サービス
さ ー び す

を利用
りよう

した場合
ばあい

に介護
かいご

給付費
きゅうふひ

等
とう

が支払
しはら

われることとなっているが、

従業
じゅうぎょう

者
しゃ

の確保
かくほ

等
とう

指定
してい

を受
う

けるための基 準
きじゅん

（指定
してい

基 準
きじゅん

）を満
み

たすことが難
むずか

しい

地域
ちいき

においても、サービス
さ ー び す

の 提 供
ていきょう

が可能
かのう

となるように、指定
してい

基 準
きじゅん

は満
み

たさな

いものの、これに準
じゅん

ずる場合
ばあい

について、都道府県
とどうふけん

知事
ち じ

の指定
してい

がなくても市 町 村
しちょうそん

に

おいて基 準
きじゅん

該 当
がいとう

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

として特 例
とくれい

介護
かいご

給付費
きゅうふひ

等
とう

が支 給
しきゅう

できるこ

ととなっており、地域
ちいき

の実情
じつじょう

に応
おう

じてサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

体 制
たいせい

の確保
かくほ

を図
はか

ることが
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できることとしている。（障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

30条
じょう

） 

 

（中 山 間 地
ちゅうさんかんち

等
とう

に対
たい

する報 酬 上
ほうしゅうじょう

の評 価
ひょうか

） 

○ 平 成
へいせい

21年度
ねんど

の 報酬
ほうしゅう

改 定
かいてい

において、小規模
しょうきぼ

事 業
じぎょう

所
しょ

により 提 供
ていきょう

される

サービス
さ ー び す

への配 慮
はいりょ

を行
おこな

うため、日中
にっちゅう

活 動
かつどう

系
けい

サービス
さ ー び す

（生 活
せいかつ

介護
かいご

、機能
きのう

訓 練
くんれん

、

生 活
せいかつ

訓 練
くんれん

、就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

、就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
がた

・Ｂ型
がた

）について、定 員
ていいん

20人
にん

以下
い か

の場合
ばあい

の単価
たんか

（同 年
どうねん

３月
がつ

までは 40人
にん

以下
い か

は同 額
どうがく

）を設
もう

けるとともに、

中 山 間 地
ちゅうさんかんち

に居住
きょじゅう

している者
しゃ

に対
たい

する訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

（居 宅
きょたく

介護
かいご

、重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

、行 動
こうどう

援護
えんご

）について、加算
かさん

を設
もう

けることとした。 

 

（構 造
こうぞう

改 革
かいかく

特 別
とくべつ

区域
くいき

） 

○ 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の 提 供
ていきょう

基盤
きばん

がない地域
ちいき

については、構 造
こうぞう

改 革
かいかく

特 別
とくべつ

区域法
くいきほう

に基
もと

づき特
とく

区
く

の認 定
にんてい

を受
う

けた地方
ちほう

自治
じ ち

体 内
たいない

であれば、一 定
いってい

の要 件
ようけん

を満
み

たす介護
かいご

保険法
ほけんほう

に 基
もと

づく小規模
しょうきぼ

多機能型
たきのうがた

居 宅
きょたく

介護
かいご

事 業
じぎょう

所
しょ

において、自立
じりつ

訓 練
くんれん

、児童
じどう

デイサービス
で い さ ー び す

、短期
たんき

入所
にゅうしょ

を利用
りよう

することが可能
かのう

となっており、既存
きそん

資源
しげん

を活 用
かつよう

したサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

基盤
きばん

の整備
せいび

が可能
かのう

となっている。 

  

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

○ 上 記
じょうき

の措置
そ ち

は、平 成
へいせい

20年
ねん

12月
がつ

に取
と

りまとめられた社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

障害
しょうがい

者
しゃ

部会
ぶかい

の報 告
ほうこく

において、「中 山 間 地
ちゅうさんかんち

等
とう

におけるサービス
さ ー び す

確保
かくほ

の在
あ

り方
かた

」につ

いて、 

・ 種 々
しゅじゅ

の規制
きせい

緩和
かんわ

や特
とく

区
く

制度
せいど

について積極的
せっきょくてき

な活 用
かつよう

を図
はか

るべき 

・ 中 山 間 地
ちゅうさんかんち

等
とう

における基盤
きばん

整備
せいび

の 促 進
そくしん

のための 報 酬 上
ほうしゅうじょう

の加算
かさん

措置
そ ち

、

多機能型
たきのうがた

事 業
じぎょう

所
しょ

における各
かく

事 業
じぎょう

の最 低
さいてい

定 員
ていいん

の緩和
かんわ

について検 討
けんとう

すべき 

・ 中 山 間 地
ちゅうさんかんち

等
とう

を含
ふく

め、小規模
しょうきぼ

な施設
しせつ

への配 慮
はいりょ

について検 討
けんとう

すべき 

とされたことを踏
ふ

まえて行
おこな

っているものである。 
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【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｆ－１ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

資源
しげん

整備
せいび

のための措置
そ ち

 

 ２）どの地域
ちいき

であっても安 心
あんしん

して暮
く

らせるためのサービス
さ ー び す

、支援
しえん

を確保
かくほ

するた

めの財 源
ざいげん

の仕組
し く

みをどう考
かんが

えるのか？ 

  

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

においては、 

① 介護
かいご

給付費
きゅうふひ

等
とう

、自立
じりつ

支援
しえん

医療費
いりょうひ

、補装具
ほそうぐ

費
ひ

等
とう

に係
かかわ

る費用
ひよう

については、その

１／２を国
くに

が、１／４ずつを都道府県
とどうふけん

と市 町 村
しちょうそん

がそれぞれ負担
ふたん

、 

② 市 町 村
しちょうそん

が実施
じっし

する地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

に係
かかわ

る費用
ひよう

については、その１／２

以内
いない

を国
くに

が、１／４以内
いない

を都道府県
とどうふけん

が補助
ほじょ

、残
のこ

りを市 町 村
しちょうそん

が負担
ふたん

、 

③ 都道府県
とどうふけん

が実施
じっし

する地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

に係
かかわ

る費用
ひよう

については、その１／２

以内
いない

を国
くに

が補助
ほじょ

、残
のこ

りを都道府県
とどうふけん

が負担
ふたん

 

することとしている。（障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

92条
じょう

から第
だい

95条
じょう

まで） 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

２条
じょう

から第
だい

４条
じょう

まで等
とう

に基
もと

づき、市 町 村
しちょうそん

は自治
じ ち

事務
じ む

として自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

や地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

等
とう

を行
おこな

うという主 体 的
しゅたいてき

な立場
たちば

を担
にな

い、国
くに

及
およ

び都道府県
とどうふけん

は市 町 村
しちょうそん

に対
たい

して必 要
ひつよう

な助 言
じょげん

、情報
じょうほう

提 供
ていきょう

などの支援
しえん

を

行
おこな

うという補助的
ほじょてき

な立場
たちば

を担
にな

うといった役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

となっており、この役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

を前 提
ぜんてい

に、介護
かいご

給付費
きゅうふひ

等
とう

、自立
じりつ

支援
しえん

医療費
いりょうひ

、補装具
ほそうぐ

費
ひ

に係
かかわ

る費用
ひよう

の分 担
ぶんたん

についても、国
くに

が１／２、都道府県
とどうふけん

・市 町 村
しちょうそん

がそれぞれ１／４を負担
ふたん

すること

としている。 

 

○ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、地域
ちいき

の特 性
とくせい

や利用
りよう

者
しゃ

の 状 況
じょうきょう

に応
おう

じた柔軟
じゅうなん

な形 態
けいたい

による事 業
じぎょう

を効果的
こうかてき

・効 率 的
こうりつてき

に実施
じっし

し、障害
しょうがい

者
しゃ

及
およ

び障 害 児
しょうがいじ

の福祉
ふくし

の増 進
ぞうしん

を

図
はか

ることを目 的
もくてき

としており、実施
じっし

主 体
しゅたい

である市 町 村
しちょうそん

等
とう

が創意
そうい

工夫
くふう

に基
もと

づいて

主 体 的
しゅたいてき

に事 業
じぎょう

を実施
じっし

しているものであることから、国
くに

（市 町 村
しちょうそん

が実施
じっし

するも

のは国
くに

及
およ

び都道府県
とどうふけん

）が事 業
じぎょう

に係
かかわ

る費用
ひよう

の一 定
いってい

の額
がく

を補助
ほじょ

することにより、

その取 組
とりくみ

を支援
しえん

することとしている。 
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【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｆ－１ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

資源
しげん

整備
せいび

のための措置
そ ち

 

 ３）地域
ちいき

移行
いこう

や地域間
ちいきかん

格差
かくさ

の解消
かいしょう

を図
はか

るため、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

整備
せいび

に向
む

けた、か

つての「ゴールドプラン
ご ー る ど ぷ ら ん

」「障害
しょうがい

者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

：ノーマライゼーション
の ー ま ら い ぜ ー し ょ ん

７カ年
かねん

戦略
せんりゃく

」

のような国
くに

レベル
れ べ る

のプラン
ぷ ら ん

が必 要
ひつよう

か？あるいは何
なん

らかの時限
じげん

立 法
りっぽう

を制 定
せいてい

す

る必 要
ひつよう

があるか？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

（障害
しょうがい

者
しゃ

基本
きほん

計 画
けいかく

） 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

基本法
きほんほう

第
だい

９条
じょう

において、「政府
せいふ

は、障害
しょうがい

者
しゃ

の福祉
ふくし

に関
かん

する施策
しさく

及
およ

び

障害
しょうがい

の予防
よぼう

に関
かん

する施策
しさく

の総 合 的
そうごうてき

かつ計 画 的
けいかくてき

な推 進
すいしん

を図
はか

るため、障害
しょうがい

者
しゃ

の

ための施策
しさく

に関
かん

する基本的
きほんてき

な計 画
けいかく

（以下
い か

「障害
しょうがい

者
しゃ

基本
きほん

計 画
けいかく

」という。）を策 定
さくてい

しなければならない」と規定
きてい

されている。 

 

（基本
きほん

方 針
ほうしん

） 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

87条
じょう

において、「厚 生
こうせい

労 働
ろうどう

大 臣
だいじん

は、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

及
およ

び 相 談
そうだん

支援
しえん

並
なら

びに 市 町 村
しちょうそん

及
およ

び都道府県
とどうふけん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の 提 供
ていきょう

体 制
たいせい

を整備
せいび

し、自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

及
およ

び地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の円 滑
えんかつ

な実施
じっし

を確保
かくほ

す

るための基本的
きほんてき

な指針
ししん

（以下
い か

「基本
きほん

指針
ししん

」という。）を定
さだ

めるものとする」と規定
きてい

されている。 

 

○ 基本
きほん

指針
ししん

においては、 

 ① 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

及
およ

び相 談
そうだん

支援
しえん

の 提 供
ていきょう

体 制
たいせい

の確保
かくほ

に関
かん

する基本的
きほんてき

事項
じこう

 

② 市 町 村
しちょうそん

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

及
およ

び都道府県
とどうふけん

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の作 成
さくせい

に関
かん

する事項
じこう

 

③ その他
た

自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

及
およ

び地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の円 滑
えんかつ

な実施
じっし

を確保
かくほ

するた

めに必 要
ひつよう

な事項
じこう

 

を定
さだ

めることとされている。（障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

87条
じょう

第
だい

２項
こう

） 
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【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

（障害
しょうがい

者
しゃ

基本
きほん

計 画
けいかく

） 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

基本法
きほんほう

に基
もと

づく現 行
げんこう

の障害
しょうがい

者
しゃ

基本
きほん

計 画
けいかく

については、平 成
へいせい

15年度
ねんど

か

ら平 成
へいせい

24年度
ねんど

までの 10年 間
ねんかん

に講
こう

ずべき障害
しょうがい

者
しゃ

施策
しさく

の基本的
きほんてき

方 向
ほうこう

について

定
さだ

めている。（平 成
へいせい

14年
ねん

12月
がつ

24日
か

閣議
かくぎ

決 定
けってい

） 

 

○ また、障害
しょうがい

者
しゃ

基本
きほん

計 画
けいかく

に併
あわ

せて、同 計 画
どうけいかく

に基
もと

づく諸施策
しょしさく

の着実
ちゃくじつ

な推 進
すいしん

を

図
はか

るため、前期
ぜんき

（平 成
へいせい

15年度
ねんど

から平 成
へいせい

19年度
ねんど

まで）と後期
こうき

（平 成
へいせい

20年度
ねんど

から

平 成
へいせい

24年度
ねんど

まで）にそれぞれ「重点
じゅうてん

施策
しさく

実施
じっし

５か年
ねん

計 画
けいかく

」を策 定
さくてい

し、具体的
ぐたいてき

な数値
すうち

目標
もくひょう

及
およ

び達 成
たっせい

期間
きかん

等
とう

を定
さだ

め、諸施策
しょしさく

を推 進
すいしん

している。（後期
こうき

計 画
けいかく

は

平 成
へいせい

19年
ねん

12月
がつ

25日
にち

障害
しょうがい

者
しゃ

施策
しさく

推 進
すいしん

本部
ほんぶ

決 定
けってい

） 

 

（基本
きほん

方 針
ほうしん

） 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基
もと

づく基本
きほん

方 針
ほうしん

については、障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

施行
しこう

と

併
あわ

せて平 成
へいせい

18年
ねん

に策 定
さくてい

しているが、原 則
げんそく

として３年
ねん

を１期
き

として、地方
ちほう

自治体
じちたい

が障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

を作 成
さくせい

するに当
あ

たって即
そく

すべき事項
じこう

等
とう

を定
さだ

めており、

平 成
へいせい

21年度
ねんど

から平 成
へいせい

23年度
ねんど

までの第
だい

２期
き

に移
うつ

る際
さい

に見直
みなお

しを行
おこな

っている。

（障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

及
およ

び相 談
そうだん

支援
しえん

並
なら

びに市 町 村
しちょうそん

及
およ

び都道府県
とどうふけん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の 提 供
ていきょう

体 制
たいせい

の整備
せいび

並
なら

びに自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

及
およ

び地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の

円 滑
えんかつ

な実施
じっし

を確保
かくほ

するための基本的
きほんてき

な指針
ししん

（平 成
へいせい

18年
ねん

厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

告示
こくじ

第
だい

395号
ごう

）） 

 

【参考】「ゴールドプラン
ご ー る ど ぷ ら ん

」「障害
しょうがい

者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

」について 

（ゴールドプラン
ご ー る ど ぷ ら ん

） 

○ 「ゴールドプラン
ご ー る ど ぷ ら ん

（高 齢
こうれい

者
しゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

推 進
すいしん

10 か年
ねん

戦略
せんりゃく

）」については、平 成
へいせい

２年度
ねんど

から平 成
へいせい

11年度
ねんど

までの 10 か年
ねん

を期間
きかん

として、在 宅
ざいたく

福祉
ふくし

、施設
しせつ

福祉
ふくし

等
とう

の

事 業
じぎょう

について実 現
じつげん

を図
はか

るべき目標
もくひょう

を掲
かか

げたものである。（平 成
へいせい

元 年
がんねん

12月
がつ

大 蔵
おおくら

・厚 生
こうせい

・自治
じ ち

大 臣
だいじん

合意
ごうい

）その後
ご

、「ゴールドプラン
ご ー る ど ぷ ら ん

」を大 幅
おおはば

に上 回
うわまわ

る

サービス量
さーびすりょう

の整備
せいび

の必 要 性
ひつようせい

が明
あき

らかになるとともに、新
あら

たな施策
しさく

の展 開
てんかい

等
とう

新
あら

たに対 応
たいおう

していく課題
かだい

も生
しょう

じてきたことから、「ゴールドプラン
ご ー る ど ぷ ら ん

」を全 面 的
ぜんめんてき

に

見直
みなお

し、平 成
へいせい

７年度
ねんど

から平 成
へいせい

 11年度
ねんど

までの５か年
ねん

を期間
きかん

として、平 成
へいせい

６年
ねん

12
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月
がつ

に「新ゴールドプラン
し ん ご ー る ど ぷ ら ん

（新
しん

・高 齢
こうれい

者
しゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

推 進
すいしん

10 か年
ねん

戦略
せんりゃく

）」を策 定
さくてい

し

た。 

 

○ 「新ゴールドプラン
し ん ご ー る ど ぷ ら ん

」の計 画
けいかく

期間後
きかんご

、高 齢
こうれい

者
しゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

施策
しさく

の一 層
いっそう

の充実
じゅうじつ

を

図
はか

るため、平 成
へいせい

12年度
ねんど

からの５か年
ねん

を期間
きかん

として、今後
こんご

取
と

り組
く

むべき具体的
ぐたいてき

施策
しさく

や 平 成
へいせい

16年度
ねんど

における介護
かいご

サービス
さ ー び す

の 提 供
ていきょう

の 見 込 量
みこみりょう

等
とう

を 定
さだ

めた

「ゴールドプラン
ご ー る ど ぷ ら ん

21（今後
こんご

の５か年 間
ねんかん

の高 齢
こうれい

者
しゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

施策
しさく

の方 向
ほうこう

）」を策 定
さくてい

した。（平 成
へいせい

11年
ねん

12月
がつ

19日
にち

大 蔵
おおくら

・厚 生
こうせい

・自治
じ ち

大 臣
だいじん

合意
ごうい

） 

 

（障害
しょうがい

者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

） 

○ 「障害
しょうがい

者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

（ノーマライゼーション
の ー ま ら い ぜ ー し ょ ん

７か年
ねん

戦略
せんりゃく

）」については、平 成
へいせい

８

年度
ねんど

か ら の ７ か 年
ねん

計 画
けいかく

を 期間
きかん

と し て 、 リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

の 理念
りねん

と

ノーマライゼーション
の ー ま ら い ぜ ー し ょ ん

の理念
りねん

を踏
ふ

まえつつ、施策
しさく

の重点的
じゅうてんてき

な推 進
すいしん

を図
はか

ることを

目 的
もくてき

として、当 面
とうめん

緊急
きんきゅう

に整備
せいび

すべき目標
もくひょう

等
とう

関 係
かんけい

省庁
しょうちょう

の施策
しさく

を横 断 的
おうだんてき

に盛
も

り込
こ

んだものである。（平 成
へいせい

７年
ねん

12月
がつ

18日
にち

障害
しょうがい

者
しゃ

対 策
たいさく

推 進
すいしん

本部
ほんぶ

決 定
けってい

（後
あと

の

障害
しょうがい

者
しゃ

施策
しさく

推 進
すいしん

本部
ほんぶ

）） 
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【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｆ－１ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

資源
しげん

整備
せいび

のための措置
そ ち

 

４）現 行
げんこう

の都道府県
とどうふけん

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

及
およ

び市 町 村
しちょうそん

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

についてどう

評 価
ひょうか

するか？また、今後
こんご

のあり方
かた

についてどう考
かんが

えるか？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基
もと

づき市 町 村
しちょうそん

は、障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

の数
かず

、障害
しょうがい

の 状 況
じょうきょう

そ

の他
た

の事 情
じじょう

を勘 案
かんあん

し、「市 町 村
しちょうそん

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

」を定
さだ

めることとされている。

（障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

88 条） 

 

○ 市 町 村
しちょうそん

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

においては、 

① 各年度
かくねんど

における指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

又
また

は指定
してい

相 談
そうだん

支援
しえん

の種 類
しゅるい

ごとの

必 要
ひつよう

な量
りょう

の見込
み こ

み 

② ①の種 類
しゅるい

ごとの必 要
ひつよう

な見 込 量
みこみりょう

の確保
かくほ

のための方 策
ほうさく

 

③ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の種 類
しゅるい

ごとの実施
じっし

に関
かん

する事項
じこう

 

④ その他
た

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

、相 談
そうだん

支援
しえん

及
およ

び市 町 村
しちょうそん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の

提 供
ていきょう

体 制
たいせい

の確保
かくほ

に関
かん

し必 要
ひつよう

な事項
じこう

 

を定
さだ

めることとされている。（障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

88 条第
だい

２項
こう

） 

 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基
もと

づき都道府県
とどうふけん

は、「都道府県
とどうふけん

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

」を定
さだ

め

ることとされている。（障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

89条
じょう

） 

 

○ 都道府県
とどうふけん

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

においては、 

① 都道府県
とどうふけん

が定
さだ

める区域
くいき

ごとに当 該
とうがい

区域
くいき

における各年度
かくねんど

の指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

又
また

は指定
してい

相 談
そうだん

支援
しえん

の種 類
しゅるい

ごとの必 要
ひつよう

な量
りょう

の見込
み こ

み 

② ①の種 類
しゅるい

ごとの必 要
ひつよう

な見 込 量
みこみりょう

の確保
かくほ

のための方 策
ほうさく

 

③ ①の指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

又
また

は指定
してい

相 談
そうだん

支援
しえん

に従 事
じゅうじ

する者
しゃ

の確保
かくほ

又
また

は

資質
ししつ

の向上
こうじょう

のために講
こう

ずる措置
そ ち

に関
かん

する事項
じこう

 

④ 各年度
かくねんど

の指定
してい

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

の必 要
ひつよう

入所
にゅうしょ

定 員
ていいん

総 数
そうすう

 

⑤ 指定
してい

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

の施設
しせつ

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の質
しつ

の向上
こうじょう

のために講
こう

ず



６９ 

 

る措置
そ ち

に関
かん

する事項
じこう

 

⑥ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の種 類
しゅるい

ごとの実施
じっし

に関
かん

する事項
じこう

 

⑦ その他
た

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

、相 談
そうだん

支援
しえん

及
およ

び都道府県
とどうふけん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の

提 供
ていきょう

体 制
たいせい

の確保
かくほ

に関
かん

し必 要
ひつよう

な事項
じこう

 

を定
さだ

めることとされている。（障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

89条
じょう

第
だい

２項
こう

） 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

○ 障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

については、 障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

施行前
しこうまえ

に 居 宅
きょたく

介護
かいご

事 業
じぎょう

（ホームヘルプサービス
ほ ー む へ る ぷ さ ー び す

等
とう

）等
とう

について未実施
みじっし

の市 町 村
しちょうそん

がみられたこと、精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

に対
たい

するサービス
さ ー び す

の立
た

ち後
おく

れが指摘
してき

されていたこと、相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

に

ついてその整備
せいび

状 況
じょうきょう

に大
おお

きな地域
ちいき

格差
かくさ

がみられたこと等
とう

から、都道府県
とどうふけん

及
およ

び

市 町 村
しちょうそん

に障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の作 成
さくせい

を義務付
ぎ む づ

け、当 該
とうがい

計 画
けいかく

に沿
そ

って、提 供
ていきょう

体 制
たいせい

の確保
かくほ

が計 画 的
けいかくてき

に図
はか

られるよう障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に規定
きてい

することとしたもの

である。 

 

○ なお、都道府県
とどうふけん

は都道府県
とどうふけん

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

に定
さだ

める障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

（生 活
せいかつ

介護
かいご

及
およ

び就労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ型
がた

）の必 要
ひつよう

な量
りょう

又
また

は指定
してい

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

の必 要
ひつよう

入所
にゅうしょ

定 員
ていいん

総 数
そうすう

に既
すで

に達
たっ

しているか、又
また

は指定
してい

することによりこれを超
こ

える

場合
ばあい

は、事 業
じぎょう

者
しゃ

から指定
してい

の申 請
しんせい

があった場合
ばあい

でも、指定
してい

をしないことができる

こととしている。（障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

36条
じょう

第
だい

４項
こう

及
およ

び第
だい

38条
じょう

第
だい

２項
こう

） 

 



７０ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｆ－２ 自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

 

 １）自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の法定化
ほうていか

についてどう考
かんが

えるか？また、その地域
ちいき

における

解 決
かいけつ

が困 難
こんなん

な問 題
もんだい

を具体的
ぐたいてき

に解
かい

決
けっ

する機関
きかん

として、どのように位置
い ち

づける

べきか？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

（自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の法律上
ほうりつじょう

の位置付
い ち づ

けについて） 

○ 市 町 村
しちょうそん

の設置
せっち

又
また

は複 数
ふくすう

の市 町 村
しちょうそん

の共同
きょうどう

設置
せっち

による自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

（以下
い か

「地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

」という。）は、市 町 村
しちょうそん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

として、

「地域
ちいき

における障害
しょうがい

福祉
ふくし

に関
かん

する関 係
かんけい

者
しゃ

による連 携
れんけい

及
およ

び支援
しえん

の体 制
たいせい

に関
かん

す

る協 議
きょうぎ

を行
おこな

うため」に設置
せっち

し、運 営
うんえい

することとされている。（障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

施行
しこう

規則
きそく

（平 成
へいせい

18年
ねん

厚 生
こうせい

労 働
ろうどう

省令
しょうれい

第
だい

19号
ごう

）第
だい

65条
じょう

の 10） 

 

【地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の主
おも

な機能
きのう

】 

・ 地域
ちいき

の関 係
かんけい

機関
きかん

によるネットワーク
ね っ と わ ー く

構 築
こうちく

等
とう

に向
む

けた協 議
きょうぎ

 

・ 困 難
こんなん

事例
じれい

への対 応
たいおう

のあり方
かた

に関
かん

する協 議
きょうぎ

、調整
ちょうせい

 

・ 地域
ちいき

の社 会
しゃかい

資源
しげん

の開 発
かいはつ

、改 善
かいぜん

 

 

○ 都道府県
とどうふけん

の設置
せっち

による自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

（以下
い か

「都道府県
とどうふけん

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

」と

いう。）は、都道府県
とどうふけん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

として、「都道府県
とどうふけん

の区
く

域 内
いきない

におけ

る相 談
そうだん

支援
しえん

の体 制
たいせい

に関
かん

する協 議
きょうぎ

を行
おこな

うため」に設置
せっち

し、運 営
うんえい

することとされ

ている。（障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

施行
しこう

規則
きそく

第
だい

65条
じょう

の 15） 

 

 

【都道府県
とどうふけん

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の主
おも

な機能
きのう

】 

・ 都道府県内
とどうふけんない

の地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

単位
たんい

（市 町 村
しちょうそん

）ごとの相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の

状 況
じょうきょう

を把握
はあく

、評 価
ひょうか

し、整備
せいび

方 策
ほうさく

を助 言
じょげん

  

・ 専 門 的
せんもんてき

分野
ぶんや

における支援
しえん

方 策
ほうさく

について情報
じょうほう

や知見
ちけん

を共有
きょうゆう

、普 及
ふきゅう

  

・ 都道府県
とどうふけん

全 域
ぜんいき

における社 会
しゃかい

資源
しげん

の開 発
かいはつ

、改 善
かいぜん

 



７１ 

 

 

※ 自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の設置
せっち

状 況
じょうきょう

（平 成
へいせい

21年
ねん

４月
がつ

現 在
げんざい

） 

・ 地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の設置
せっち

市 町 村 数
しちょうそんすう

 

1,426市
し

町村
ちょうそん

/1,798市
し

町村
ちょうそん

（79％） 

・ 都道府県
とどうふけん

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の設置
せっち

都道府県数
とどうふけんすう

 

47都道府県
とどうふけん

/47都道府県
とどうふけん

（100％） 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

（自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の法定化
ほうていか

等
とう

について） 

○ 平 成
へいせい

20年
ねん

12月
がつ

に取
と

りまとめられた社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

障害
しょうがい

者
しゃ

部会
ぶかい

の報 告
ほうこく

に

おいては、 

・ 自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の充実
じゅうじつ

について、設置
せっち

の促 進
そくしん

や運 営
うんえい

の活性化
かっせいか

を図
はか

るため、

市 町 村
しちょうそん

の実情
じつじょう

に応
おう

じた設置
せっち

・運 営
うんえい

方 法
ほうほう

が可能
かのう

になるように配 慮
はいりょ

しつつ、

法律上
ほうりつじょう

の位置付
い ち づ

けを明 確
めいかく

にするべきである 

とされている。 

 



７２ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｆ－２ 自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

 

２）自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の議論
ぎろん

から社 会
しゃかい

資源
しげん

の創出
そうしゅつ

につなげるために、どのよう

な財 源 的
ざいげんてき

な裏打
うらう

ちが必 要
ひつよう

か？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

（地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

について） 

○ 市 町 村
しちょうそん

は、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

として、「地域
ちいき

における障害
しょうがい

福祉
ふくし

に関
かん

する

関 係
かんけい

者
しゃ

による連 携
れんけい

及
およ

び支援
しえん

の体 制
たいせい

に関
かん

する協 議
きょうぎ

を行
おこな

うため」に、障害
しょうがい

者
しゃ

、

事 業
じぎょう

者
しゃ

、雇用
こよう

、教育
きょういく

、医 療
いりょう

等
とう

の関 連
かんれん

する分野
ぶんや

の関 係
かんけい

者
しゃ

からなる「自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

」（以下
い か

「地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

」という。）設置
せっち

し、運 営
うんえい

することとされて

いる。 

市 町 村
しちょうそん

は、相 談
そうだん

支援
しえん

等
とう

を通
つう

じて把握
はあく

された地域
ちいき

の課題
かだい

について、地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

においてその対 応
たいおう

につき協 議
きょうぎ

した上
うえ

で、この協 議
きょうぎ

結果
けっか

を踏
ふ

まえつ

つ、地域
ちいき

の社 会
しゃかい

資源
しげん

を開 発
かいはつ

・改 善
かいぜん

することとしている。 

 

（都道府県
とどうふけん

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

について） 

○ 都道府県
とどうふけん

は、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

として、「都道府県
とどうふけん

の区
く

域 内
いきない

における相 談
そうだん

支援
しえん

の体 制
たいせい

に関
かん

する協 議
きょうぎ

を行
おこな

うため」に、障害
しょうがい

者
しゃ

、事 業
じぎょう

者
しゃ

、雇用
こよう

、教育
きょういく

、

医 療
いりょう

等
とう

の関 連
かんれん

する分野
ぶんや

の関 係
かんけい

者
しゃ

からなる「自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

」（以下
い か

「都道府県
とどうふけん

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

」という。）を設置
せっち

し、運 営
うんえい

することとされている。 

都道府県
とどうふけん

は、各 市 町 村
かくしちょうそん

や地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

における課題
かだい

について、地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

においてその対 応
たいおう

につき協 議
きょうぎ

し、この協 議
きょうぎ

結果
けっか

を踏
ふ

まえつ

つ、都道府県
とどうふけん

や障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

における社 会
しゃかい

資源
しげん

を開 発
かいはつ

・改 善
かいぜん

することと

している。 

 

（障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

について） 

○ 市 町 村
しちょうそん

及
およ

び都道府県
とどうふけん

は、地域
ちいき

の社 会
しゃかい

資源
しげん

を開 発
かいはつ

・改 善
かいぜん

するため、障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

において、地域
ちいき

における障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

の実情
じつじょう

やニーズ
に ー ず

を的 確
てきかく

に把握
はあく

した上
うえ

で、必 要
ひつよう

となる障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

見 込 量
みこみりょう

等
とう

を定
さだ

め、計 画 的
けいかくてき

に必 要
ひつよう

な



７３ 

 

サービス
さ ー び す

を整備
せいび

することとしている。 

 

【参 考
さんこう

】障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事 業
じぎょう

所
しょ

等
とう

の整備
せいび

に係
かかわ

る補助
ほじょ

（社 会
しゃかい

福祉
ふくし

施設
しせつ

等
とう

施設
しせつ

整備費
せいびひ

補助
ほじょ

金
きん

） 

・ 負担
ふたん

割 合
わりあい

 国
くに

1／2、都道府県
とどうふけん

・指定
してい

都市
と し

・中核
ちゅうかく

市
し

1/4、社 会
しゃかい

福祉
ふくし

法 人
ほうじん

等
とう

1/4 

・ 予算
よさん

額
がく

（国
くに

） 平 成
へいせい

22年度
ねんど

 100億 円
おくえん

 

 

 



７４ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｆ－２ 自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

 

３）障害
しょうがい

者
しゃ

福祉
ふくし

の推 進
すいしん

には、一 般
いっぱん

市民
しみん

の理解
りかい

と参加
さんか

が重要
じゅうよう

であるが、それを

促
うなが

す仕組
し く

みを自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の取
と

り組
く

み、あるいはその他
た

の方 法
ほうほう

で、法 律
ほうりつ

に

組
く

み込
こ

めるか？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

（国 民
こくみん

の責務
せきむ

） 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

基本法
きほんほう

第
だい

６条
じょう

においては、国 民
こくみん

の責務
せきむ

として、「国 民
こくみん

は、社 会
しゃかい

連 帯
れんたい

の理念
りねん

に基
もと

づき、障害
しょうがい

者
しゃ

の福祉
ふくし

の増 進
ぞうしん

に協力
きょうりょく

するよう努
つと

めなければならな

い」等
とう

とされている。 

 

○ また、障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

第
だい

３条
じょう

においては、国 民
こくみん

の責務
せきむ

として、「すべての

国 民
こくみん

は、その障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず、障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

がその有
ゆう

する能力
のうりょく

及
およ

び

適 性
てきせい

に応
おう

じ、自立
じりつ

した 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

又
また

は社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

を営
いとな

めるような地域
ちいき

社 会
しゃかい

の

実 現
じつげん

に協力
きょうりょく

するよう努
つと

めなければならない」とされている。 

 

（自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の構 成
こうせい

メンバ
め ん ば

ーについて） 

○ 自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の構 成
こうせい

メンバ
め ん ば

ーについては、地域
ちいき

の課題
かだい

への対 応
たいおう

を協 議
きょうぎ

し、この結果
けっか

を踏
ふ

まえて、地域
ちいき

の社 会
しゃかい

資源
しげん

を開 発
かいはつ

・改 善
かいぜん

するという自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の役 割
やくわり

を踏
ふ

まえて、地域
ちいき

の実情
じつじょう

に応
おう

じ選 定
せんてい

されるべきものであるが、

想 定
そうてい

される例
れい

としては、相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

者
しゃ

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事 業
じぎょう

者
しゃ

、保健
ほけん

・

医 療
いりょう

関 係
かんけい

者
しゃ

、教育
きょういく

・雇用
こよう

関 係
かんけい

機関
きかん

、企 業
きぎょう

、障害
しょうがい

者
しゃ

関 係
かんけい

団 体
だんたい

、当事
とうじ

者
しゃ

、学 識
がくしき

経 験
けいけん

者
しゃ

等
とう

を示
しめ

している。（「地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の実施
じっし

について」（平 成
へいせい

18年
ねん

８

月
がつ

１日付
にちづ

け 障
しょう

発
はつ

第
だい

0801002 号
ごう

厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

社 会
しゃかい

・援 護 局
えんごきょく

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉
ふくし

部 長
ぶちょう

通知
つうち

）） 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

○ 平 成
へいせい

20年度
ねんど

12月
がつ

に取
と

りまとめられた社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

障害
しょうがい

者
しゃ

部会
ぶかい

の報 告
ほうこく

においては、制度
せいど

の見直
みなお

しに当
あ

たって、「広
ひろ

く国 民
こくみん

の理解
りかい

を徔
え

ながら進
すす

めてい

くという視点
してん

」が必 要
ひつよう

とされ、 
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・ 障害
しょうがい

者
しゃ

の自立
じりつ

を国 民
こくみん

皆
みな

でどのように支
ささ

えていくか、あるいは障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず共
とも

に育
そだ

ち、共
とも

に暮
く

らし、共
とも

に働
はたら

く共生
きょうせい

社 会
しゃかい

をいかに実 現
じつげん

し

ていくかについては、障害
しょうがい

の当事
とうじ

者
しゃ

や直接的
ちょくせつてき

な関 係
かんけい

者
しゃ

のみならず、広
ひろ

く

国 民
こくみん

皆
みな

で考
かんが

え、取
と

り組
く

んでいくべき課題
かだい

である。本部会
ほんぶかい

での議論
ぎろん

を国 民
こくみん

に分
わ

かりやすく説 明
せつめい

するなど、広
ひろ

く国 民
こくみん

の理解
りかい

を徔
え

ながら進
すす

めていくという視点
してん

が重要
じゅうよう

である 

とされている。 



７６ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｆ－３ 長 時 間
ちょうじかん

介 助
かいじょ

等
とう

の保 障
ほしょう

 

１）どんなに重
おも

い障害
しょうがい

があっても地域
ちいき

生 活
せいかつ

が可能
かのう

になるために、市 町 村
しちょうそん

や

圏 域
けんいき

単位
たんい

での「満
み

たされていないニーズ
に ー ず

」の把握
はあく

や社 会
しゃかい

資源
しげん

の創出
そうしゅつ

方 法
ほうほう

は

どうすればよいか？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

（相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

について） 

○ 現 行
げんこう

の障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

では、市 町 村
しちょうそん

は、「相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

」として、障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

の福祉
ふくし

に関
かん

する各 般
かくはん

の問 題
もんだい

につき、障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

からの相 談
そうだん

に応
おう

じ、必 要
ひつよう

な情報
じょうほう

の 提 供
ていきょう

及
およ

び助 言
じょげん

その他
た

の障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の利用
りよう

支援
しえん

等
とう

、必 要
ひつよう

な

支援
しえん

を行
おこな

うとともに、虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

及
およぶ

びその早期
そうき

発 見
はっけん

のための関 係
かんけい

機関
きかん

との

連 絡
れんらく

調整
ちょうせい

その他
た

の障害
しょうがい

のある方
かた

等
とう

の権利
けんり

擁護
ようご

のために必 要
ひつよう

な援 助
えんじょ

を行
おこな

う

こととされている。 

 

（地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

について） 

○ 市 町 村
しちょうそん

は、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

として、「地域
ちいき

における障害
しょうがい

福祉
ふくし

に関
かん

する

関 係
かんけい

者
しゃ

による連 携
れんけい

及
およ

び支援
しえん

の体 制
たいせい

に関
かん

する協 議
きょうぎ

を行
おこな

うため」に、障害
しょうがい

者
しゃ

事 業
じぎょう

者
しゃ

、雇用
こよう

、教育
きょういく

、医 療
いりょう

等
とう

の関 連
かんれん

する分野
ぶんや

の関 係
かんけい

者
しゃ

からなる「自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

」（以下
い か

「地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

」という。）設置
せっち

し、運 営
うんえい

することとされて

いる。 

市 町 村
しちょうそん

は、相 談
そうだん

支援
しえん

における個々
こ こ

のケース
け ー す

を通
つう

じて把握
はあく

された地域
ちいき

の「満
み

た

されないニーズ
に ー ず

」について、地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

においてその対 応
たいおう

につき協 議
きょうぎ

した上
うえ

で、この協 議
きょうぎ

結果
けっか

を踏
ふ

まえつつ、地域
ちいき

の社 会
しゃかい

資源
しげん

を開 発
かいはつ

・改 善
かいぜん

するこ

ととされている。 

 

（都道府県
とどうふけん

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

について） 

○ 都道府県
とどうふけん

は、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

として、「都道府県
とどうふけん

の区
く

域 内
いきない

における相 談
そうだん

支援
しえん

の体 制
たいせい

に関
かん

する協 議
きょうぎ

を行
おこな

うため」に、障害
しょうがい

者
しゃ

事 業
じぎょう

者
しゃ

、雇用
こよう

、教育
きょういく

、医 療
いりょう

等
とう

の関 連
かんれん

する分野
ぶんや

の関 係
かんけい

者
しゃ

からなる「自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

」（以下
い か

「都道府県
とどうふけん

自立
じりつ
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支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

」という。）を設置
せっち

し、運 営
うんえい

することとされている。 

都道府県
とどうふけん

は、各 市 町 村
かくしちょうそん

や地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

における課題
かだい

について、地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

においてその対 応
たいおう

につき協 議
きょうぎ

した上
うえ

で、この協 議
きょうぎ

結果
けっか

を踏
ふ

ま

えつつ、都道府県
とどうふけん

や障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

における社 会
しゃかい

資源
しげん

を開 発
かいはつ

・改 善
かいぜん

するこ

ととされている。 

 

（障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

について） 

○  市 町 村
しちょうそん

及
およ

び都道府県
とどうふけん

は、地域
ちいき

の社 会
しゃかい

資源
しげん

を開 発
かいはつ

・改 善
かいぜん

するため、障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

において、地域
ちいき

における障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

の実情
じつじょう

やニーズ
に ー ず

を的 確
てきかく

に把握
はあく

した上
うえ

で、 必 要
ひつよう

となる 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

見 込 量
みこみりょう

等
とう

を 定
さだ

め、 計 画 的
けいかくてき

に 必 要
ひつよう

な

サービス
さ ー び す

を整備
せいび

することとされている。 

【参 考
さんこう

】障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事 業
じぎょう

所
ところ

等
とう

の整備
せいび

に係
かかわ

る補助
ほじょ

（社 会
しゃかい

福祉
ふくし

施設
しせつ

等
とう

施設
しせつ

整備
せいび

費
ひ

補助
ほじょ

金
きん

） 

・ 負担
ふたん

割 合
わりあい

 国
くに

１／２、都道府県
とどうふけん

・指定
してい

都市
と し

・中核
ちゅうかく

市
し

１／４、社 会
しゃかい

福祉
ふくし

法 人
ほうじん

等
とう

１／４ 

・ 予算
よさん

額
がく

（国
くに

）平 成
へいせい

22年度
ねんど

 100億 円
おくえん

 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

 （相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

について） 

○ 平 成
へいせい

20年
ねん

12月
がつ

に取
と

りまとめられた社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

障害
しょうがい

者
しゃ

部会
ぶかい

の報 告
ほうこく

に

おいて、ニーズ
に ー ず

の把握
はあく

に関 連
かんれん

して、 

・ 障害
しょうがい

者
しゃ

が地域
ちいき

で安 心
あんしん

して自立
じりつ

生 活
せいかつ

を送
おく

っていくためには、障害
しょうがい

者
しゃ

が日々
ひ び

の暮
く

らしの中
なか

で抱
かか

えているニーズ
に ー ず

や課題
かだい

にきめ細
こま

かく対 応
たいおう

し、必 要
ひつよう

に応
おう

じ

て適 切
てきせつ

な障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

に結
むす

びつけていくための相 談
そうだん

支援
しえん

が重要
じゅうよう

、 

・ 障害
しょうがい

者
しゃ

が、様 々
さまざま

なサービス
さ ー び す

や地域
ちいき

資源
しげん

等
とう

も活 用
かつよう

しながら、地域
ちいき

で自立
じりつ

し

て安 心
あんしん

して暮
く

らしていけるよう、以下
い か

の観 点
かんてん

から障害
しょうがい

者
しゃ

の相 談
そうだん

支援
しえん

の

充実
じゅうじつ

を図
はか

るべき、 

① 地域
ちいき

における相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の強 化
きょうか

  

② ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

の充実
じゅうじつ

  

③ 自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の充実
じゅうじつ

 

 とされている。 
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【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｆ－３ 長 時 間
ちょうじかん

介 助
かいじょ

等
とう

の保 障
ほしょう

 

 ２）24時間
じかん

介護
かいご

サービス
さ ー び す

等
とう

も含
ふく

めた長 時 間
ちょうじかん

介護
かいご

が必 要
ひつよう

な人
ひと

に必要量
ひつようりょう

が供給
きょうきゅう

されるために、市 町 村
しちょうそん

や圏 域
けんいき

単位
たんい

での支援
しえん

体 制
たいせい

はどのように構 築
こうちく

されるべ

きか？ 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

○  24時間
じかん

介護
かいご

サービス
さ ー び す

等
とう

を含
ふく

めた長 時 間
ちょうじかん

介護
かいご

については、重 度
じゅうど

の肢体
したい

丌自由
ふじゆう

者
しゃ

に対
たい

して居 宅
きょたく

における介護
かいご

等
とう

や外出
がいしゅつ

時
とき

における移 動 中
いどうちゅう

の介護
かいご

を行
おこな

う

重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

により行
おこな

われている。 

※ 重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の利用
りよう

者
しゃ

数
すう

（平 成
へいせい

22年
ねん

4月
がつ

国保連
こくほれん

データ
で ー た

）：7,618人
にん

 

 

○ 重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

を含
ふく

む障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の 提 供
ていきょう

体 制
たいせい

の確保
かくほ

に関
かん

しては、

現 行
げんこう

の障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

においては、 

・ 国
くに

は、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

の 提 供
ていきょう

体 制
たいせい

の確保
かくほ

に関
かん

する基本的
きほんてき

理念
りねん

など

を定
さだ

め 

る「基本
きほん

方 針
ほうしん

」 

・ 都道府県
とどうふけん

は、国
くに

の定
さだ

める基本
きほん

方 針
ほうしん

に即
そく

して、市 町 村
しちょうそん

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の達 成
たっせい

に資
し

するため、各 市 町 村
かくしちょうそん

を通
つう

ずる広 域 的
こういきてき

な見地
けんち

から、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

の 提 供
ていきょう

体 制
たいせい

の確保
かくほ

に関
かん

する「都道府県
とどうふけん

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

」 

・ 市 町 村
しちょうそん

は、国
くに

の定
さだ

める基本
きほん

方 針
ほうしん

に即
そく

して、障害
しょうがい

者
しゃ

の数
かず

、障害
しょうがい

の状態
じょうたい

等
とう

を勘 案
かんあん

し、市 町
しちょう

村 内
そんない

における障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

の 提 供
ていきょう

体 制
たいせい

の確保
かくほ

に

関
かん

する「市 町 村
しちょうそん

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

」 

をそれぞれ定
さだ

め、都道府県
とどうふけん

及
およ

び市 町 村
しちょうそん

は、これに基
もと

づき、必 要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

を

計 画 的
けいかくてき

に整備
せいび

することとしている。 

 

【参 考
さんこう

】障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

及
およ

び相 談
そうだん

支援
しえん

並
なら

びに市 町 村
しちょうそん

及
およ

び都道府県
とどうふけん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の 提 供
ていきょう

体 制
たいせい

の整備
せいび

並
なら

びに自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

及
およ

び地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の円 滑
えんかつ

な実施
じっし

を確保
かくほ

するための基本的
きほんてき

な指針
ししん

（平 成
へいせい

18年
ねん

厚 生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

告示
こくじ

第
だい

395号
ごう

） 

第 一
だいいち

 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

及
およ

び相 談
そうだん

支援
しえん

の 提 供
ていきょう

体 制
たいせい

の確保
かくほ

に関
かん

する



７９ 

 

基本的
きほんてき

事項
じこう

 

二
に

 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の 提 供
ていきょう

体 制
たいせい

の確保
かくほ

に関
かん

する基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

 

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の 提 供
ていきょう

体 制
たいせい

の確保
かくほ

に当
あ

たっては、１の障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の基本的
きほんてき

理念
りねん

を踏
ふ

まえ、次
つぎ

に掲
かか

げる点
てん

に配 慮
はいりょ

して、数値
すうち

目標
もくひょう

を

設 定
せってい

し、計 画 的
けいかくてき

な整備
せいび

を行
おこな

う。 

１ 全 国
ぜんこく

どこでも必 要
ひつよう

な訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

を保 障
ほしょう

 

 立
た

ち後
おく

れている精 神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

等に対
たい

する訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

（居 宅
きょたく

介護
かいご

、重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

、行 動
こうどう

援護
えんご

、重 度
じゅうど

障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

包 括
ほうかつ

支援
しえん

をいう。

以下
い か

同
おな

じ。）の充実
じゅうじつ

を図
はか

り、全 国
ぜんこく

どこでも必 要
ひつよう

な訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

を

保 障
ほしょう

する。 



８０ 

 

 

【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｆ－４ 義務的
ぎむてき

経費化
けいひか

と国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

 

 １）障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

では、「在 宅
ざいたく

サービス
さ ー び す

も含
ふく

めて義務的
ぎむてき

経費化
けいひか

」するとさ

れたが、国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

の範囲内
はんいない

にとどまっている。そのため、国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

が事 実 上
じじつじょう

のサービス
さ ー び す

の上限
じょうげん

となっている自治体
じちたい

が多
おお

いと指摘
してき

する声
こえ

があ

る。このことに対
たい

する評 価
ひょうか

と問 題
もんだい

解 決
かいけつ

についてどう考
かんが

えるか？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

○ 障害
しょうがい

福祉
ふくし

は地方
ちほう

自治体
じちたい

の自治
じ ち

事務
じ む

であり、国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

は、居 宅
きょたく

介護
かいご

等
とう

の

訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

において、障害
しょうがい

福祉
ふくし

に係
かかわ

る国
くに

と地方
ちほう

自治体
じちたい

の間
あいだ

の一 定
いってい

の

役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

を前 提
ぜんてい

に、限
かぎ

りある国費
こくひ

を公 平
こうへい

に配 分
はいぶん

するため、市 町 村
しちょうそん

に対
たい

する

国庨
こっこ

の精 算
せいさん

基 準
きじゅん

として設 定
せってい

されているものであり、サービス
さ ー び す

の種 類
しゅるい

ごとに

障害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

別
べつ

に定
さだ

められている。また、障害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

が高
たか

いほど国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

が高
たか

く設 定
せってい

されている。 

この国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

については、平 成
へいせい

21年
ねん

４月
がつ

の報酬
ほうしゅう

改 定
かいてい

に合
あ

わせ、訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

全 体
ぜんたい

の１人当
あ

たりの負担
ふたん

水準
すいじゅん

を月 額
げつがく

９万
まん

５千 円
せんえん

から 10 万
まん

５

千 円
せんえん

に大 幅
おおはば

に引
ひ

き上
あ

げた。（＋10.5％） 

その中
なか

でも、重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

については、20％近
ちか

い引
ひ

き上
あ

げ

を行
おこな

ったところであり、とりわけ、障害
しょうがい

が最
もっと

も重
おも

い障害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

６の国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

については 30％を超
こ

える引上
ひきあ

げを行
おこな

った。 

国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

の水準
すいじゅん

については、平 成
へいせい

18年度
ねんど

の創 設
そうせつ

時
とき

に、平 成
へいせい

16年
ねん

10月
がつ

の実 績
じっせき

をもとに、全 国
ぜんこく

の９割
わり

程度
ていど

の市 町 村
しちょうそん

において支 給
しきゅう

実 績
じっせき

をカバ
か ば

ーでき

るよう設 定
せってい

したところであるが、なお多
おお

くの市 町 村
しちょうそん

においては支 給
しきゅう

実 績
じっせき

が

国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

を下 回
したまわ

っている。 

なお、国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

については、平 成
へいせい

21年
ねん

４月
がつ

の報酬
ほうしゅう

改 定
かいてい

にあわせて、

平 成
へいせい

19年度
ねんど

の実 績
じっせき

をもとに全 国
ぜんこく

の９割
わり

の市 町 村
しちょうそん

において支 給
しきゅう

実 績
じっせき

をカバ
か ば

ーできるように引
ひ

き上
あ

げを行
おこな

った。 
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  ※１ 居宅
きょたく

介護
か い ご

における国庨
こ っ こ

負担
ふ た ん

基準
きじゅん

（月額
げつがく

） 

区分
く ぶ ん

１ 区分
く ぶ ん

２ 区分
く ぶ ん

３ 区分
く ぶ ん

４ 区分
く ぶ ん

５ 区分
く ぶ ん

６ 

2,370単位
た ん い

 3,050単位
た ん い

 4,500単位
た ん い

 8,440単位
た ん い

 13,500単位
た ん い

 19,450単位
た ん い

 

 

※２ 国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

を超
ちょう

過
か

してサービス
さ ー び す

の支 給
しきゅう

を行
おこな

っている市 町 村
しちょうそん

 263市
し

町村
ちょうそん

（14.6%（1,800市
し

町村
ちょうそん

のうち超 過
ちょうか

している市 町 村
しちょうそん

の割 合
わりあい

））（平 成
へいせい

20

年度
ねんど

実 績
じっせき

） 

 

○ 長 時 間
ちょうじかん

の介護
かいご

を必 要
ひつよう

とする方
かた

を多
おお

く抱
かか

えるなど、国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

を超
ちょう

過
か

し

てサービス
さ ー び す

の支 給
しきゅう

を行
おこな

っている市 町 村
しちょうそん

に対
たい

して、その財 政
ざいせい

負担
ふたん

を軽 減
けいげん

する

ため、 

 ・ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

における「重 度
じゅうど

障害
しょうがい

者
しゃ

に係
かかわ

る市 町 村
しちょうそん

特 別
とくべつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

」 

 ・ 障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じりつ

支援
しえん

対 策
たいさく

臨時
りんじ

特 例
とくれい

交付
こうふ

金
きん

を活 用
かつよう

した「重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

等
とう

の

利用
りよう

促 進
そくしん

 

に係
かかわ

る市 町 村
しちょうそん

支援
しえん

事 業
じぎょう

」 

 による財 政
ざいせい

支援
しえん

を行
おこな

っている。 

 

【参 考
さんこう

１】重 度
じゅうど

障害
しょうがい

者
しゃ

に係
かかわ

る市 町 村
しちょうそん

特 別
とくべつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

 

・ 対象
たいしょう

自治体
じちたい

：訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

の利用
りよう

者
しゃ

に占
し

める重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

対象
たいしょう

者
しゃ

が

１０％を超
こ

え、かつ訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

の支 給
しきゅう

額
がく

が国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

額
がく

を超 過
ちょうか

し

ている市 町 村
しちょうそん

 

・ 内 容
ないよう

：以下
い か

の①に②を乗
じょう

じた金 額
きんがく

の一 定
いってい

割 合
わりあい

を助 成
じょせい

する。 

① 該 当
がいとう

する市 町 村
しちょうそん

の重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の利用
りよう

者
しゃ

数
すう

から、訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

全 体
ぜんたい

の利用
りよう

者
しゃ

数
すう

に全 国
ぜんこく

の重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

対象
たいしょう

者
しゃ

の割 合
わりあい

（10％程度
ていど

）を乗
じょう

じて徔
え

た額
がく

を控 除
こうじょ

した数
かず

 

② 重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の 障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

４，５，６の国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

額
がく

の差
さ

の

平 均
へいきん

程度
ていど

（約
やく

8.5万 円
まんえん

） 

・ ３都道府県
とどうふけん

（6.4%）で実施
じっし

（平 成
へいせい

20年度
ねんど

実 績
じっせき

） 
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【参 考
さんこう

２】重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

等
とう

の利用
りよう

促 進
そくしん

に係
かかわ

る市 町 村
しちょうそん

支援
しえん

事 業
じぎょう

 

・ 対象
たいしょう

自治体
じちたい

：市 町 村
しちょうそん

（指定
してい

都市
と し

及
およ

び中核
ちゅうかく

市
し

除
のぞ

く） 

・ 内 容
ないよう

：以下
い か

の金
きん

額
がく

の範囲内
はんいない

で都道府県
とどうふけん

知事
ち じ

が必 要
ひつよう

と認
みと

める額
がく

を助 成
じょせい

する。 

① 「人 口
じんこう

10万 人
まんにん

未満
みまん

の市 町 村
しちょうそん

」：国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

超 過
ちょうか

額
がく

 

② 「人 口
じんこう

10万 人
まんにん

以 上
いじょう

30万 人
まんにん

未満
みまん

の市
し

」：「国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

額
がく

に 100％を乗
じょう

じた額
がく

」と「国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

超 過
ちょうか

額
がく

」のいずれか低
ひく

い方
ほう

の額
がく

 

③ 「人 口
じんこう

30万 人
まんにん

以 上
いじょう

の市
し

」：「国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

に 50％を乗
じょう

じた額
がく

」と「国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

超 過
ちょうか

額
がく

」のいずれか低
ひく

い方
ほう

の額
がく

 

・ 26都道府県
とどうふけん

（55.3%）で実施
じっし

（平 成
へいせい

20年度
ねんど

実 績
じっせき

） 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

○ 現 行
げんこう

の国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

は、訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

について、国
くに

の費用
ひよう

負担
ふたん

を義務化
ぎ む か

す

ることで財 源
ざいげん

の裏付
うらづ

けを強 化
きょうか

する一 方
いっぽう

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

に係
かかわ

る国
くに

と地方
ちほう

自治体
じちたい

の

間
あいだ

の一 定
いってい

の役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

を前 提
ぜんてい

に、限
かぎ

りある国費
こくひ

を公 平
こうへい

に配 分
はいぶん

するため、

市 町 村
しちょうそん

に対
たい

する精 算
せいさん

基 準
きじゅん

として定
さだ

めているものであり、介護
かいご

の必要度
ひつようど

の高
たか

い

者
しゃ

が多
おお

い市 町 村
しちょうそん

にはその人 数
にんずう

に応
おう

じて国庨
こっこ

負担
ふたん

を行
おこな

える仕組
し く

みとなってい

る。 

  したがって、仮
かり

に国庨
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

を廃止
はいし

する場合
ばあい

にあっては、国
くに

の厳
きび

しい財 政
ざいせい

事 情
じじょう

を考 慮
こうりょ

し、国費
こくひ

を公 平
こうへい

に配 分
はいぶん

する機能
きのう

をどのような形
かたち

で担
たん

保
ほ

するのか、

検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

である。 
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【分野
ぶんや

・項 目
こうもく

・論 点
ろんてん

】 

Ｆ－５ 国
くに

と地方
ちほう

の役 割
やくわり

 

 １）現 在
げんざい

、障害
しょうがい

者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の中
なか

では、「施設
しせつ

・病院
びょういん

から地域
ちいき

生 活
せいかつ

への転 換
てんかん

」

「どの地域
ちいき

であっても安 心
あんしん

して暮
く

らせる」方 向
ほうこう

が目指
め ざ

されている。一 方
いっぽう

、地域
ちいき

主 権
しゅけん

改 革
かいかく

では「現 金
げんきん

給 付
きゅうふ

は国
くに

、サービス
さ ー び す

給 付
きゅうふ

は地方
ちほう

」との一 括
いっかつ

交付
こうふ

金化
きんか

の考
かんが

えが示
しめ

されている。障害
しょうがい

者
しゃ

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

に関
かん

して国
くに

と地方
ちほう

の役 割
やくわり

をど

う考
かんが

えるか？ 

 ２）障害
しょうがい

者
しゃ

権利
けんり

条約
じょうやく

の第
だい

19条
じょう

を受
う

けて、推 進
すいしん

会議
かいぎ

では「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

の

明文化
めいぶんか

」を求
もと

める意見
いけん

が多数
たすう

であった。地域
ちいき

の実情
じつじょう

や特色
とくしょく

にあったサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

と、この「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

」を担保
たんぽ

していくためのナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

のあり方
かた

についてどう考
かんが

えるか？ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の 状 況
じょうきょう

】 

○ 平 成
へいせい

22年
ねん

６月
がつ

22日
にち

に閣議
かくぎ

決 定
けってい

された「地域
ちいき

主 権
しゅけん

戦略
せんりゃく

大 綱
たいこう

」においては、

「ひも付
つ

き補助
ほじょ

金
きん

の一 括
いっかつ

交付
こうふ

金化
きんか

」が盛
も

り込
こ

まれており、「国
くに

から地方
ちほう

への「ひ

も付
つ

き補助
ほじょ

金
きん

」を廃止
はいし

し、基本的
きほんてき

に地方
ちほう

が自由
じゆう

に使
つか

える一 括
いっかつ

交付
こうふ

金
きん

にするとの

方 針
ほうしん

の下
もと

、現 行
げんこう

の補助
ほじょ

金
きん

、交付
こうふ

金
きん

等
とう

を改 革
かいかく

する」とされている。 

ただし、大 綱
たいこう

においては、「現 金
げんきん

給 付
きゅうふ

は国
くに

、サービス
さ ー び す

給 付
きゅうふ

は地方
ちほう

」との考
かんが

え

は示
しめ

されておらず、「基本的
きほんてき

に、全 国
ぜんこく

画 一 的
かくいつてき

な保険
ほけん

・現 金
げんきん

給 付
きゅうふ

に対
たい

するもの

や地方
ちほう

の自由
じゆう

裁量
さいりょう

拡 大
かくだい

に寄不
き よ

しない義務的
ぎむてき

な負担
ふたん

金
きん

・補助
ほじょ

金
きん

等
とう

は、一 括
いっかつ

交付
こうふ

金化
きんか

の対象
たいしょう

外
がい

とする」とされている。 

 

○ また、「地域
ちいき

主 権
しゅけん

戦略
せんりゃく

大 綱
たいこう

」においては、「義務付
ぎ む づ

け・枠付
わくづ

けの見直
みなお

し」、「計 画
けいかく

等
とう

の策 定
さくてい

及
およ

びその手 続
てつづき

の見直
みなお

し」、「基礎
き そ

自治体
じちたい

への権 限
けんげん

移 譲
いじょう

」についても盛
も

り込
こ

まれており、 

 ① 指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事 業
じぎょう

者
しゃ

の指定
してい

権 限
けんげん

の中核
ちゅうかく

市
し

までの移 譲
いじょう

 

 ② 指定
してい

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事 業
じぎょう

者
しゃ

の欠 格
けっかく

要 件
ようけん

（法 人
ほうじん

であること）の条例
じょうれい

委任
いにん

 

 ③ 障害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の住民
じゅうみん

の意見
いけん

反 映
はんえい

義務
ぎ む

の廃止
はいし

又
また

は努 力
どりょく

義務化
ぎ む か

 

 等
とう

が盛
も

り込
こ

まれている。 



８４ 

 

【現 在
げんざい

の制度
せいど

の考
かんが

え方
かた

・その他
た

留 意
りゅうい

すべき事項
じこう

】 

○ 地方
ちほう

自治体
じちたい

の事務
じ む

の在
あ

り方
かた

等
とう

については、閣議
かくぎ

決 定
けってい

された「地域
ちいき

主 権
しゅけん

戦略
せんりゃく

大 綱
たいこう

」等
とう

も踏
ふ

まえ検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。また、地域
ちいき

主 権
しゅけん

を担 当
たんとう

する内閣府
ないかくふ

も

含
ふく

めて検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。 

 

 


